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訳
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H
久
保
正
幡
・
石
川
武
・
直
居
淳
訳
『
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
」
(
西
洋
法
制
史
料
叢
書
4
)
、
一
九
七
七
年
、
創
文
社
0

・
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

H

石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
本
誌
・
三
七
巻
二
号
、
一
九
八
六
年
0

・
石
川
「
ア
イ
ゲ
ン
」

H
石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
ア
イ
ゲ
ン
」
、
「
法
制
史
研
究
」
=
一
六
号
、
一
九
八
七
年
0

・
石
川
「
人
に
つ
い
て
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

H

石
川
武
「
人
に
つ
い
て
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
・
小
考
」
、
本
誌
・
三
七
巻
四
号
、
一
九
八
七
年
0

・
石
川
「
巴
加
自
加

2
q
o」
H

石
川
武
「
巴
伺

g
明
君
常
ユ
旬
」
、
本
誌
・
一
二
七
巻
五
号
、
一
九
八
七
年
0

・
石
川
「
補
論
」

H

石
川
武
「
ア
イ
ゲ
ン
と
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
・
補
論

l
!岩
野
英
夫
氏
の
批
判
に
接
し
て
1

1
」
、
本
誌
・
四
O
巻
三
号
、
一
九
九
O
年
0

・
石
川
「
法
の
生
成
」

H

石
川
武
「
西
洋
に
お
け
る
法
の
生
成
」

(
1
)
1
(
凶
)
、
「
書
斎
の
窓
」
(
有
斐
閤
)
、
四
六
三
号
1
四
七
二
号
、
一
九
九
七
年
l
一

九
九
八
年
。

-
石
川
「
裁
判
(
権
)
」

H
石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
裁
判
(
権
)
」
、
本
誌
・
四
九
巻
一
号
、
一
九
九
八
年
0

・
石
川
「
中
世
法
」

H

石
川
武
「
中
世
法
の
規
範
構
造
|
|
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
場
合
|
|
」
、
本
誌
・
四
九
巻
三
号
、
一
九
九
八
年
0

・
石
川
「
レ
l
ン
法
と
国
制
」

H

石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
レ
l
ン
法
と
国
制
」
、
(
一

)
1
(
三
)
、
本
誌
・
五
O
巻
三
号
1
五
号
、

一
九
九
九
年
1
二
0
0
0
年。

-
石
川
「
へ

l
ル
シ
ル
ト
制
」

H

石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
へ

l
ル
シ
ル
ト
制
|
|
同
書
(
テ
キ
ス
ト
)
成
立
史
と
の
関
連
に
お
い

て

l
l」
、
(
ニ

1
(
四
)
、
本
誌
・
五
O
巻
六
号
i
五
一
巻
三
号
、
二
O
O
O
年。
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-
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

H

石
川
武
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
・
レ
ー
ン
法
邦
訳
l
|
ア
ウ
ク
ト
ル
・
ヴ
ェ
l
ト
ゥ
ス
と
の
比
較
・
対
照
を
も
兼

ね
て
|
|
」
、

(
I
)
1
(
6
)
(
ま
で
既
刊
)
、
本
誌
・
五
一
巻
五
号
1
五
二
巻
四
号
、
二
O
O
一年。

は
じ
め
に
(
問
題
の
所
在
)

ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
l
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
了
一
に
次
の
条
文
が
あ
る
。

「同じゲヴューレをもってj、占有か保障か

ニ
・
四
三
・
一

誰
か
あ
る
所
領
が
彼

(
H
自
分
)
の

(
H
自
分
に
授
封
さ
れ
た
)
レ
l
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
が
あ
り
、
そ
し
て

も
う
一
人
の
者
が
そ
れ
(
H
そ
の
所
領
)
は
彼
(
H
自
分
)
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
し
、
彼
等
(
双
方
)
が
そ
れ
(
H
そ
の
所
領
)
を

同
じ
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
を
も
っ
て

(BImo--rR
君

R
m
)
(自
分
の
も
の
で
あ
る
と
)
主
張
す
る

(
S
8
5
r
g
)
な
ら
ば
、
か
の
者

(
H
後
者
)
が

参
審
員
二
人
の
証
人
と
と
も
に
(
自
分
と
も
三
人
の
証
人
を
も
っ
て
)
、
も
う
一
人
の
者

(
H
前
者
)
が
(
そ
れ
を
)
レ
l
ン
と
し
て
(
立

証
・
取
得
す
る
)
よ
り
も
(
よ
り
)
優
る
権
利
を
も
っ
て
(
σ
g
H
σ
町
田
明
豆
、
(
そ
れ
を
)
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
立
証
・
取
得
す
る

3
0
g
r吉
凶
)

こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
項
に
見
ら
れ
る
ヨ
x
m
m
z
r
2
5
8
の
語
は
、
従
来
一
般
に
は
、
「
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
」

H

「
占
有
」
と
い
う
通
説
に
従
い
、
「
同
じ
占
有

(
1
)
 

を
も
っ
て
」
と
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
中
世
に
お
い
て
も
、
同
一
の
所
領
に
つ
い
て
同
時
に
二
人
の
者
が
そ
れ
を
同
じ
よ
う
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説

に
「
占
有
」
(
・
支
配
)
(
以
下
、
特
に
必
要
の
な
い
限
り
、
単
に
「
占
有
」
と
言
う
)
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
早
く
も
(
一
回
世
紀
に
な
っ

三予-b.

H岡

て
か
ら
お
お
む
ね
同
世
紀
中
に
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
に
加
え
ら
れ
た
)
「
註
解
」

(
2
0
g
m
)
に
お
い
て
す
で
に
、
こ
の

B
広間町一
-rq
宅
m
B
の
語

を
「
同
じ
占
有
を
も
っ
て
」
と
解
し
た
註
解
者
は
、
そ
れ
に
「
双
方
と
も
同
じ
く
占
有
を
も
た
ず
に
(
ロ
巳
居
宅
開
お
と
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
加

(2) 

え
る
こ
と
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の

B
I
m
o
-
-
r
q
宅
m
B
H
「
同
じ
占
有
を
も
っ
て
」
と
い
う
見
解
は
、
(
少
な
く
と
も
)
七
百

(
3
)
 

年
近
く
の
伝
統
を
背
景
に
も
っ
て
い
る
、
と
言
う
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
(
も
と
も
と
言
語
学
者
で
あ
る
)
シ
ュ
ミ
ッ
ト
H

ヴ
ィ

l
ガ
ン
ト
夫
人
は
、
(
お
そ
ら
く
こ
う
し
た
通
説
的
解
釈
に
疑
問
を
感
じ

て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
)
、
(
比
較
的
最
近
公
刊
さ
れ
た
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
現
代
語
訳
の
中
で
、
こ
の
箇
所
を
巴
門
間
一

-snvqcg¥低
】
?

(4) 

開

n
E
P
H
「
同
じ
保
障
を
も
っ
て
」
と
訳
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
(
一
般
読
者
に
向
け
ら
れ
た
わ
か
り
や
す
い
)
現

代
語
訳
と
い
う
同
書
の
性
格
も
あ
っ
て
、
彼
女
は
(
通
説
と
は
異
な
る
)
そ
う
し
た
解
釈
を
採
る
論
拠
を
特
に
挙
げ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、

右
の
条
項
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
案
に
つ
い
て
、
こ
の
「
同
じ
保
障
を
も
っ
て
」
と
い
う
こ
と
が
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
、
読
者
に
は

(
少
な
く
と
も
容
易
に
は
)
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ネ
l
ル
ゼ
ン
H

フ
ォ
ン
・
ジ
ュ
ト
リ
ュ

l
ク
夫
人
は
、
(
お
そ
ら
く
そ
の

こ
と
も
一
因
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
)
、
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
手
続
法
的
思
考
と
実
体
法
的
思
考
」
を
論
じ
た
論
文
の
中
で
、

「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
を
「
占
有
」
と
解
す
る
伝
統
的
・
通
説
的
な
立
場
か
ら
、
こ
の
シ
ュ
ミ
ッ
ト
H

ヴ
ィ

l
ガ
ン
ト
説
を
「
当
た
ら
な
い
」
と
し

(
5
)
 

て
批
判
し
て
お
り
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、
逆
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
H
ヴ
ィ

l
ガ
ン
ト
夫
人
の
解
釈
を
明
示
的
に
支
持
し
た
見
解
は
見
当
た
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、
こ
の
「
同
じ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
も
っ
て
」
と
い
う
表
現
を
1

1

文
言
の
上
で
は
ま
さ
に
正
反
対
に
|
|
「
同
じ
く
ゲ
ヴ
ェ

l

レ

(
H
占
有
)
を
も
た
ず
に
」
と
解
釈
す
る
と
い
う
、
一
見
い
か
に
も
索
強
付
会
が
ま
し
い
見
解
が
今
日
な
お
堂
々
と
ま
か
り
通
る
形
に
な
っ

(
6
)
 

て
い
る
。
本
稿
は
、
独
自
に
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
関
連
諸
条
項
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
正
し
い
解
釈
を
提
示
し
、
こ
の
ラ

ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
に
関
す
る
限
り
、
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

H

「
占
有
」
と
い
う
支
配
的
見
解
が
成
り
立
ち
え
な
い
ゆ
え
ん
を
最
終
的
に
明
ら
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か
に
し
よ
う
-
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法
に
見
ら
れ
る
「
不
動
産
訴
訟
」
の
基

本
的
特
徴
も
明
ら
か
に
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
(
か
つ
て
私
の
論
じ
た
)
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
の
問

(7) 

題
に
つ
い
て
の
(
さ
さ
や
か
な
が
ら
一
つ
の
)
補
論
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
一
言
う
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
私
と
し
て
は
、
さ
ら
に
そ
れ
が
法
史

(
8
)
 

学
の
生
命
線
と
も
い
う
べ
き
開
話
加
町
田
町
の
一
サ
ン
プ
ル
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
と
願
っ
て
い
る
。

一
(
先
行
す
る
諸
条
項
、
そ
の
こ

ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
は
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
か
ら
二
・
四
四
・
三
に
い
た
る
一
連
の
条
項
に
お
い
て
ラ
ン
ト
法
廷
に
お
け
る

「同じゲウaェーレをもってJ、占有か保障か

「
不
動
産
訴
訟
」
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
問
題
の
一
了
四
二
一
・
一
も
そ
の
中
に
位
置
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
著
者
ア
イ
ケ
自
身
の
思
考
過

程
を
正
確
に
辿
る
た
め
に
、
以
下
(
の
本
文
)
に
お
い
て
は
ま
ず
そ
の
口
火
を
切
る
二
・
四
二
・
一
ま
で
遡
り
、
(
一
般
に
ア
イ
ケ
自
身
の
手
に

(
9
)
 

成
る
と
さ
れ
る
)
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
限
っ
て
、
そ
れ
ら
の
条
項
を
逐
一
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

(ω) 

本
節
で
は
ま
ず
一
フ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
に
つ
い
て

1
1
0

誰
か

(
A
)
他
の
者

(
B
)
を
相
手
ど
り
、
彼

(B)
が
自
分

(
A
)
か
ら
所
領
を
奪
う
(
な
い
し
、
奪
っ
た
)
、
と
し

て
訴
え
る
者

(
A
)
が
あ
り
、
彼
等

(
A
と
B
)
の
い
ず
れ
も
が
そ
の
所
領
を
自
分
の
レ

l
ン
で
あ
る
と
主
張
し
、
(
し
か
も
)
彼
等

(
A

ニ
・
四
ニ
・
一

と
B
)
双
方
が
(
そ
の
所
領
は
)
二
人
の
(
別
な
)
主
君

(
C
と
D
)
か
ら
自
分
に
(
授
封
さ
れ
た
)
と
申
し
立
て
る
場
合
、
彼
等

(
A
と
B
)

の
い
ず
れ
も
が
そ
の
保
障
人
(
田
区

g
者

2
8
)
(
こ
の
場
合
、
そ
の
主
君
H
封
主
で
あ
る

C
ま
た
は

D
)
を
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
集
会

北法52(5・53)1457 



説

(
日
)

(
g
s
g
m
o
)
に
連
れ
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
(
た
と
え
ば
そ
の
保
障
人
・

C
が
や
っ
て
来
て
)
保
障
さ
れ
る
(
明
白
宅
2
2
君
主
)
(
な
い

し
、
保
障
さ
れ
た
)
者
(
た
と
え
ば
A
)
が
勝
ち

(
H
勝
訴
し
て
所
領
を
取
得
し
て
そ
の
保
障
入
信
2
a
B
)
(た
と
え
ば
D
)
が
(
裁
判
集

論

会
に
)
来
な
い
(
な
い
し
、
来
な
か
っ
た
)
者
(
た
と
え
ば
B
)
は
敗
け
る

(
H
敗
訴
し
て
所
領
を
失
う
)
、
真
に
や
む
を
え
な
い
事
由

(
R
Z

(

は

)

(

日

)

ロ
♀
)
が
彼
(
た
と
え
ば
D
)
(
の
出
廷
)
を
妨
げ
、
そ
れ

(
H
そ
の
事
由
)
を
彼
(
た
と
え
ば
D
)
が
証
明
す
る
の
で
な
い
限
り
。

こ
の
ケ
l
ス
で
は
、

A
が
B
を

l
|
'
B
は
A
の
所
領
を
「
奪
う
」
(
な
い
し
、
「
奪
っ
た
こ
と
し
て
|

|

l

訴
え
て
い
る
。

つ幸
A
F
し

nノ
、

A
が
原

告
で

B
は
被
告
で
あ
る
。

A
は
、
こ
の
所
領
は
自
分
の
主
君
・

C
か
ら
授
封
さ
れ
た
(
自
分
の
)
レ

l
ン
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
が
、
こ
れ

に
対
し
て

B
は
、
そ
れ
が
自
分
の
主
君
・

D
か
ら
授
封
さ
れ
た
(
自
分
の
)
レ

l
ン
で
あ
る
、
と
し
て
譲
ら
な
い
。
こ
の
場
合
(
ラ
ン
ト
法
上

A
と
B
の
双
方
に
対
し
て
、
彼
等
が
「
保
障
人
」
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
た
彼
等
の
主
君
・

C
と
D
を
、
そ
れ
ぞ
れ
(
お

の
)
裁
判
所
は
、

そ
ら
く
次
の
裁
判
集
会
に
)
連
れ
て
来
る
よ
う
に
命
ず
る
。
そ
の
保
障
人
(
た
と
え
ば
C
)
が
出
廷
し
て
(
確
か
に
そ
れ
は
自
分
が
封
与
し
た
も
の

で
あ
る
と
い
う
趣
旨
の
)
保
障
を
与
え
ら
れ
た
者
(
た
と
え
ば
A
)
が
勝
訴
し
、
そ
の
保
障
人
(
た
と
え
ば
D
)
が
出
廷
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
の

保
障
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
者
(
た
と
え
ば
B
)
は
敗
訴
す
る
。
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
誰
で
も
が
納
得
の
い
く
き
わ
め
て
明
快
な
規
定
で
あ
る
、

と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
念
の
た
め
に
次
の
三
つ
の
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

ト

M
)

、

f

①

A
の
主
張
に
従
え
ば
、

B
は
A
の
所
領
を
「
奪
う
」
(
な
い
し
、
「
奪
っ
た
」
)
の
で
あ
る
カ
ら

A
カ
問
題
の
所
領
を
(
現
実
に
)
「
占
有
」

(
日
)

し
て
い
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、

B
が
そ
れ
を
(
現
実
に
)
「
占
有
」
し
て
い
る
と
考
え
て
も
、
ま
ず
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

た
と
え

B
が
所
領
を
「
占
有
」
し
て
い
て
も
、
そ
の
主
君

(
D
)
が
出
廷
し
て
保
障
を
与
え
な
け
れ
ば
、
「
占
有
」
は

B
に
と
っ
て
な
ん
の
メ

リ
ッ
ト
を
も
も
た
ら
さ
ず
、

B
は
敗
訴
し
(
判
決
を
も
っ
て
)
所
領
の
(
「
占
有
権
」
を
否
認
さ
れ
て
)
「
占
有
」
を
失
う
。
こ
れ
に
対
し
て
A
は、

北法52(5・54)1458



(
当
然
自
分
が
「
占
有
」
す
る
「
権
利
」
が
あ
る
と
信
ず
る
所
領
を
B
に
妨
げ
ら
れ
て
「
占
有
」
で
き
な
い
か
ら
こ
そ
原
告
と
し
て

B
を
訴
え
た
の
で
あ

り
)
、
「
占
有
」
を
欠
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
障
人
で
あ
る
主
君
・

C
の
保
障
が
得
ら
れ
れ
ば
、
(
「
占
有
」
の
欠
如
は
な
ん
の
デ
メ
リ
ツ

ト
に
も
な
ら
ず
)
勝
訴
し
(
所
領
の
「
占
有
権
」
を
判
決
を
も
っ
て
確
認
さ
れ
)
て
所
領
を
「
占
有
」
す
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
ケ

i
ス

「同じゲヴエーレをもって」、占有か保障か

の
決
め
手
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
(
事
実
と
し
て
の
)
「
占
有
」
の
有
無
で
は
な
く
て
、
主
君

(
H
保
障
人
)
に
よ
る
保
障
の
有
無
、
換
言
す
れ
ば
、

「
占
有
権
」

H
そ
の
所
領
を
占
有
す
る
た
め
の
「
権
原
」

(
m
R
F
Z
5】唱

E
E出
血
吉
田
田
町
開
閉

5
2
M
)
の
有
無
な
の
で
あ
る
。

②
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
こ
の
条
項
で
は
、
(
ア
イ
ケ
自
身
の
手
に
成
る
テ
キ
ス
ト
に
限
れ
ば
)
「
占
有
」
を
意
味
し
う
る
(
女
性
名
詞
の
)

(
凶
)

t

夜
明
お
な
い
し
明
者
q
n
の
語
は
見
ら
れ
な
い
の
に
対
し
て
、
「
保
障
人
」
を
意
味
す
る
(
男
性
名
詞
の
)
若
2
n
・
伺
何
者
刊
お
の
語
、
お
よ
び
、
「
保
障

す
る
」
な
い
し
「
保
障
を
与
え
る
」
を
意
味
す
る
動
詞
の
唱
者
m
Bロ
の
語
が
姿
を
見
せ
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
因
み

に
、
(
女
性
名
詞
の
)
者
向
お
お
よ
び
加
何
者
2
0
の
語
は
、
(
こ
の
意
味
の
動
詞
・

5
円g
お
よ
び
加

2
R
g
の
名
詞
形
と
し
て
、
つ
ま
り
)
「
保
障
」
の
意

(
げ
)

味
で
も
用
い
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
後
続
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
了
一
の
邑
円

mo--rR
ぎ

q
n
と
い
う
表
現
を
読
み
解
く
に
当
た
っ
て
も
、

垣
内
円
四
の
語
を
頭
か
ら
「
占
有
」
と
決
め
こ
む
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
そ
れ
が
「
保
障
」
を
意
味
す
る
可
能
性
を
も
念
頭
に
置
く
必
要
が

あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

③
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
ケ
l
ス
で
は
、
原
告

(A)
と
被
告

(B)
は
双
方
と
も
、
問
題
の
所
領
が
主
君
(
C
ま
た
は
D
)
か
ら

自
分
に
授
封
さ
れ
た
レ

l
ン
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
い
ず
れ
に
せ
よ
そ
れ
が
ど
ち
ら
か
の
レ

l
ン
で
あ
る
こ
と
は
明

A
は
B
を
|
|
(
C
ま
た
は
D
の
)
レ

l
ン
法
廷
で
は
な
く
|
|
ラ
ン
ト
法
廷
で
訴
え
、
事
案
は

北法52(5・55)1459

ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ラ
ン
ト
法
廷
で
審
理
さ
れ
結
着
し
て
い
る
。
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。

レ
ー
ン
法
廷
は
、
主
君
(
た
と
え
ば
C
)
と
そ
の
家
臣
(
た
と
え
ば
A
と
そ

の
家
臣
仲
間
)
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
構
成
員
聞
に
生
ず
る
事
案
に
つ
い
て
管
轄
権
を
も
つ
だ
け
で
あ
っ
て
、
主
君
を
異
に
す

(
同
)

る
家
臣
(
た
と
え
ば
A
と
B
の
)
聞
の
係
争
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
裁
き
う
る
レ

l
ン
法
廷
が
(
一
般
に
は
)
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。



説

ニ
(
先
行
す
る
諸
条
項
、
そ
の

書記為

日冊

(
一
)
以
上
を
も
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
後
続
の
条
項
に
移
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
す
ぐ
後
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
二
は
ア
イ
ケ

(

川

口

)

以
後
の
補
足
に
か
か
る
条
項
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
後
の
二
・
四
二
・
三
は
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
属
し
て
は
い
る
が
て
(
前
出
二
・
四
二
・

一
の
ケ
l
ス
に
つ
い
て
)
諸
侯
が
そ
の
家
臣
に
保
障
を
与
え
る
場
合
の
(
書
状
を
も
た
せ
て
家
人
を
使
者
と
し
て
送
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
)
例

外
的
な
手
続
を
述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
、

l
i
後
者
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
も
(
「
保
障
す
る
」
・
「
保
障
を
与
え
る
」
と
い
う
意
味
の
動

詞
)
明
者

g
g
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
|
|
、
直
ち
に
そ
の
後
に

(
H
「
不
動
産
訴
訟
」
の
タ
イ
プ
と
し
て
は
、

前
述
二
・
四
二
・
一
の
次
に
)
位
置
す
る
こ
・
四
二
・
四
の
検
討
に
取
り
か
か
る
こ
と
に
す
る
。

ニ
・
四
ニ
・
四

し
か
し
な
が
ら
、
彼
等
、
そ
れ

(
H
所
領
)
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
る
者

(
A
と
B
)
が
、
双
方
と
も
そ
の
所
領

を
、
(
同
じ
)
一
人
の
者

(
H
主
君
)

(

C

)

か
ら
受
領
し
た
(
レ
l
ン
で
あ
る
)
と
し
て
、
自
分
た
ち
の

(
H
自
分
た
ち
に
帰
属
す
べ
き
)
も

(
初
)

の
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
彼
等

(
A
と
B
)
は
、
六
週
後
、
裁
き
を
求
め
て

(
S
E町
内
相
)
そ
の
者

(C)
の
前

(
H
レ
l
ン
法
廷
)
に
出
頭

(
幻
)

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
官
(
丘
町
Z
R
R
)
は
(
そ
こ
へ
)
、
誰
が
勝
ち

(
H
勝
訴
し
)
あ
る
い
は
敗
け
る

(
H
敗

訴
す
る
)
か
を
そ
こ
で
聞
く

(
H
見
届
け
る
)
(
た
め
の
)
使
者
を
も
(
彼
等
A
-
B
と
)
一
緒
に
送
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
(
そ
こ
で
)
敗

け
る
(
な
い
し
、
敗
訴
し
た
)
者
(
お
そ
ら
く
B
)
は
、
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
官
に
罰
金
を
支
払
い
、
ま
た
も
う
一
人
の
者
(
日
相
手
方
、

お
そ
ら
く
A
)
に
は
瞳
罪
金
を
支
払
う
(
こ
と
に
な
る
)
。
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冒
頭
の
「
し
か
し
な
が
ら
、
彼
等
、
そ
れ

(
H
所
領
)
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
る
者

(
A
と
B
)
が
:
:
:
」
と
い
う
一
文
か
ら
、
こ
の
条
項
が

前
出
レ

l
ン
法
二
・
四
二
・
一
を
承
け
て
、

A
が
B
を
|

|

B

が
自
分

(
A
)
の
所
領
を
「
奪
う
」
(
な
い
し
、
「
奪
っ
た
こ
と
し
て
3
|
|
訴
え

A
と
B
は
双
方
と
も
、
問
題
の
所
領
が
主
君
か
ら
授
封
さ

れ
た
(
自
分
の
)
レ

l
ン
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
た
だ
、
双
方
が
そ
れ
を
同
一
の
主
君

(C)
か
ら
授
封
さ
れ
た
と
主
張
し
、
同
一
の

主
君

(C)
を
保
障
人
と
し
て
引
き
合
い
出
し
て
い
る
点
が
、
前
出
ラ
ン
卜
法
二
・
四
二
・
一
の
場
合
と
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

る
ケ
l
ス
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
条
項
で
も
、

こ
う
し
た
ケ
l
ス
に
つ
い
て
、
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
官
は

A
と
B
の
双
方
に
、
六
週
後
に
共
通
の
主
君
・

C
の
レ

i
ン
法
廷
に
出
頭
し

「同じゲヴェーレをもってJ、占有か保障か

て
そ
の
裁
き
を
受
け
る
こ
と
を
命
じ
、
そ
こ
で
の
裁
き
の
成
行
き
を
見
届
け
る
た
め
に
そ
こ
へ
使
者
を
派
遣
す
る
。
そ
こ
で
勝
訴
し
た
者
が

ラ
ン
ト
法
廷
で
も
勝
訴
し
て
所
領
を
取
得
し
、
そ
こ
で
敗
訴
し
た
者
(
お
そ
ら
く
B
)
は
ラ
ン
ト
法
廷
で
も
敗
訴
し
て
所
領
を
失
う
こ
と
に
な

り
、
し
か
も
裁
判
官
に
は
罰
金
を
、
相
手
方
(
お
そ
ら
く
A
)
に
は
購
罪
金
を
支
払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
実
は
そ
の
こ
と
か
ら
、

B
が
所

ー

'

i

(

幻
)

領
を
「
占
有
」
(
な
い
し
、
不
法
に
占
取
)
し
て
い
た
こ
と
は
確
実
に
推
演
で
き
る
の
だ
か
、
そ
の
点
は
と
も
か
く
、
こ
の
事
案
は
実
質
的
に
は

C
の
レ
l
ン
法
廷
で
審
理
さ
れ
、
そ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
ラ
ン
ト
法
廷
で
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
な
ら
ば
、

C
の
レ

l
ン
法
廷
で
勝
訴
す
る
の
は
誰
か
。
そ
れ
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
主
君
・

C
か
ら
「
そ
の
所
領
を
(
適
法
に
)
授

封
し
た
」
と
い
う
趣
旨
の
「
保
障
」
を
与
え
ら
れ
た
者
で
あ
り
、

(
B
に
そ
の
所
領
を
「
奪
わ
れ
た
」
と
し
て
B
を
訴
え
た
)
原
告
・

A
は
、
そ
の

所
領
を
「
占
有
」
し
て
い
な
く
て
も
、

C
か
ら
「
保
障
」
を
与
え
ら
れ
れ
ば
も
ち
ろ
ん
勝
訴
す
る
。
こ
の
場
合
、

C
が
ラ
ン
ト
法
廷
(
に
召
喚

さ
れ
て
そ
こ
)
で
証
言
す
る
の
で
は
な
く
、
ラ
ン
ト
法
廷
は
使
者
を
通
じ
て

C
の
レ

l
ン
法
廷
に
お
け
る
審
理
の
結
果
を
見
届
け
る
点
は
、

前
出
レ

i
ン
法
二
・
四
二
・
一
の
ケ
l
ス
と
は
異
な
る
も
の
の
、
(
主
君
に
よ
る
)
「
保
障
」
の
有
無
、
つ
ま
り
(
所
領
の
)
「
占
有
権
」
な
い
し

(
所
領
を
占
有
す
る
た
め
の
)
「
権
原
」
の
有
無
が
所
領
の
帰
属
を
め
ぐ
る
A
と
B
の
係
争
を
裁
く
た
め
の
決
め
手
に
な
る
こ
と
は
変
り
が
な
い

(
お
)

の
で
あ
る
。
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説~Å 
d同

(
ニ
)
し
か
し
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
前
節
・
③
で
述
べ
た
こ
と
の
関
連
で
、
当
然
次
の
こ
と
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す

な
わ
ち
、
こ
の
ケ
l
ス
は
、
同
一
の
主
君
・

C
の
家
臣
仲
間
同
志

(
A
と
B
)
が
あ
る
所
領
を
自
分
の

(
H
自
分
に
C
か
ら
授
封
さ
れ
た
)
レ
ー

ン
で
あ
る
と
主
張
し
て
争
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
主
君
・

C
の
レ

l
ン
法
廷
の
管
轄
に
属
し
、
そ
こ
で
も
裁
く
こ
と
が
で
き
る
は
ず

な
の
に
、
な
ぜ
原
告

(
A
)
は
(
わ
ざ
わ
ざ
)
そ
れ
を
ラ
ン
ト
法
廷
に
持
ち
出
す
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
に
「
レ

l
ン
法
」
に

北i去52(5・58)1462

は
次
の
よ
う
な
条
項
も
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

レ
ー
ン
法
六
八
・
四
ま
た
、
あ
る
家
臣

(
B
)
が
彼
の
家
臣
仲
間

(
A
)
の
レ

l
ン
を
不
法
に

(
E
Eロ
B
n
v
S
)
(
H
法
の
定
め
に

反
し
て
)
占
取
す
る
(
目
n
r
z
E
n
2
5
)
な
ら
ば
、
:
:
:
(
中
略
)
:
:
:
彼

(B)
は
そ
の
か
ど
で
主
君

(
C
)
に
罰
金
を
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
聖
遺
物
に
か
け
て
そ
の
(
日
主
君
か
ら
関
わ
れ
て
い
る
)
責
(
な
い
し
、
罪
過
)
(
目

2
5
か
ら
自
分
を

免
れ
さ
せ

(
H
自
分
に
は
そ
の
責
な
い
し
罪
過
が
な
い
旨
を
宣
誓
し
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(
S
E
Z
o
r
m
W
2
2
c
g
g
m器
g
)
。

こ
の
ケ

l
ス
で
は
、

B
が
家
臣
仲
間

(
A
)
の
所
領
を
「
不
法
に

(
H
「
法
の
定
め
に
反
し
て
」
、

(M) 

こ
と
が
明
記
さ
れ
て
お
り
、

つ
ま
り
、
「
占
有
権
」
が
な
い
の
に
)
占
取
す
る

C
は
、
(
お
そ
ら
く
A
の
訴
え
に
も
と
づ
き
)
そ
の
か
ど
で

B
を
問
責
す
べ
く
そ
の
レ

l
ン
法
廷
に
召
喚
し
て
い
る
。

(
お
)

B
が
自
ら
そ
の
責

(
H
A
の
所
領
を
不
法
に
占
取
し
た
罪
過
)
を
認
め
れ
ば
、

(
A
に
は
当
然
蹟
罪
金
を
支
払
う
ほ
か
)
主
君

(C)
に
も
罰
金
を
支

払
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
こ
の
ケ
l
ス
は
、
前
出
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
で
扱
わ
れ
て
い
あ
の
と
(
少
な
く
と
も
、
基
本
的
に

は
)
同
じ
事
案
な
の
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
右
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
の
事
案
は
も
と
よ
り
、
(
後
者
が
前
提
す
る
)
前
出
二
・
四
二
・
一
の
事
案
に
お
い



A
と

B
の
双
方
が
所
領
の
「
占
有
」
を
欠
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
(
ラ
ン
ト
法
廷
に
お
い
て
所
領
の
「
占
有
権
」
を
否
認
さ
れ
て
敗
訴
す

る
被
告
)
B
は
(
ラ
ン
ト
法
廷
に
お
い
て
A
が
「
占
有
権
」
を
も
っ
と
判
決
さ
れ
る
)
所
領
を
(
不
法
に
「
占
取
」
、
つ
ま
り
事
実
上
は
)
「
占
有
」
し
て

(
お
)

い
る
、
と
い
う
こ
と
の
傍
証
に
も
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
右
の
(
A
は
レ
l
ン
法
廷
に
持
ち
出
し
そ
こ
で
裁
い
て
も
ら
え
る
事

て
も
、

案
を
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
で
は
な
ぜ
ラ
ン
ト
法
廷
に
持
ち
出
す
の
か
と
い
う
)
疑
問
は
、

い
っ
そ
う
シ
リ
ア
ス
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
レ

l
ン
法
六
八
・
四
は
、
し
か
し
、
同
時
に
こ
う
し
た
疑
問
を
解
決
す
る
手
が
か
り
を
も
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
条
項
の

末
尾
に
は
、
さ
ら
に
「
さ
も
な
け
れ
ば

(
H
B
が
C
に
よ
る
問
責
、
つ
ま
り
A
の
所
領
を
不
法
に
「
占
取
」
し
て
い
る
こ
と
を
、
否
認
し
よ
う
と
す
る

の
で
あ
れ
ば
)
、
聖
遺
物
に
か
け
て
そ
の
責
(
な
い
し
、
罪
過
)
か
ら
自
分
を
免
れ
さ
せ

(
H
雪
菟
し
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
一
文
が

付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
裏
か
ら
言
え
ば
、

「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

B
は
|
|
A
の
訴
え
に
も
と
づ
き
主
君
・

C
が
レ

l
ン
法
廷
で
彼
を
問
責
し
よ
う

と
し
て
も
|
|
「
聖
遺
物
に
か
け
て
」
の
(
単
独
の
)
雪
菟
(
な
い
し
、
否
認
)
宣
誓
を
も
っ
て
そ
の
問
責
か
ら
逃
れ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
と
は

(
幻
)

限
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
「
レ

i
ン
法
」
に
は
、

B
n
y
g
E品開
(
H
法
廷
に
お
け
る
正
規
の
訴
え
)
に
関
説
し
た
条
項
が
幾
つ
か
あ
り
、
そ

れ
ら
の
条
項
で
は
、
誰
か
(
他
の
者
)
に
所
領
を
奪
わ
れ
た
家
臣
が
、
そ
の
所
領
に
つ
い
て
の
権
利
を
失
わ
な
い
た
め
に
は
、
「
法
定
の
期
限

一
年
と
一
日
以
内
に
)
こ
の
お
与
お
丘
晶
刊
を
も
っ
て
所
領
を
追
求
し
、
そ
の
こ
と
を
(
主
君
の
レ
l
ン
法
廷
に
お
い
て
)
証
人

(
お
)

に
よ
っ
て
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
所
領
を
奪
わ
れ
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
や
二
・
四
二
・
四

内
に
」
(
つ
ま
り
、

の
A
も
、
所
領
に
つ
い
て
の
自
分
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
、

一
年
と
一
日
以
内
に
こ
の
お
わ
Z
8
r
g
m
n
を
起
こ
し
て
所
領
を
追
求
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
所
領
を
奪
わ
れ
た
家
臣
は
、
ど
こ
で
l
l
あ
る
い
は
、
ど
の
法
廷
で
|
l
こ
の

R
n
y円
n
r
z
m
m
を
起
こ
す
(
こ
と
が
で
き
る
)

~ti去52(5'59)1463



説

一
の

A
が
そ
れ
を
ラ
ン
ト
法
廷
に
持
ち
こ
む
ほ
か
な
い
こ
と
は
、
改
め
て
繰
り
返

の
で
あ
ろ
う
か
。
前
節
で
扱
っ
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・

す
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
し
か
も
ぬ
ラ
ン
ト
法
廷
に
お
け
る
「
不
動
産
訴
訟
」
は
、
こ
う
し
た
場
合
、
原
告
に
と
っ
て
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
一

三?とλ

匝岡

つ
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
で
は
|
|
主
君
の
レ

l
ン
法
廷
で
問
責
さ
れ
た
場
合
と
は
異
な
り
|
l
不
法
に
相
手
方
の
所
領
を

「
奪
っ
た
」
被
告
に
は
、
単
独
の
「
雪
寛
(
な
い
し
、
否
認
)
宣
誓
」
に
よ
っ
て
問
わ
れ
て
い
る
責
(
な
い
し
、
罪
過
)
を
免
れ
る
と
い
う
き
わ
め

(
お
)

て
有
利
な
証
明
手
段
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
著
者
ア
イ
ケ
が
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
の

A
に
も
、
(
レ
l
ン
法
廷
に
お
け
る
主
君
に
よ
る
問
責
で
事
が
解
決
し

な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、
む
し
ろ
端
か
ら
)
ラ
ン
ト
法
廷
で
お
n
y
g
E
E
m
?を
起
こ
す
権
利
を
認
め
な
け
れ
ば
公
正
で
な
い
、
と
考
え
た
と
し
て

(
初
)

も
、
何
の
不
思
議
も
な
い
の
で
は
な
い
か
。

三
(
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
こ

問
題
の
呂
田
明

n
E
R
5
5
と
い
う
表
現
が
出
て
く
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・

lま

ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
の
現
行
刊
本
で
も
)
こ
の

一
一
・
四
二
・
四
に
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
直
後
に
位
置
し
て
い
る
。
念
の
た
め
に
、
こ
ん
ど
は
っ
て
四
二
・
一
や
二
・
四
二
・
四
に
つ
い
て
用
い

た
の
と
同
じ
)
符
号
を
付
し
て
再
掲
す
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

誰
か
あ
る
所
領
が
彼
(
H
自
分
)
の
(
H
自
分
に
授
封
さ
れ
た
)
レ

l
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
者

(B)
が
あ
り
、

そ
し
て
も
う
一
人
の
者

(A)
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
は
彼

(
H
自
分
)
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
し
、
彼
等
(
双
方
)
が
そ
れ

(
H

ニ
・
四
三
・
一

北法52(5・60)1464



そ
の
所
領
)
を
同
じ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
も
っ
て

(E門
官
房
句
君
。
お
)
(
自
分
の
も
の
で
あ
る
と
)
主
張
す
る
(
富
田
宮
田
宮
口
)
な
ら
ば
、
後
者

(
A
)
が
参
審
員
(
明
日
宮
口
)
二
人
の
証
人
と
と
も
に
(
自
分
と
も
三
人
の
証
人
を
も
っ
て
て
も
う
一
人
の
者

(
B
)
が
(
そ
れ
を
)
レ

i
ン

と
し
て
(
立
証
・
取
得
す
る
)
よ
り
も
(
よ
り
)
優
る
権
利
を
も
っ
て

(σ
包

Hσ
四
日
目
白
司
)
、
(
そ
れ
を
)
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
立
証
・
取
得
す
る

(
σ
o
F
色
色
白
ロ
)
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
条
項
も
、
先
行
す
る
こ
・
四
二
・
一
や
二
・
四
二
・
四
を
承
け
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
多
く
の
こ
と
が
省
略
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
と
え
ば

A
と
B
の
ど
ち
ら
が
原
告
で
あ
り
被
告
で
あ
る
か
さ
え
、

た
め
、

一
読
し
た
だ
け
で
は
判
ら
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
(
そ
れ
に
も
か

「同じゲ、ヴェーレをもって」、占有か保障か

か
わ
ら
ず
、
先
に
書
か
れ
て
い
る
者
を
B
、
後
か
ら
出
て
く
る
者
を
A
と
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
行
論
の
過
程
で
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
は
ず
で

あ
る
)
。
し
か
し
、
こ
の
条
項
か
ら
確
実
に
読
み
取
れ
る
の
は
、
問
題
の
所
領
を
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
A
が
、
そ
の
主
張

を
「
二
人
の
参
審
員
の
証
人
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
三
人
の
証
人
で
)
立
証
す
れ
ば
勝
訴
す
る
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に

し
て
、
こ
の
条
項
で
扱
わ
れ
て
い
る
の
は
具
体
的
に
い
か
な
る
ケ
l
ス
か
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

一
般
に
、
誰
か
に
(
こ
の
場
合
は
A
に
)
ア
イ
ゲ
ン

(
H
白
有
地
、
自
由
世
襲
地
)
が
適
法
に

(
H
法
的
に
十
全
の
効
果
を
も
っ
て
)
帰
属

(
幻
)

す
る
道
は
二
つ
あ
る
。

(
l
)
 

一
つ
は
、
一
言
う
ま
で
も
な
く
、
ア
イ
ゲ
ン
が
(
当
時
の
「
相
続
法
」
の
定
め
る
相
続
順
位
に
従
っ
て
)
被
相
続
人
(
最
も
多

(
幻
)

く
は
、
そ
の
父
)
か
ら
「
相
続
」
さ
れ
た
場
合
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
第
三
者
か
ら
ア
イ
ゲ
ン
の
(
い
わ
ゆ
る
)
「
法
廷
譲
渡
」
(
個
目
立
与
色
岳
町

〉
ロ
白
血
町
田
ロ
ロ
明
)
を
受
け
た
場
合
で
あ
る
。
「
法
廷
譲
渡
」
と
は
、
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一
の
規
定
に
も
と
づ
き
、
「
相
続
人
の
承
諾
」
を
得
て
、

o
n
z
n
E
r
(
H
グ
ラ
l
フ
が
主
宰
し
、
年
に
三
回
聞
か
れ
る
、
そ
し
て
、
そ
こ
に
参
審
自
白
人
が
参
画
す
る
)
「
正
規
の
(
な
い
し
、
定
例
の
)
裁
判
集

(
お
)

会
」
に
お
い
て
行
わ
れ
る
「
譲
渡
」
の
(
厳
密
に
は
、
そ
の
約
定
を
結
ぶ
)
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
条
項
の
A
は
、
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
所
領
を
、
被
相
続
人
(
最
も
多
く
は
父
)
か
ら
「
相
続
」
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、

北法52(5・61)1465 



説

そ
れ
と
も
第
三
者
か
ら
「
法
廷
(
で
正
式
に
)
譲
渡
」
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

l
l
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
註
解
」
(
白
。
説
明
)
が
正

(
包
)

し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
ー
ー
も
ち
ろ
ん
後
者
で
あ
る
。

A
は
(
グ
ラ
l
フ
の
主
宰
す
る
)
「
正
規
の
裁
判
集
会
」
で
「
法
廷
譲
渡
」
を
受
け

ヨι
日間

た
か
ら
こ
そ
、
問
題
の
所
領
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
こ
と
を
、
(
そ
こ
で
判
決
を
発
見
す
る
な
ど
の
機
能
を
果
た
す
)
「
参
審
員
(
回
日
宮
ロ
)

(
お
)

二
人
の
証
人
と
と
も
に
」
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

A
が
こ
の
ア
イ
ゲ
ン
を
(
た
と
え
ば
亡
父
か
ら
)
「
相
続
」
し
た
場
合
、

B
が
そ
れ
を
自
分
の
レ
l
ン
で
あ
る
と
主
張
し
て
そ
の

(
お
)

帰
属
を
め
ぐ
り
A
と
ラ
ン
ト
法
廷
で
争
う
こ
と
は
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
こ
と
だ
が
、
仮
に
A
が
こ
の
ア
イ
ゲ
ン
が
(
た
と
え
ば
亡
父
か
ら
)
自

因
み
に
、

分
に
「
相
続
」
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ア
イ
ゲ
ン
の
相
続
は
い
わ
ば
「
自
動
的
に
」
、

(
幻
)

ま
り
裁
判
所
(
や
レ
l
ン
の
「
相
続
」
の
場
合
の
よ
う
に
、
主
君
)
の
関
与
な
し
に
行
わ
れ
る
か
ら
、
証
人
と
し
て
「
参
審
員
」
を
煩
わ
す
必
要
は

(
お
)

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
問
題
の
所
領
が
A
に
「
法
廷
(
で
)
譲
渡
」
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
当
然
、
そ
れ
を
A
に
譲
渡
し
た
者
が

あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
誰
か
。
一
一
首
う
ま
で
も
な
く
こ
の
ア
イ
ゲ
ン
の
前
主
で
あ
る
。
こ
の
条
項
に
は
(
直
接
)
姿
を
見
せ
な
い
が
、

以
下
こ
の
(
ア
イ
ゲ
ン
の
)
前
主
を
C
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

A
は
、
問
題
の
所
領
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
い
う
主
張
を
裏
づ
け
る

(
法
的
)
根
拠
と
し
て
、
真
先
に
、
自
分
が
そ
れ
を
こ
の

C
か
ら
「
法
廷
(
で
)
譲
渡
」
さ
れ
た
こ
と
を
挙
げ
た
|
|
つ
ま
り
、
(
少
な
く
と
も
客

観
的
に
は
)
前
主
で
あ
る

C
を
「
保
障
人
」
(
者
向
お
な
い
し

mm宅
白
円
。
)
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
な
っ
た
|
|
は
ず
で
あ
る
。

(
2
)
こ
れ
に
対
し
て
相
手
方
・

B
は
、
問
題
の
所
領
が
自
分
の

(
H
自
分
に
授
封
さ
れ
た
)
レ

l
ン
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か

し
、
結
果
と
し
て

B
は
敗
訴
す
る
。

B
に
は
ま
っ
た
く
「
言
い
分
」
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
う
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
わ
れ
わ
れ
(
H
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
を
読
む
者
)
は
そ
う
考
え
る
べ
き
で
な
い
。
「
も
う
一

、AW
U
J

人
の
者

(B)
が
そ
れ
を
レ
i
ン
と
し
て
(
立
証
・
取
得
す
る
)
よ
り
も
(
よ
ト
)
優
る
権
利
を
も
つ
も
(
宮
?
宮
由
民
ご
と
い
う
文
言
は
、

B
に

北法52(5・62)1466

つ



も
な
に
が
し
か
の
「
言
い
分
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
論
証
の
進
め
方
と
し
て
も
、

(
B
に
ま
っ
た
く
「
言
い
分
」

の
な
い
場
合
を
想
定
す
る
よ
り
も
)
、

B
に
し
か
る
べ
き
「
言
い
分
」
の
あ
る
場
合
を
想
定
し
、
そ
の
場
合
で
も
B
は
敗
訴
す
る
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
方
が
よ
り
椴
密
で
よ
り
説
得
的
な
も
の
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、

B
が
問
題
の
所
領
を
事
実
レ

l
ン
と
し

て
適
法
に
授
封
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

B
に
授
封
さ
れ
た
所
領
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
が

A
に
「
法
廷
譲
渡
」
さ
れ
る
ま
で
は
、

C
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

C

(
必
)

に
適
法
に
封
与
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
誰
か
。
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
は
ア
イ
ゲ
ン
の
前
主
で
あ
る
C
以
外
の
者
で
は
あ
り
え
ず
、
し

(
必
)

か
も

B
に
対
す
る
所
領
の
授
封
は
、

A
に
対
し
て
そ
れ
が
法
廷
(
で
)
譲
渡
さ
れ
る
以
前
に
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

A
に
対
し
て
、
こ
の
所
領
は

C
か
ら
自
分
に
、
そ
れ
も
A
に
譲
渡
さ
れ
る
よ
り
も
前
に
、
(
適
法
に
)
封
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と

B
は、

主
張
し
て
争
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「同じゲ、ヴェーレをもってj、占有か保障か

こ
う
し
て
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
ケ
i
ス
で
は
、
問
題
の
所
領
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
う
A
と
B
の
双
方
が
、
同
じ
(
人
物
)

C
を
「
保
障
人
」
と
し
て
引
き
合
い
に
出
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項
の
邑
円
明
白
穿
2

5

8
の
語
も
、
自
ず
か
ら
、
(
「
同
じ

占
有
を
も
っ
て
」
あ
る
い
は
「
同
じ
く
占
有
を
も
た
ず
に
」
で
は
な
く
て
「
同
じ
(
人
物
に
よ
る
)
保
障
を
も
っ
て
」
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
わ
か
り

や
す
く
言
う
と
、
「
保
障
人
と
し
て
同
じ
人
物
を
引
き
合
い
に
出
し
て
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
、
と
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
の
点

は
、
直
前
に
位
置
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
じ
な
の
で
あ
る
。
B
は
問
題
の
所
領
を
「
占
有
」
し
て
い
な
い
の
で
は
な

一
般
に
は
、
主
君
(
こ
の
場
合
の

C
)
が
家
臣

(
B
)
に
所
領
を
授
封
す
れ
ば
、
家
臣

(
B
)
は
直
ち
に
そ
れ
を
占
有
す
る

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
主
君

(C)
は
家
臣

(B)
に
、
あ
る
所
領
に
つ
い
て
(
現
に
そ
の
所
領
を
占
有
し
て
い
る
別
な
家
臣

(X)
が
息
H
封
相
続

北法52(5・63)1467

し
か
し
|
|
と
通
説
の
立
場
か
ら
反
問
す
る
人
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
|
|
、

い
か
。
も
ち
ろ
ん
、

人
な
し
に
死
亡
す
れ
ば
、
そ
の
時
に
所
領
を
占
有
さ
せ
る
と
い
う
)
「
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
」
(
常
任
呂
町
)
(
い
わ
ば
停
止
条
件
っ
き
の
予
約
)
だ
け
を
封
与
す



説

(
必
)

る
こ
と
も
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
し

B
が
C
か
ら
こ
の
ゲ
デ
ィ
ン
ゲ
(
だ
け
)
を
授
封
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

B
は
確
か
に
問
題
の

吾ぷ込

白岡

所
領
を
(
ま
だ
)
占
有
し
て
い
な
い
。
し
か
し
こ
う
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
こ
と
を
指
摘
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

(μ) 

一
つ
は
、
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
に
は
主
君
交
替
の
際
の
「
授
封
更
新
請
求
権
」
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
仮
に

B
が
問
題
の
所

領
に
つ
い
て
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
を
封
与
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

C
が
所
領
を
A
に
法
廷
(
で
)
譲
渡
す
れ
ば
、

B
の
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
の
権
利
は
消

B
は
問
題
の
所
領
に
つ
い
て
い
か
な
る
権
利
を
も
も
た
な
い
こ
と
に
な
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
場
合
、
問
題
の
所
領
は

滅
し
て
し
ま
い
、

現
に
別
な
家
臣

(X)
に
よ
っ
て
占
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

A
が
法
廷
譲
渡
に
よ
っ
て
得
た
所
領
に
つ
い
て
の
権
利

を
実
現
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、

(
B
で
は
な
く
)
Xを
相
手
ど
っ
て
訴
え
を
起
こ
す
こ
と
に
な
り
、
事
案
は
結
局

B
が
所
領
を
占
有
し
て

(
必
)

い
る
場
合
と
一
に
帰
す
る
。

し
た
が
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
、

C
か
ら
A
に
対
す
る
法
廷
譲
渡
以
前
に
問
題
の
所
領
を
封
与
さ
れ
た

B
は
す
で
に
そ
れ
を
占
有
し
て
い
た
、

と
い
う
想
定
を
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

(3)
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
に
対
し
て
は
、
当
然
次
の
よ
う
な
反
聞
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
あ
る
主
君
(
こ
の
場
合
の

C
)
は、

彼
の
家
臣

(
B
)
に

(
B
が
望
む
限
り
生
涯
与
え
る
と
い
う
条
件
で
)
封
与
し
現
に
そ
の
家
臣

(
B
)
が
占
有
し
て
い
る
所
領
を
、
第
三
者

(
A
)
に

譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
と
。

(
国
王
か
ら
出
発
し
、

l
!
複
数
の
|
|
上
級
主
君
を
経
て
、
主
君
に
授
封
さ
れ
た
)
「
ラ
イ
ヒ
の
所
領
」
(
庁
間
江
付
加
ご
百
円
)
に
つ
い
て
は
、
も
ち

(
必
)

ろ
ん
そ
れ
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
条
項
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
「
ラ
イ
ヒ
の
所
領
」
で
は
な
く
て

C
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
っ
た
所

領
で
あ
る
。
こ
の
「
主
君
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
所
領
」

H

い
わ
ゆ
る
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ

l
ン
」
(
巴

mg-岳
g)
に
つ
い
て
は
、
二
・
三
の
点
で

特
別
な
ル

l
ル
が
適
用
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

北法52(5・64)1468 
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誰
か
(
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
場
合
の

B
)
(
主
君
の
)
ア
イ
ゲ
ン
を
受
領
す
る
(
な
い
し
、
し
た
)
者
が

(
川
町
)

あ
れ
ば
、
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て
は
(
レ
l
ン
の
)
承
継
(
〈
包
唱
)
(
こ
の
場
合
は
、
主
君
交
替
の
際
の
授
封
更
新
請
求
権
)
が
な

ぃ
。
し
か
し
な
が
ら
、
(
そ
の
レ
l
ン
の
)
授
封
は
、
ラ
イ
ヒ
の
所
領
で
あ
る
他
の
レ

l
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
第
七
の
手
ま
で
及
ぶ
。

こ
れ
ら
の
者

(
H
中
間
の
主
君
)
の
う
ち
い
か
な
る
者
も
、
他
の
者

(
H
自
分
の
家
臣
)
に
対
し
(
レ
l
ン
の
)
承
継

(
H
授
封
更
新
請
求
)

を
却
け
る
こ
と
を
え
ず
、
ま
た
、
そ
の
所
領
に
つ
い
て
レ

l
ン
法
(
上
の
義
務
)
2
2
5
n
y円
)
(
H
又
授
封
)
を
拒
む
こ
と
を
え
な
い
、

ア
イ
ゲ
ン

そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
最
上
級
の
主
君

(C)
は
別
に
し
て
。
そ
の
所
領
を
家
臣

(
B
)
に
封
与
す
る
(
な

い
し
、
し
た
)
当
の
主
君

(
H
ア
イ
ゲ
ン
の
持
主
、

C
)
は
ま
た
、
彼
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
必
要
と
す
る
場
合
、
そ
れ

(
H
そ
の
所

領
)
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
、
彼

(C)
が
そ
の
家
臣

(B)
に
そ
れ
(
リ
そ
の
所
領
)
を
ラ
イ
ヒ
の
所
領
に
つ
い
て
(
な
い
し
、
ラ

イ
ヒ
の
所
領
の
中
か
ら
)
等
価
の
交
換
に
よ
っ
て
補
償
す
る
限
り
。

11可じゲヴェーレをもってj、占有か保障か

つ
ま
り
、
こ
の
条
項
に
見
ら
れ
る
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ

l
ン
」
に
関
す
る
特
別
規
定
に
よ
れ
ば
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
二
・
一
の

C
は、

B 

封
与
し
B
が
占
有
し
て
い
た
問
題
の
所
領
を
A
に
譲
渡
す
る
必
要
が
生
じ
た
時
に
は
、

B
に
対
し
て

(
C
の
も
つ
)
そ
れ
と
等
価
の
「
ラ
イ
ヒ

の
所
領
」
を
封
与
す
る
と
い
う
形
で
補
償
す
れ
ば
、
適
法
に
そ
れ
を
取
り
戻
し
て
A
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
た
と
え
ば

C
が
B
に
対
し
て
所
領
の

A
へ
の
譲
渡
を
ま
だ
知
ら
せ
て
い
な
か
っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
(
手
持
ち
の
「
ラ
イ
ヒ
の
所

領
」
が
な
い
た
め
)
ま
だ
補
償
を
与
え
て
い
な
か
っ
た
場
合
は
、

北法52(5・65)1469

こ
で
A
は、

C
は
む
し
ろ
当
然
の
こ
と
と
し
て
所
領
を
占
有
し
つ
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
そ

B
を
相
手
ど
り
、
法
廷
譲
渡
に
よ
っ
て
取
得
し
た
権
利
を
実
現
す
べ
く
所
領
の
引
き
渡
し
を
求
め
て
(
今
や
事
は
ア
イ
ゲ
ン
の
帰

属
に
か
か
わ
る
か
ら
)
ラ
ン
ト
法
廷
で
訴
え
を
起
こ
す
。
|
|
こ
れ
が
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
子
一
で
想
定
さ
れ
て
い
る
事
案
な
の
で
あ
る
。

(4)
し
か
し
、
こ
う
し
た
私
見
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
反
聞
が
出
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
|
|
特
に

C
が
B



説

に
対
し
て
ま
だ
補
償
を
与
え
て
い
な
い
と
す
れ
ば
|
|
、
そ
れ
で
も
問
題
の
所
領
の

A
へ
の
法
廷
譲
渡
は
適
法
に
行
わ
れ
た
と
言
え
る
の

か
、
と
。
こ
の
反
聞
に
対
す
る
解
答
は
、
結
論
か
ら
先
に
言
え
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
補
償
な
し
の
所
領
の
取
り
戻
し
に
関
す

る
限
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
違
法
で
あ
る
、
し
か
し
、

A
に
対
す
る
法
廷
譲
渡
は
そ
れ
も
か
か
わ
ら
ず
「
適
法
」
(
な
い
し
、
法
的
に
有
効
)
で

"3-b. 
U岡

あ
る
、
と
。
こ
の
条
項
に
お
け
る
証
明
手
続
が
再
び
わ
れ
わ
れ
に
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
く
れ
る
。

ア
イ
ゲ
ン

こ
の
ケ
l
ス
で
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ま
ず
原
告

-
A
が
、
問
題
の
所
領
は
C
か
ら
法
廷
で
正
式
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
し

て、

B
に
対
し
そ
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
被
告
・

B
は
、
自
分
は
そ
の
所
領
を
|
|
法
廷
譲
渡
以
前
か
ら
|
|
C
か
ら

授
封
さ
れ
て
適
法
に
占
有
し
て
い
る
、
と
し
て
、

-
A
の
請
求
を
拒
む
。
そ
こ
で
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
所
は
、
ま
ず
(
お
そ
ら
く
そ
の
場
に
居

合
わ
せ
た
と
思
わ
れ
る
)
参
審
員
二
人
を
証
人
に
立
て
、
彼
等
の
証
言
に
よ
っ
て

A
の
主
張
が
証
明
さ
れ
る
。
す
る
と
裁
判
所
は
|
|
前
述

し
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
場
合
の
よ
う
に
、
C
に
証
人
と
し
て
出
廷
す
る
よ
う
に
求
め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

ラ
ン
ト
法
二
・
四
二

-
四
の
場
合
の
よ
う
に
、
事
情
を
確
か
め
る
た
め
に
C
の
許
へ
使
者
を
出
す
こ
と
も
な
い
ま
ま
1

1

た
だ
ち
に

A
・
勝
訴
の
判
決
を
下
す
。

な
ぜ
(
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
)
で
あ
ろ
う
か
。

ア
イ
ゲ
ン

(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
所
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
事
態
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
参
審
員
二
人
の
証
言
に
よ
っ
て
、

A
に
対
す
る
こ
の
所
領

の
法
廷
譲
渡
が
、
事
実
、
し
か
も
適
法
に
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
立
証
さ
れ
た
。
適
法
に
?
前
述
し
た
よ
う
に
、
ア
イ
ゲ
ン
を
適
法

に
法
廷
譲
渡
す
る
に
は
、
①
相
続
人
の
承
諾
を
得
て
、
②

R
z
eロ
加
(
グ
ラ
l
フ
の
正
規
(
な
い
し
、
定
例
)
裁
判
集
会
)
で
、
と
い
う
二
つ
の

(
必
)

要
件
を
充
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
譲
渡
人
が
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
を

-aFSな
(
H
自
由
な
、
つ
ま
り
自
分
の
家
臣
に
授
封
し
て
い
な
い
)
状

(
閉
山
)

態
で
も
っ
て
い
る
こ
と
は
要
件
と
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
仮
に
C
が
出
廷
し
て

B
の
た
め
に
保
障
を
与
え
(
つ
ま
り
、

そ
の
所
領
を
事
実
授
封
し
た
こ
と
を
認
め
て
さ
ら
に

B
に
は
(
ま
だ
)
法
廷
譲
渡
を
補
償
し
て
い
な
い
こ
と
を
証
言
し
て
も
、
も
は
や
そ
れ
は

(
日
)

訴
訟
の
成
り
行
き
や
結
末
を
左
右
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
|
|
こ
の
意
味
で
は
、
参
審
員
二
人
の
証
人
と
と
も
に
(
自
分
と
も
三
人
で
)
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(
位
)

行
う
立
証
は
、
主
君
や
前
主
に
よ
る
保
障
に
代
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
凌
ぐ
こ
と
さ
え
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

C
の
B
に
対
す
る
責
任
は
ど
う
な
る
の
か
。
わ
れ
わ
れ
が
こ

(
日
)

こ
で
想
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
主
君
と
そ
の
家
臣
の
聞
の
係
争
は
主
君
の
レ

i
ン
法
廷
の
管
轄
に
属
す
る
と
い
う
原
則
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

B
は
|
|
そ
れ
を
望
む
の
で
あ
れ
ば
ー
ー
も
ち
ろ
ん

C
の
レ

i
ン
法
廷
で

C
に
対
し
て
補
償
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(
日
)

の
で
あ
り
、
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
所
は
、
管
轄
権
も
な
い
の
に
、
ま
た
、
自
ら
の
管
轄
に
属
す
る
事
案
を
決
定
す
る
た
め
に
そ
の
必
要
も

な
い
の
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
介
入
し
よ
う
と
は
し
な
い
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
特
に

C
が

B
に
対
し
て
(
ま
だ
)
補
償
を
与
え
て
い
な
い
場
合
、

(
5
)
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
こ
の
条
項
の
呂
ζ
目

t
r
R
g
R
m
の
語
は
、
通
説
の
説
く
よ
う
に
「
同
じ
占
有
を
も
っ
て
」

H

「
双
方
と
も

「同じゲヴェーレをもってj、占有か保障か

占
有
な
し
に
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
「
同
じ
(
人
物
に
よ
る
)
保
障
を
も
っ
て
」
な
い
し
「
保
障
人
と
し
て
同
じ
人
物
を
引
き
合
い
に
出
し

て
」
と
い
う
音
山
味
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
そ
う
し
た
解
釈
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
こ
の
条
項
で
扱
わ
れ
て
い
る
事
案
に
お
い
て

も
、
所
領
を
占
有
し
て
い
る

B
が
敗
訴
し
、
所
領
の
占
有
を
欠
く
に
も
か
か
わ
ら
ず
占
有
権
な
い
し
所
領
を
占
有
す
る
た
め
の
権
原
を
も
っ

A
が
勝
訴
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
異
論
の
余
地
な
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
言
う
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。

四
(
後
続
の
諸
条
項
)

本
稿
の
は
し
め
に
自
ら
に
課
し
た
課
題
そ
の
も
の
に
は
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
す
で
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
た
、
と
考
え
ら
れ
る
が
、
以

下
に
お
い
て
は
、
念
の
た
め
に
、
後
続
の
三
条
項
を
手
短
か
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
・
ラ
ン
ト
法

に
お
け
る
「
不
動
産
訴
訟
」
の
基
本
的
特
般
に
つ
い
て
の
所
見
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
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説

(
一
)
ま
ず
、
前
述
し
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
直
後
に
位
置
す
る
二
・
凹
コ
了
二
に
つ
い
て
。

~ß 
肩岡

(

日

)

(

日

)

ニ
・
四
三
・
ニ
相
続
(
さ
れ
た
)
ア
イ
ゲ
ン
(
目
見
品

g)
を
あ
る
者

(
A
)
は
、
も
う
一
人
の
者
(
B
)
が
買
得
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン

(
幻
)

も
し
く
は
贈
与
さ
れ
た
(
ア
イ
ゲ
ン

)
(
m
m
E
D
a
g
a
q胸
骨
加

2
2
)
を
(
す
一
証
・
取
得
す
る
)
よ
り
も
、
(
よ
り
)
優
る
権
利
を
も
っ
て

白

川

)

(

町

四

)

(σ
包

Hσ
四
回
目
白
円
)
立
証
・
取
得
す
る

(σ
喜
色
色
町
ロ
)
こ
と
が
で
き
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
条
項
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
事
案
を
、
特
に
上
述
し
た
諸
条
項
と
の
つ
な
が
り
を
重
視
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
と

(ω) 

想
定
す
る
。
こ
こ
で
原
告
と
し
て
登
場
す
る
の
は
相
続
人

(
A
)
で
あ
る
。
(
最
近
)
亡
く
な
っ
た
被
相
続
人
(

C

)

(

最
も
多
く
は
、

A
の
父
)
は
、

(
臼
)

生
前
、
第
三
者
(
B
)
に
彼
の
ア
イ
ゲ
ン
を
正
規
の
手
続
を
履
ま
ず
に
(
特
に
、
法
廷

H
R
Fニ
言
明
で
そ
れ
を
行
う
こ
と
な
く
)
売
却
ま
た
は
贈

与
し
た
。
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
B
が
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
を
占
有
し
て
い
る
。

C
の
死
後
、
そ
の
相
続
人
・

A
が
|
|
彼
が
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
に

つ
い
て
も
つ
相
続
権
を
根
拠
に
し
て
|
l
I
B
に
所
領
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
。
こ
う
し
た
事
案
に
つ
い
て
こ
の
条
項
は
|
|
特
段
の
理
由

(
臼
)

や
必
要
な
証
明
手
続
に
は
言
及
せ
ず
に

|
1
A
が
勝
訴
す
る
、
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
理
由
を
容
易
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

A
が
B
に
対
す
る
ア
イ
ゲ
ン
の
譲
渡
に
承
諾
を
与

え
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、

C
が
ま
だ
存
命
し
て
い
て
A
の
承
諾
な
し
に
そ
れ
を
B
に
譲
渡
し
た
場
合
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、
(
た
と
え
C

(
m
w
)
 

が
法
廷
で
譲
渡
し
て
い
て
も
)
A
は
判
決
を
も
っ
て
そ
の
所
領
を
占
有
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
ア
イ
ゲ
ン
の
売
却
や
贈

与
が
法
廷
外
で
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
A
が
そ
れ
に
承
諾
を
与
え
て
い
た
と
し
て
も
、

(
A
が
そ
れ
を
否
認
す
れ
ば
)
B
は
そ
れ
を
法

廷
で
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

B
の
保
障
人
た
る
べ
き

C
は
す
で
に
死
亡
し
て
お
り
、
ま
た
、
(
法
廷
外
で
譲
渡
を
受
け
た
)
B
は
|
|

北法52(5・68)1472



前
述
し
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
|
|
「
参
審
員
二
人
の
証
人
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
三
人
で
)
と
い
う
証
明
手
段
を
用
い
る
こ
と
も

(
山
間
)

で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
社
会
(
状
況
)
に
お
い
て
は
、

A
が
C
の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
は
す
べ
て
の
関
係
者
に

(
応
)

と
っ
て
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、
(
問
題
の
ア
イ
ゲ
ン
を
含
む
)
C
の
遺
産
に
つ
い
て
の
彼
の
相
続
権
も
、
特
段
の
証
明
を
必
要
と
し
な

(
M
m
)
 

い
ほ
ど
自
明
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

l
l
A
が
勝
訴
す
る
こ
と
は
当
然
な
の
で
あ
る
。

B
が
勝
訴
す
る
こ
と
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
事
案
に
お
い
て
も
、

そ
の
こ
と
は
次
の
条
項
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
な
る
。

(
ニ
)
そ
こ
で
、
そ
の
直
後
に
位
置
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
回
・
一
に
つ
い
て
。

「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

い
ず
れ
か
の
所
領
に
つ
い
て
あ
る
者
(
後
述
①
を
参
照
)
が
、
一
年
と
一
日

(
H
満
一
年
)
(
以
上
)
、
(
法
廷
に
お
け

(
切
)

る
)
正
式
の
異
議
(
申
立
を
受
け
る
こ
と
)
な
し
に
官
5
8
n
z
o
垣
刊
号
ロ
ヨ
長
何
)
ゲ
ヴ
ェ

i
レ
の
中
に
も
っ
て
い
る
(
広
明
白
老
2
0
7
2
2
)

ニ
・
四
四
・
一

(
H
占
有
・
支
配
し
て
い
る
)
場
合
、
そ
の
者
は
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て
適
法
な
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(
g
m
B
n
zお
さ
2
0
)
(
と
呼
ば
れ

る
権
利
)
を
も
っ
(
な
い
し
、
取
得
す
る
)
。
人

(
H
他
の
者
、
先
行
す
る
諸
条
項
の
A
。
以
下
同
様
|
|
後
述
②
を
参
照
)
が
法
(
の
定
め

る
手
続
)
に
従
い

(
E
B
S
S
)
あ
る
者

(
B
)
の
(
占
有
・
支
配
)
下
に
あ
る
所
領
を
訴
求
し
て
い
る
聞
は
、
彼

(
B
)
が
い
か
に
長
く

(
侃
)

そ
れ

(
H
そ
の
期
間
)
を
越
え
て
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
実
力
を
も
っ
て
(
呂
円
明
白
t
E
E
(
H
不
法
に
、
正
当
な
権
利
な
し
に
)
保
持
し
て

い
よ
う
と
も
、
彼

(
B
)
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て
適
法
な
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(
B
n
F再開

5
5
)
(
の
権
利
)
を
獲
得
す
る
こ
と
は
決

し
て
な
い
、
人

(
A
)
が
そ
の
(
法
廷
に
お
け
る
)
正
規
の
訴
え
(
『
R
Z
n
E呂
町
)
(
を
も
っ
て
所
領
を
追
求
し
て
い
る
こ
と
)
を
証
人
に
よ

り
立
証
し
う
る
限
り
。
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説自命

こ
の
条
項
は
、
「
適
法
な
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

(
B
n
F席
。

2
h
O
B
)
(
通
説
の
立
場
か
ら
は
、
「
適
法
な
占
有
」
)
概
念
の
「
定
義
」
を
与
え
た
条
項
と
し

て
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
一
連
の
条
項
群
の
中
で
は
は
じ
め
て
「
占
有
」
を
意
味
す
る
常
者
四
お
の
語

が
姿
を
見
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

①
こ
の
条
項
の
言
い
回
し

|
l
特
に
、
所
領
を
不
法
に
占
有
し
て
い
る
者
は
ど
ん
な
に
長
く
そ
れ
を
占
有
し
て
い
て
も

B
n
E
0
5
8
と

(ω) 

呼
ば
れ
る
権
利
を
取
得
す
る
こ
と
が
な
い
旨
が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
ー
ー
か
ら
、
著
者
・
ア
イ
ケ
は
も
と
も
と
こ
の
お
わ
宮
白
老
町
お
の
権

(
内
)

利
を
(
所
領
に
つ
い
て
)
適
法
な
占
有
権
を
も
っ
者
に
限
っ
て
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
条
項
は
、
そ
の
こ

と
を
強
調
す
る
に
当
た
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
正
当
な
権
利
者
が
所
領
を
奪
わ
れ
た
場
合
、
一
年
と
一
日
以
内
に

B
与
8

E
晶白

(
H
法
廷

(
れ
)

に
お
け
る
正
規
の
訴
え
)
を
起
こ
し
て
所
領
を
訴
求
し
て
い
る
こ
と
を
、
証
人
に
よ
っ
て
立
証
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

②
こ
の
こ
と
は
、
(
た
と
え
著
者
が
意
図
し
な
か
っ
た
と
し
て
も
)
、
必
然
的
に
次
の
よ
う
な
反
作
用
な
い
し
反
射
的
効
果
を
生
む
こ
と
に
な

る
。
す
な
わ
ち
、
所
領
を
奪
わ
れ
た
正
当
な
権
利
者
が
一
年
と
一
日
以
内
に
お
♀
お

E
恒
常
を
起
こ
し
て
所
領
を
訴
求
し
な
け
れ
ば
、
逆
に

(
ほ
ん
ら
い
正
当
な
占
有
権
を
も
た
な
い
は
ず
の
)
相
手
方
に
も
(
事
実
上
)
こ
れ
と
同
じ
権
利
が
成
立
し
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
(
右
に
論
じ

て
き
た
)
先
行
す
る
諸
条
項
に
お
け
る

B
も、

一
年
と
一
日
以
上
に
及
ぶ
所
領
の
平
穏
な
占
有

(
H
正
当
な
権
利
者
か
ら
お

n
z
s
g号
a胃
白
宮
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、

a
n
z
B
E
a
n
を
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
な
し
に
、
所
領
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
)
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
逆
に

勝
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
、
こ
の
条
項
に
お
け
る

B
n
z
g
話
相
お
概
念
の
「
定
義
」
が
伴
わ
ざ
る
を
え
な
い
副
次
的
効
果
は
、
ラ
ン

い
ず
れ
も
所
領
を
「
不
法
に
」
占
有
し
て
い
る
者

(B)
が
敗
訴
す
る
ケ

l
ス
を
扱
っ
て
き
た
諸
条
項
の
直
後
に
位

ト
法
二
・
四
四
・
一
が
、

置
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
増
幅
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
条
項
も
、
(
正
当
な
権
利
者
で
あ
れ
、
不
法
な
占
有
者
で
あ
れ
)
B
n
y
B
老
町
お
を
証
明
す
る
(
あ
る
い
は
、
そ
の
権
利
を
引
き
合
い
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に
出
す
)
た
め
の
手
続
に
つ
い
て
は
黙
し
て
語
ら
な
い
。

(
刀
)

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

そ
れ
を
知
る
た
め
に
は
、

さ
ら
に
次
の
条
項
を
参
照
し
な
け
れ
ば

(
三
)
こ
う
し
て
、
最
後
に
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
右
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
一
に
ひ
き
つ
づ
き
)
、
「
不
動
産
訴
訟
」
に

(n) 

関
す
る
条
項
群
を
締
め
括
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
に
つ
い
て
。

「同じゲヴェーレをもってJ、占有か保障か

ニ
・
四
四
・
三
し
た
が
っ
て
(
ま
た
)
、
誰
で
あ
れ

(B)
彼

(
H
自
分
)
の

(
H
主
君

-
A
か
ら
封
与
さ
れ
た
)
レ

i
ン
、
あ
る
い
は
、

彼

(
H
自
分
)
の
母
ま
た
は
女
性
親
(
特
に
未
婚
の
姉
妹
)
の
一
期
分

(
z
f
a
z
m
m
)
に
つ
い
て
、
そ
れ
は
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
者

(B)
が
あ
れ
ば
、
彼

(B)
は
六
人
の
参
審
自
由
人
と
と
も
に
(
自
分
と
も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
)
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て

の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
(
円
日
開
。
開

g-呉伺
g
R開
)
(
H
所
領
を
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
占
有
す
る
権
利
)
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
も
な
け
れ
ば

(
H
そ
れ
が
立
証
で
き
な
け
れ
ば
)
彼

(
B
)
に
と
っ
て
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
に
)
に
つ
い
て
(
の
主
張
、
な
い
し
、
権
利
)
が
破
ら
れ
(
た
こ

と
に
)
な
る
。

こ
の
条
項
は
、
官
頭
の

8
(し
た
が
っ
て
、
ま
た
)
の
語
が
一
不
す
よ
う
に
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
で
は
)
直
前
に
位
置
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・

四
四
・
一
に
ひ
き
つ
づ
き
、
特
に
、
所
領
を
不
法
に
奪
っ
た
者
が
ど
ん
な
に
長
く
そ
れ
を
占
有
し
て
い
て
も
(
原
則
上
)
B
n
y席
者

0
8
の
権

利
を
取
得
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
い
う
点
を
、
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
具
体
的
に
敷
桁
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

そ
の
う
ち
第
一
の
事
例
に
限
っ
て
論
を
進
め
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
条
項
に
お
い
て
は

B
が
、
問
題
の
所
領
は
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
「
彼
の
レ

l
ン
に
つ
い
て
」
(
き

北法52(5・71)1475 



説

自己何

-g開
)
と
い
う
言
い
方
か
ら
判
る
よ
う
に
、
こ
の
所
領
は
実
は
彼
の
(
H
彼
が
主
君
・

A
か
ら
授
封
さ
れ
た
)
レ

l
ン
な
の
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
ケ
l
ス
で
あ
る
。
封
相
続
人
で
あ
る

B
が
、
父
の
死
後
、
彼
の
法
定

(
九
)

年
期
内
(
H
一
年
と
一
日
以
内
)
に
主
君
に
(
父
か
ら
「
相
続
」
さ
れ
た
)
所
領
の
授
封
を
求
め
る
こ
と
を
怠
り
、
そ
の
か
ど
で
主
君
の
レ

l
ン
法

5命

廷
に
召
喚
さ
れ
て
問
責
さ
れ
る
。
釈
明
に
窮
し
た

B
は
、
何
と
か
言
い
逃
れ
よ
う
と
し
て
、
そ
の
所
領
は

(
A
か
ら
授
封
さ
れ
た
レ
l
ン
で
は

な
く
、
父
か
ら
相
続
し
た
)
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
た
と
え
ば
こ
う
し
た
場
合
が
そ
れ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
主
張
を
す
れ
ば
、
一
般
に
は
、

B
が
自
ら
そ
の
所
領
を
A
か
ら
授
封
し
た
(
な
い
し
、
改
め
て
授
封
さ
れ
る
べ
き
)
レ

l
ン
で
あ

(
花
)

る
こ
と
を
否
定
し
た
こ
と
に
な
る
か
ら
、

B
は
直
ち
に
そ
の
所
領
に
つ
い
て
も
つ
レ

l
ン
法
上
の
権
利
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、

こ
の
場
合
は
、

B
は
そ
れ
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
主
君
・

A
は、

B
か
ら
そ
の
所
領
(
の
占
有
)
を
取

(
九
)

り
上
げ
る
た
め
に
は
、
改
め
て
ラ
ン
ト
法
廷
で

B
を
訴
え

(
H
B
に
対
し
て
お
n
z
n
E
E加
刊
を
起
こ
さ
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
(
正
規
の
)

一
般
に
は
、
も
ち
ろ
ん
A
が
勝
訴
す
る
。

A
は
、
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
、
彼
の
家
臣
二
人
の
証
人
と
と
も
に
(
自
分
と

も
三
人
の
証
人
で
)
問
題
の
所
領
を
B
(
わ
れ
わ
れ
の
想
定
し
た
ケ
l
ス
で
は
、

B
の
父
)
に
授
封
し
た
こ
と
を
立
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

(
竹
)

で
あ
る
。

訴
え
に
お
い
て
も
、

し
か
し
、
前
条
(
H
ラ
ン
ト
法
二
・
四
回
・
こ
に
よ
れ
ば
、

B
が
例
外
的
に
勝
訴
す
る
場
合
が
一
つ
だ
け
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

A
が
(
こ

(
花
)

の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
B
が
授
封
を
求
め
る
べ
き
年
期
が
過
ぎ
て
か
ら
)
一
年
と
一
日
以
内
に
、
(
正
規
の
)
訴
え

(
H『
E
Z
o
Eお
m)
を
起
こ
さ
な

か
っ
た
場
合
で
あ
る
。
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
は
、
こ
う
し
た
場
合
に
つ
い
て
、

B
が
「
六
人
の
参
審
自
由
人
と
と
も
に
(
自
分
と

も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
)
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(
b
m
m
m
g
}再
開
宅
0
5
)
を
立
証
す
る
」
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
な
ぜ
か
、
あ
る

い
は
、
こ
の
証
明
手
続
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
れ
が
一
つ
に
は
、

B
が
問
題
の
所
領
を
一
年
と
一
日
以
上
平
穏
に

(
H
A
か
ら
(
正
式
の
)

異
議
申
立
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
(
正
規
の
)
訴
え
を
起
こ
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
)
占
有
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
立
場
に
あ
る
の
は
同

北i去52(5・72)1476



じ
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
に
参
画
す
る
参
審
自
白
人
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
も

う
一
つ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。

レ
ー
ン
法
七
回
・
二
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
レ

1
ン
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

2
3
2
m何
者

n
B
)
(
少
な
く
と
も
、
家
臣
が
あ
る
所
領
を
レ
l
ン
と
し

(
汚
)

て
(
適
法
に
)
占
有
・
支
配
し
て
い
る
こ
と
、
む
し
ろ
、
そ
の
た
め
の
権
利
な
い
し
権
原
)
を
、
人

(
H
そ
れ
を
主
張
す
る
家
臣
)
は
(
自
分
の
)
主
君

の
六
人
の
家
臣
(
門
家
臣
仲
間
)
と
と
も
に
(
自
分
と
も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
)
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
単
な
る
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(立。円。

開

9
5
5
)
(
H
単
に
所
領
を
占
有
・
支
配
し
て
い
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
)
(
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
)
を
、
あ
る
家
臣
は
、
そ
れ
が
誰
で
あ
ろ
う
と
、

彼
等
の
(
生
得
の
)
法
に
つ
い
て
非
議
さ
れ
る
余
地
の
な
い

(
H
完
全
な
)
人
々
(
六
人
)
と
自
分
と
も
七
人
(
の
証
人
)
で
立
証
す
る
(
こ
と
が

(mw) 

で
き
る
)
」
、
と
。

ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
の
第
一
の
事
例
に
お
い
て
、
主
君
・

A
は
B
(な
い
し
、
そ
の
父
)
に
よ
る
所
領
の
「
占
有
」
の
事
実
を
争
っ
て

「同じゲ、ヴェーレをもって」、占有か保障か

い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
所
領
が

B
(
の
父
)
に
授
封
さ
れ
た
レ

l
ン
で
あ
る
こ
と
、

つ
ま
り
、
そ
れ
が

B
(な
い
し
、
そ
の
父
)
に
よ
っ
て

レ
ー
ン
と
し
て
占
有
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
(
な
い
し
、
占
有
さ
れ
て
い
た
)
こ
と
は
認
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

B
が
A
に
対
抗
し
て

そ
の
所
領
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
た
め
に
は
、
単
に
問
題
の
所
領
を
「
占
有
」
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
証
明
し
て
も
何

の
役
に
も
足
た
ず
、
そ
れ
を
ほ
か
な
ら
ぬ
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
(
適
法
に
)
占
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
「
六
人
の
参
審
自
由
人
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
)
と
い
う
証
明
手
続
は
、

l
i
「
(
自
分
の
)
主
君
の
六
人
の

家
臣
(
仲
間
)
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
)
と
い
う
証
明
手
続
が
(
少
な
く
と
も
)
問
題
の
所
領
を
レ

i
ン
と
し
て
占
有
す

る
た
め
の
法
的
根
拠

H

「
権
原
」
の
証
明
を
含
む
の
と
同
じ
よ
う
に
l
l
l
、
問
題
の
所
領
を
ほ
か
な
ら
ぬ
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
占
有
す
る
た
め

(
幻
)

の
法
的
根
拠

H

「
権
原
」
の
証
明
を
(
少
な
く
と
も
)
そ
の
中
に
含
ん
で
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

北法52(5・73)1477 

こ
の
こ
と
は
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
重
要
な
帰
結
に
つ
な
が
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
条
項
の

B
だ
け
で
な
く
、
先
行
す
る
諸
条
項
の

B
も、



説

正
当
な
権
利
者
で
あ
る
A
が
一
年
と
一
日
以
内
に
円
R
E
o
-牛
島
常
を
起
こ
す
こ
と
を
怠
れ
ば
例
外
的
に
勝
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の

場
合
B
は
、
自
分
が
問
題
の
所
領
を
単
に
占
有
し
て
い
る
と
い
う
事
実
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
一
年
と
一
日
以
上
平
穏
に
占
有
し
て
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
自
分
に
は
そ
れ
を
レ

i
ン
あ
る
い
は
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
ひ
き
つ
づ
き
(
適
法
に
)
占
有
す
る
権
利
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
証

明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
「
彼
等
の
(
生
得
の
)
法
に
お
い
て
非
議
さ
れ
る
余
地
の
な
い
人
々
と
自
分
と
も
七
人
(
の
証
人
)
で
」

北法52(5・74)1478

論

と
い
う
証
明
手
続
で
は
な
く
、
「
(
自
分
の
)
主
君
の
六
人
の
家
臣
(
仲
間
)
と
と
も
に
」
(
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
、
二
・
四
二
・
四
、
二
・
四

三
-
一
の
場
合
)
、
あ
る
い
は
、
「
六
人
の
参
審
自
由
人
と
と
も
に
」
(
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
二
の
場
合
)
と
い
う
証
明
手
続
の
い
ず
れ
か
を
履
ま

(
幻
)

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
不
法
な
占
有
者
が
お
与
5
5
5
(
通
説
で
は

8
n
z
s
E
5
5、
つ
ま
り
一
年
と
一
日
以

上
に
及
ぶ
所
領
の
「
占
有
」
)
の
権
利
に
訴
え
る
た
め
に
も
、
単
に
事
実
と
し
て
の
所
領
の
占
有
を
証
明
す
る
だ
け
で
は
足
り
ず
、
所
領
を
レ
(
幻
)

l
ン
ま
た
は
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
占
有
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
H

「
権
原
」
の
証
明
を
含
む
手
続
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

結
び

(
一
)
あ
る
所
領
(
特
に
「
ラ
イ
ヒ
の
所
領
」
)
が
順
次
あ
る
主
君
か
ら
そ
の
家
臣
へ
と
(
又
)
授
封
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
所
領
を
レ
l
ン
と
し

(M) 

て
占
有
・
支
配
し
て
い
る
者
(
つ
ま
り
、
そ
の
所
領
に
つ
い
て

-gm印
刷

msaを
も
っ
て
い
る
者
)
は
幾
人
か

(
H
複
数
)
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

所
領
を
「
利
用
を
伴
う
占
有
」

(
5
8
E
ζ
目
『

E
円
)
の
中
に
、
あ
る
い
は
、
「
自
由
な

(-awF)
占
有
」
の
中
に
も
つ

(
H
自
分
の
家
臣
に
(
又
)

授
封
し
な
い
で
、
直
接
に
占
有
・
支
配
し
て
い
る
)
の
は
、
「
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
利
用
と
収
益
の
中
に
も
ち
、
そ
し
て
、
そ
こ

(
H
そ
の
所
領
)

か
ら
小
作
料
を
徴
収
す
る
者
」
、
一
人
だ
け
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
所
領
に
対
し
て
誰
か
が
「
不
法
行
為
」
(
包
回
目
色
旦
を
働
い
た
場



合
、
彼
が
そ
れ
に
つ
い
て
責
を
負
う
の
は
、
こ
の
「
利
用
を
伴
う
占
有
」
な
い
し
「
自
由
な
占
有
」
を
も
っ
者
に
対
し
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、

所
領
を
こ
う
し
た
意
味
で
(
直
接
に
、
自
分
の
家
臣
に
封
与
し
な
い
で
)
占
有
・
支
配
し
て
い
る
の
は
、
必
ず
し
も
そ
れ
を
主
君
か
ら
授
封
さ

ア
イ
ゲ
ン
の
持
主
も
、
そ
れ
(
な
い
し
、
そ
の
一
部
)
を
自
分
の
家
臣
に
レ

i
ン
と
し
て
封
与
す
る
こ
と
な
く
、

そ
れ
(
な
い
し
、
そ
の
一
部
)
を
「
利
用
を
伴
う
占
有
」
な
い
し
「
自
由
な
占
有
」
の
中
に
も
つ
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

れ
た
家
臣
と
は
限
ら
な
い
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
|
|
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
法
の
規
範
構
造

(
H
あ
り
方
)
か
ら
言
え
ば
|
|
、
ラ
ン
ト
法
廷
で
争
わ

れ
る
「
不
動
産
訴
訟
」
(
具
体
的
に
は
、
小
作
料
徴
収
権
を
め
ぐ
っ
て
所
領
の
帰
属
が
争
わ
れ
る
係
争
)
は
、
当
事
者
の
所
領
に
つ
い
て
の
主
張
別

ア
イ
ゲ
ン
対
ア
イ
ゲ
ン
と
い
う
三
つ
の
基
本
類
型
の
ず
れ
か
に
属
す
こ
と
に

(
白
山
)

な
る
。
本
稿
で
検
討
し
た
「
不
動
産
訴
訟
」
に
関
す
る
条
項
群
は
、
こ
の
三
つ
の
基
本
類
型
を
す
べ
て
扱
っ
て
い
る
。
し
か
も
そ
こ
で
は
、

に
分
類
す
る
と
、

ア
イ
ゲ
ン
対
レ

l
ン、

レ
ー
ン
対
レ

l
ン、

「同じゲヴェーレをもってj、占有か保障か

す
べ
て
所
領
を
「
不
法
に
」
占
有
し
て
い
る
被
告

(
B
)
が
敗
訴
し
、
所
領
を
占
有
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
正
当
な
「
占
有
権
」

H
所

領
を
占
有
す
る
た
め
の
「
権
原
」
を
立
証
し
え
た
原
告

(
A
)
が
勝
訴
す
る
。
さ
ら
に
例
外
的
に

B
が
勝
訴
す
る
場
合
に
も
、
彼
が
円
m
m
y

円。

g
a
o
の
権
利
を
行
使
す
る
に
は
、
単
に
所
領
の
占
有
の
事
実
を
証
明
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
た
め
の
「
権
原
」
の
証
明
を
も
含
む
手
続
に

耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
(
通
説
の
期
待
す
る
)
「
占
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
伴
う
通
常
の
証
明
規
定
」
は
、
単
に
こ
の
条
項

(
泌
)

群
に
姿
を
見
せ
な
い
だ
け
で
な
く
、
お
よ
そ
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
で
は
ど
こ
に
も
出
て
く
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

(
幻
)

(
ニ
)
最
後
に
も
う
一
つ
、
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
開
臣
官
お
の
問
題
に
つ
い
て
、
別
稿
で
述
べ
た
私
見
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

「
〔
法
史
学
の
古
典
に
つ
い
て
の
〕
関
誌
関
町
田
町
は
、
も
ち
ろ
ん
、

一
つ
の
法
文
・
一
つ
の
条
項
を
徹
底
的
に
読
み
解
く
こ
と
か
ら
始

ま
る
。
「
読
み
解
く
」
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
い
か
な
る
ケ
l
ス
に
か
か
わ
る
の
か
、
自
分
の
頭
の
中
で
具
体
的
・
具
象
的
イ
メ
ー
ジ

北法52(5・75)1479



説

一
つ
の
法
文
・
一
つ
の
条
項
に
は
キ
l
・
ワ
l
ド
が
幾
つ
か
あ
る
の
が
普
通
で
あ

が
浮
か
ぶ
ま
で
考
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
あ
る
が
、

告-b.
両間

り
、
少
な
く
と
も
そ
の
う
ち
法
の
あ
り
方
に
か
か
わ
る
も
の
は
全
巻
を
通
し
て
網
羅
的
に
検
討
し
な
い
と
、
そ
の
正
確
な
理
解
は
得

ら
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
う
し
た
作
業
を
反
覆
し
て
い
る
と
、
あ
る
程
度
ま
で
は
自
ず
か
ら
、
そ
の
法
書
に
お
け
る
(
い
わ
ば

シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
)
法
の
あ
り
方
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
判
っ
て
く
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
ど
の
言
葉
が
法
の
あ
り
方
の
決
め
手

に
な
る
キ
l
・
ワ
l
ド
か
は
、
法
の
あ
り
方
を
究
め
な
い
と
(
最
終
的
に
は
)
判
ら
な
い
。
開
H
m
m町
田
町
に
取
り
く
め
ば
、

い
や
で
も
こ

う
し
て
幾
つ
か
の
キ
l
・
ワ
ー
ド
と
法
書
全
体
に
お
け
る
法
の
あ
り
方
の
聞
の
フ
ィ
ー
ド
・
パ
ッ
ク
を
涯
て
し
な
く
繰
り
返
す
こ
と

に
な
る
が
、
近
代
法
と
異
な
る
中
世
法
の
あ
り
方
は
そ
う
し
た
根
気
の
い
る
と
作
業
を
経
な
け
れ
ば
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

で
あ
る
」
。

本
稿
の
出
発
点
で
あ
り
直
接
の
課
題
で
あ
っ
た
の
は
、
見
ら
れ
る
通
り
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
邑
門
官
界
R
5
5
と
い
う
語
の

読
み
方
・
理
解
の
仕
方
で
あ
る
が
、
こ
の
語
が
早
く
か
ら
誤
っ
て
解
釈
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
が
今
日
ま
で
是
正
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の

は

一
言
に
し
て
言
え
ば
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
つ
い
て
(
右
の
引
用
に
お
け
る
意
味
で
の
)
同
誌
開
2
0
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
し
か
し
(
願
わ
く
は
)
本
稿
が
そ
の
一
例
を
提
供
す
る
(
こ
と
に
な
っ
て
く
れ
る
)
よ
う
に
、
本
格
的
な
阿
見
開
四
回
目
の
対
象
と
し
て
同
書

と
取
り
く
め
ば
取
り
く
む
ほ
ど
、
同
書
に
は
(
実
は
)
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
に
対
す
る
解
答
が
あ
ら
か
じ
め
用
意
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、

そ
の
都
度
「
な
る
ほ
ど
こ
れ
は
良
く
で
き
て
い
る
」
と
い
う
感
を
改
め
て
深
く
す
る
。
同
書
が
法
史
(
学
)
の
「
古
典
」
と
し
て
長
く
生
命
を

保
っ
て
い
る
ゆ
え
ん
は
、
(
私
自
身
の
さ
さ
や
か
な
経
験
か
ら
し
で
も
)
、
同
書
が
、
そ
の
概
念
用
語
の
未
成
熟
や
条
項
配
列
の
非
体
系
性
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
単
な
る
「
慣
習
法
の
記
録
」
な
ど
と
い
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
徹
底
し
た
開
臣
官
お
に
も
耐
え
う
る
だ
け
の
(
「
法
的
思
考
」

に
裏
づ
け
ら
れ
た
)
「
法
的
論
理
構
成
」
を
具
え
て
お
り
、
繰
り
返
し
同
書
の

Enm四
回
目
に
立
ち
向
か
う
者
に
そ
の
都
度
新
し
い
「
発
見
」
の
欣

北法52(5・76)1480



び
を
与
え
て
く
れ
る
点
に
こ
そ
あ
る
。

「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

註

(
1
)
ヒ
ル
シ
ユ
は
、
こ
の
箇
所
を

B
=
加
Enzo『
加
伺
耳
切
お
と
訳
し
て
い
る
が

(E4印
-MS)
、
註
(
P
ω

。
〉
ロ
ヨ
-
-
)
の
中
で
(
次
註
・

2
の
箇
所
で
述
べ

る
ホ
l
マ
イ
ヤ
l
、
二
七
三
頁
に
所
収
の
)
「
註
解
」

(
g
gお
)
の
参
照
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
寝
耳
目
お
の
語
を
「
占
有
」
の
意
味
で
用
い
て
い

る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
な
お
、
わ
れ
わ
れ
の
『
邦
訳
』
(
一
九
三
頁
)
に
お
け
る
同
条
へ
の
註
・

1
は
、
ヒ
ル
シ
ユ
の
こ
の
指
摘
に
従
っ
た

も
の
で
あ
る
)
。
ま
た
、
エ
ツ
ク
ハ
ル
ト
は
こ
の
箇
所
を
、
も
っ
と
端
的
に
(
そ
し
て
、
説
明
抜
き
で

)EH
包
2
n
Z
B
回呂四
N

と
訳
し
て
お
り
、
「
同

じ
占
有
を
も
っ
て
」
と
い
う
の
は
具
体
的
に
ど
う
い
う
事
態
な
の
か
、
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
訳
に
な
っ
て
い
る
(
開

n
F
∞・∞
C
)

。

(
2
)
z
o
-
-
∞

N
3・
5
X
明
。
-
岡
宮
司
君
。
『
刊
の
語
に
こ
う
し
た
註
解
を
加
え
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
た
の
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
耳
目
お
の
語
を
「
占
有
」

と
理
解
し
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

(3)
後
註

-
U
で
引
用
す
る
よ
う
に
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
の
通
用
本
(
〈
三
宮
S
)
で
は
、
先
行
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
に
、
「
彼
等
双

方
と
も
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
な
し
に

(
Z互
角
営
者
刊
お
と
と
い
う
「
補
足
」
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
「
補
足
」
が
い
つ
行
わ
れ
た
の
か
正
確
に
は
判
ら

な
い
が
、
も
し
一
三
世
紀
中
に
行
わ
れ
た
と
す
る
と
、
こ
の
「
伝
統
」
は
七
百
年
以
上
に
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。

(
4
)
∞n
p
∞
--z-

(
5
)
穴

Z
問
国
民
間
Z
a
〈。
Z
回、『豆、同吻句『

ONOZE巳
何
回
戸

MEn-
ロ
互
豆
町
ロ
町
田

mmnzagWOE-B
∞
E
n
g
g毎回明加え
L
口一回

uggnF『F
P
『e
g
g
o
a口和『
NEロ凶・
7
南町『

N

-
3少
Z
『
印
刷
・
〈
・
戸
開
間
関
門
リ
出
回
〉

CYP-3少∞・
2
・〉ロ
5
・
3
・
な
お
、
後
註
・
臼
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
6
)
こ
の
通
説
的
解
釈
に
触
れ
た
と
き
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
、
ど
う
し
て
も
(
戦
力
不
保
持
の
文
言
か
ら
自
衛
隊
の
も
つ
「
戦
力
」
の
合
憲
性
を
導
き
出

そ
う
と
す
る
)
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
解
釈
(
の
変
遷
)
を
連
想
せ
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
こ
で
あ
ら
か
じ
め
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
い
て
は

m
n
z
z
=
q
o
の
語
が
他
の
二
つ
の
条
項
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
「
総
手
的
授
封
」
を
扱
っ
た
レ

l
ン
法
三
一
一
・
一

H
「人

(
H
主
君
)
は
多
数
(
な
い
し
、
複
数
)
の
兄

弟
た
ち
に
(
同
じ
)
一
つ
の
所
領
を
封
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
彼
等
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
総
手
的
に
(
ヨ
ロ

m
m
g
g
a
q
E
E
)
(具
体
的
に
は
、

北1去52(5・77)1481



説
き}

員同

彼
等
が
そ
の
手
を
組
み
合
わ
せ
同
時
に
主
君
の
開
か
れ
た
両
手
の
中
に
置
い
て
)
受
領
し
て
、
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て

mo--Z
垣
白
『
刊
を
も
っ
場

合
に
は
」
で
あ
る
。
こ
の
条
項
の
加

mzr
宅
旬
。
の
語
が
「
均
等
な
権
利

(
H
占
有
権
)
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
、

A
V
一
・
八
三
の
対
応
箇
所
が
陣
中

古
色

1
5
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
(
以
上
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(6)
、
レ
l
ン
法
一
一
一
一
一
-
一
を
参
照
)
0

も
う

一
つ
は
、
「
父
と
子
が
(
そ
れ
に
つ
い
て
)
町
田
町
営

g
m
5
5色
町
営
E
r
o
d
s
B
(
H
共
同
の
、
ま
た
、
均
等
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
)
を
も
っ
て
い
る
所
領
」
に
つ

い
て
、
父
の
死
後
主
君
が
そ
れ
(
が
子
た
ち
の
レ

l
ン
で
あ
る
こ
と
)
を
承
認
し
な
い
場
合
の
子
た
ち
の
権
利
を
扱
っ
た
レ

l
ン
法
三
五
・
二
で
あ

る
o
A
V
一
・
九
O
で
は
、
こ
の
君
m
R
に
対
応
す
る
語
が
(
単
に
)
吉
田
回
目
呂
c
に
な
っ
て
い
る
が
、
レ
ー
ン
法
三
五
・
二
は
(
直
前
の
レ
1
ン
法
三

五
・
一
や
前
出
レ
l
ン
法
三
二
・
一
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
)
そ
の
所
領
、
が
(
父
と
子
た
ち
に
対
し
て
)
「
総
手
的
に
」
授
封
さ
れ
た
場
合
を
扱
っ
て
い

る
こ
と
を
確
認
で
き
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
垣
旬
開
の
語
は
(
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項
の
吉
宮

2
5
の
語
も
)
、
「
占
有
」
で
は
な
く
、
「
占
有
権
」
を

意
味
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
誌
・
次
号
に
掲
載
予
定
の
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(
7
)
、
レ
l
ン
法
三
五
・
二
を
参
照
さ
れ
た

い
)
。
た
だ
し
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
場
合
は
、
一
方
が
勝
訴
し
他
方
が
敗
訴
す
る
の
だ
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
語
を
「
同
じ
権
利
を
も
っ

て
」
と
解
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
(
な
お
、
こ
の
レ
i
ン
法
三
二
・
一
と
一
一
一
五
・
二
の

m
o
z
Z
5
5
の
語
を
も
、
ヒ
ル
シ
ユ
と
シ
ョ
ッ
ト
は
|
|
平
気

で
|
|
伺

-052回
E
Rと
訳
し
て
い
る
。
ぐ
mf
呂
田
山
内
2
・
2
2。ロ河
o
E。
戸
∞
R
5
3
5
m
o
F
o
Z『R
E
T
-
S由

ug--凶唱
心
的

np.
∞・

M
2
.
M∞品)。

(7)
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
を
参
照
。
な
お
、
同
論
文
(
註
・
別
、
一
九
七
頁
以
下
)
で
は
、
す
で
に
こ
の
条
項
に
つ
い
て
の
私
見
を
述
べ
て
お
り
、

こ
の
条
項
が
法
廷
譲
渡
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
に
か
か
わ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
の
条
項
の
宅
何
日
の
語
が
「
追
奪
担
保
」
(
H
保
障
)
を
意
味
す
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
は
(
正
し
く
)
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、
「
同
じ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
も
っ
て
」

H

「
同
じ
く
占
有
を
も
た
ず
に
」
と
い
う
通
説
と
訣
別
す

る
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
た
め
に
こ
の
条
項
に
つ
い
て
も
誤
っ
た
理
解
に
到
達
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
お
よ
び
、
そ
の
他
の
「
補
足
」
に
つ

い
て
は
、
後
註
・
あ
と
刊
で
改
め
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

(8)
石
川
「
補
論
」
、
五
二
四
頁
、
お
よ
び
、
石
川
「
法
史
学
と
開
認
沼
田
伺
」
、
『
岩
波
講
座
・
世
界
歴
史
』

7
、
「
月
報
」

8
(
一
九
九
八
年
五
月
)
一
一
貝
以

下
ー
ー
そ
の
一
部
は
後
に
「
結
び
」
で
引
用
す
る
ー
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
、
本
稿
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
成
立
の
端
緒
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
六
年
八
月
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
に
滞
在

し
た
折
に
、
ネ
l
ル
ゼ
ン
夫
人
と
(
主
に
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
=
了
一
の
解
釈
を
め
ぐ
り
)
議
論
す
る
た
め
に
ま
と
め
た
覚
え
害
で
あ
る
。
同
夫
人

と
の
議
論
は
二
度
、
い
ず
れ
も
か
な
り
長
時
間
に
及
ん
だ
が
、
私
自
身
は
彼
女
の
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

H

「
占
有
」
説
(
前
註
・

5
を
参
照
)
を
完
全
に

論
破
で
き
た
、
と
考
え
て
い
る
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
註
・
臼
と
加
を
も
参
照
さ
れ
た
い
)
。
し
か
し
、
そ
の
点
は
い
ず
れ
に
も
せ
よ
、
彼
女
が

北j去52(5-78)1482



「同じゲヴェーレをもってJ、占有か保障か

長
時
間
に
わ
た
り
真
剣
に
議
論
の
相
手
を
し
て
く
れ
た
こ
と
に
私
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
に
ー
ー
も
と
も
と
ネ

i
ル
ゼ
ン
夫
人

を
説
得
な
い
し
論
破
す
る
た
め
に
|
|
ま
と
め
た
覚
え
書
に
か
な
り
の
分
量
の
補
足
を
加
え
た
も
の
を
、
ク
レ
ツ
シ
ェ
ル
氏
の
求
め
に
応
じ
て
、

一
九
九
八
年
一

O
月
一
一
一
目
、
同
氏
に
よ
る
ゼ
ミ
H
中
世
法
史
に
関
す
る
史
料
の
伺
お
な
お
の
開
講
に
当
た
り
、
そ
れ
へ
の
導
入
と
し
て
報
告
す

る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
は
(
基
本
的
に
は
)
そ
の
と
き
の
報
告
原
稿
を
邦
語
に
移
し
、
四
を
追
加
し
た
上
で
、
註
の
中
で
そ
の
間

に
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
(
テ
キ
ス
ト
)
成
立
史
に
つ
い
て
得
ら
れ
た
新
し
い
知
見
を
も
二
・
三
加
え
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
ド
イ

ツ
語
版
は
、
(
明
二
O
O
二
年
に
公
刊
さ
れ
る
予
定
の
)
ク
ヌ
l
ト
・
シ
ユ
ル
ツ
(
穴
口
三
∞
n
z
d「
N
)

氏
の
六
五
回
誕
生
日
祝
賀
論
集
に
掲
載
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
こ
の
邦
語
版
の
方
は
も
と
も
と
そ
れ
が
公
刊
さ
れ
た
後
に
(
完
成
し
)
公
表
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
誌
編
集
の
都
合

上
二
時
)
本
誌
・
前
号
に
掲
載
す
る
必
要
が
生
じ
て
七
分
通
り
書
き
上
げ
た
と
こ
ろ
へ
、
本
年
七
月
八
日
の
総
合
研
究
会
で
の
報
告
を
求
め
ら

れ
た
の
で
、
本
文
の
方
は
そ
の
た
め
の
準
備
の
過
程
で
ほ
と
ん
ど
完
成
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
、
シ
ユ
ル
ツ
氏
に
は
い
さ
さ
か
申
し
訳
な
い

と
思
い
な
が
ら
も
、
今
の
時
点
で
そ
れ
を
完
全
に
仕
上
げ
て
公
表
し
て
お
い
た
方
が
時
間
的
ロ
ス
が
少
な
い
と
考
え
、
本
稿
に
掲
載
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
(
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
本
誌
に
連
載
中
の
「
レ
1
ン
法
邦
訳
」
の
方
は
一
回
休
載
し
、
(

7

)

(

以
降
)
は
次
号
(
五
二
巻
六

号
)
(
以
降
)
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
)
。

(9)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
・
現
行
テ
キ
ス
ト
の
段
階
的
成
立
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
石
川
「
レ

l
ン
法
邦
訳
」

(
l
y
「
凡
例
」
(
一
八
六
二

頁
以
下
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
叩
)
な
お
、
こ
の
条
項
は
石
川
「
法
の
生
成
」

(
7
)
で
も
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
。

(
日
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
会
話
(
ま
た
は
念
美
)
の
語
は
、
「
ラ
ン
ト
法
上
の
裁
判
集
会
」
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、
「
レ
l
ン
法
上

の
裁
判
集
会
」

(
H
「
主
君
の
レ
l
ン
法
廷
」
)
を
指
す
こ
と
は
な
い
。
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
註
・
必
(
一
一
一
九
i
四
O
頁
)
を
参
照
。
な
お
、
後
註
・
幻

で
述
べ
る
コ
n
F
8
8
の
用
語
法
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
ロ
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
宮
町
内
ロ
2
の
概
念
(
お
よ
び
、
「
ラ
ン
ト
法
」
と
「
レ
l
ン
法
」
に
お
け
る
相
違
)
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
レ

l
ン

法
邦
訳
」

(
4
)
、
レ

l
ン
法
二
四
・
七
、
註
・
叩
(
七
一
六
1
七
一
五
頁
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
通
用
本
(
〈
巳
関
白
冨
)
で
は
、
こ
の
後
に
、

3
E
E
S
H〈
円
の
テ
キ
ス
ト
に
属
す
る
)
次
の
よ
う
な
補
筆
が
加
え
ら
れ
て

い
る
(
前
註
・
3
を
参
照
)
。
「
彼
等

(
A
と
B
)
が
双
方
と
も
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
な
し
に

(
E
E日
常
者
2
0
)
(
自
分
の
も
の
と
)
主

張
し
、
ま
た
同
時
に

(
S
ロ
宮
)
そ
の
所
領
を
授
封
さ
れ
(
て
い
)
た
場
合
は
」
o

そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
補
筆
者
は
(
後
出
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
ニ
・

北法52(5・79)1483



説三台、
口問

一の

E
=
官
房
q
S
B
を
す
忠
弘
m
g
E
q個
目

5
8
と
解
し
た
上
で
、
そ
こ
か
ら
遡
っ
て
)
こ
の
二
・
四
二
・
一
を
(
も
)
、

A
と
B
が
い
ず
れ
も
「
占
有
を

も
た
ず
に
」
所
領
(
の
帰
属
)
を
争
う
ケ
l
ス
と
理
解
し
た
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
は
誤
っ
て
い
る
。
こ
の
補
筆
者
が
「
同
時
に
」

(
円
。
罪
問
)
と
授
封
の
時
期
を
問
題
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
際
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
レ

l
ン
法
七
・
四
の
ケ
l
ス
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
「
双
方
と
も
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
欠
く

(
H
占
有
を
も
た
な
い
)
(
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
、

eσ
巳品。

ι司
君
。
百
《
同
日
〈
2
と
い
う
、

後
出
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の

E
E
加
の
戸
持
母
垣

2
0
と
は
ま
っ
た
く
異
な
り
、
し
か
も
誤
解
の
余
地
の
あ
り
え
な
い
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意

さ
れ
た
い
)
二
人
の
家
臣
が
(
同
じ
)
一
つ
所
領
を
自
分
の
も
の
と
主
張
す
る
(
な
い
し
、
し
た
)
場
合
、
彼
等
は
双
方
と
も
授
封
の
時
(
期
)
を
(
具

体
的
に
)
申
し
述
べ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
最
初
の
(
な
い
し
、
よ
り
早
期
の
)
授
封
を
証
人
に
よ
り
立
証
で
き
る
者
が
、
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
判

決
を
も
っ
て
取
得
す
べ
き
で
あ
る
」
。
つ
ま
り
こ
の
補
筆
者
は
、
こ
の
条
項
を
も
と
に
、
も
し
授
封
の
先
後
関
係
が
明
ら
か
で
あ
れ
ば
ラ
ン
ト
法

二
・
四
二
・
一
の
よ
う
な
係
争
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
、
「
同
時
に
」
と
い
う
語
を
補
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
レ

l
ン
法
七
・

四
の
「
双
方
と
も
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
欠
く
二
人
の
家
臣
」
は
、
レ
ー
ン
法
七
・
一
か
ら
の
叙
述
の
流
れ
を
辿
れ
ば
紛
う
方
な
く
明
ら
か
な
よ
う
に
、

同
一
の
主
君
か
ら
「
待
機
権
」
(
者
間
吾
諸
問
)
を
|
|
す
な
わ
ち
(
あ
ら
か
じ
め
所
領
を
特
定
せ
ず
に
)
「
あ
る
所
領
が
(
そ
れ
が
少
な
く
て
も
多
く
て
も
)

主
君
に
と
っ
て
最
初
に
自
由
青
島
各
)
に
な
る

(
H
主
君
の
手
に
戻
る
、
な
い
し
、
戻
っ
た
)
時
に
(
占
有
さ
せ
る
)
と
い
う
条
件
で
所
領
を

l
l
授

封
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
場
合
の
よ
う
に
、
別
な
二
人
の
主
君
の
家
臣
の
聞
で
所
領
(
の
帰
属
)
が
争
わ

れ
る
場
合
、
授
封
の
時
期
(
H
先
後
関
係
)
が
問
題
に
な
る
こ
と
(
つ
ま
り
、
「
早
い
者
勝
ち
」
と
い
う
こ
と
)
は
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
日
)
こ
こ
で
、
そ
も
そ
も
あ
る
者
(
た
と
え
ば
B
)
が
他
の
者
(
た
と
え
ば
A
)
の
所
領
を
「
奪
う
」

(
5
5
8
)
と
い
う
の
は
具
体
的
に
は
ど
う
い
う
こ

と
か
、
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き
た
い
。
結
論
か
ら
先
に
述
べ
る
と
、
そ
れ
は
、
(
ほ
ん
ら
い
、
な
い
し
、
法
的
に
は
)
A
が
小
作
人
か
ら
小
作
料

(
な
い
し
、
「
年
貢
」
)
を
徴
集
す
る
権
限
を
も
っ
て
い
る
所
領
か
ら
、

B
が
「
不
法
に
」

(
H
そ
の
権
限
な
し
に
)
小
作
料
を
徴
収
す
る
こ
と
を
言
、
っ
。

そ
う
考
え
る
理
由
な
い
し
根
拠
を
か
い
つ
ま
ん
で
述
べ
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
巴
問
自
営
者
2
0」
、
註
・
日
(
六
三

O
頁
以
下
)
に
お
い
て
も
、
す
で
に
私
見
を
述
べ
て
お
い
た
)
。

①
も
ち
ろ
ん
、
あ
る
者

(B)
が
(
法
的
に
は
)
他
の
者

(
A
)
の
(
も
の
で
あ
る
)
所
領
を
力
づ
く
で

(
H
わ
れ
わ
れ
の
一
言
う
「
(
物
理
的
)
暴
力
」
を

用
い
て
)
「
奪
う
」

(
H
「
強
奪
す
る
こ
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
0

(

た
と
え
ば
ラ
ン
ト
法
二
二
五
・
一
の

S
F
Z
5
5
H
徒
党
を
組
ん
で
他
の
者
の
ー
ー

そ
の
者
が
現
に
居
住
し
て
い
る
家
・
屋
敷
を
も
含
む

l

l
所
領
を
「
強
奪
す
る
」
こ
と
、
お
よ
び
、
レ
l
ン
法
七
六
・
一
一
H
主
君
に
よ
る
家
臣
の
所
領
の
「
強

奪
」
を
参
照
。
ま
た
、
「
犯
罪
」
の
代
表
的
事
例
と
し
て
、
「
ラ
ン
ト
法
」
で
は
「
窃
盗
と
強
盗
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
レ
l
ン
法
」
で
は
「
強
奪
」

北法52(5・80)1484



「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

(『え
H
E
Z
F
)
(
な
い
し
、
「
強
盗
」
)
だ
け
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
こ
と
と
無
関
係
で
は
あ
る
ま
い
)
。
し
か
し
、
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
一
連
の

条
項
は
、
そ
う
し
た
「
刑
事
事
件
」
で
は
な
く
、
所
領
の
帰
属
を
争
う
い
わ
ば
「
民
事
事
件
」
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
特
に
後
出
二
で
扱
う

ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
に
お
け
る
敗
訴
者
に
対
す
る
制
裁
H
(
裁
判
官
に
対
す
る
)
罰
金
と
(
相
手
方
に
対
す
る
)
煩
罪
金
か
ら
明
ら
か
に
な
る
|
|
後

註
・
辺
を
参
照
)
。

②
レ

l
ン
法
一
四
・
一
に
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。
「
(
同
じ
)
一
つ
の
所
領
は
、
そ
れ
を
(
次
々
と
)
一
人
(
の
家
臣
)
が
も
う
一
人
(
の
家
臣
)

か
ら
(
レ

l
ン
と
し
て
)
受
領
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
(
同
時
に
)
幾
人
か
の
持
主
の
も
の
で
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(
色
町
加

2
6
5
)
は
一
人
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
利
用
の
中
と
収
益
の
中
に
も
ち
(
ヨ

=
S
E
E
m
s
m巾
E
m
F
0
5円)、

そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
か
ら
賃
料
(
な
い
し
、
小
作
料
)

(

E

M

)

を
取
得
し
て
い
る
者
、
:
:
:
そ
の
者
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

を
も
っ
」
o

通
説
の
い
わ
ゆ
る
「
直
接
的
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
0

(

以
下
に
つ
い
て
は
、

石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

i
レ
」
、
一
四
二
頁
お
よ
び
一
五
O
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
@
こ
の
意
味
で
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
を
も
っ
(
日
所
領
を
「
占
有
」
す
る
)

と
い
う
の
は
、
具
体
的
に
は
、
小
作
人
か
ら
小
作
料
を
徴
収
す
る
こ
と
で
あ
る
。
@
こ
の
意
味
で
の
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
を
も
ち
う
る
の
は
、
レ
ー

ン
能
力
を
も
っ
「
家
臣
」
な
い
し
「
領
主
」
に
限
ら
れ
、
「
小
作
人
」
が
そ
れ
を
も
つ
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
(
な
お
、
「
小
作
人
」
に
は
「
又
小
作
」
が
禁

じ
ら
れ
て
お
り
、
「
小
作
人
」
が
こ
の
所
領
か
ら
「
小
作
料
」
を
徴
収
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
|
!
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ン
法
六
0

・
二
、
お
よ
び
、

石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
一
五
三
頁
以
下
を
参
照
)
。
①
こ
の
意
味
で
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
は
、
レ
l
ン
法
三
八
・
こ
で
は
君
。
8

5
巳
号
『
口
三

(
H
利
用
な
い

し
用
益
を
伴
う
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
)
、
ラ
ン
ト
法
二
・
五
七
で
は

-a-nzzrn垣
O
B
と
も
呼
ば
れ
る
が
、

-a-nz-mr
と
い
う
の
は
、
「
自
分
の
家
臣
に
(
又
)

授
封
し
な
い
で
(
直
接
に
小
作
地
と
し
て
貸
し
出
す
こ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
@
た
だ
し
、
こ
の
条
項
の
言
、
つ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
も
っ
者
は
、
レ
ー

ン
制
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ

l
の
最
低
辺
に
位
置
す
る
家
臣
と
は
限
ら
な
い
。
主
君
も
、
通
常
、
そ
の
所
領
を
す
べ
て
自
分
の
家
臣
に
(
又
)
授
封
す
る

の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
を
小
作
人
に
貸
し
出
し
て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
レ
ー
ン
法
二
六
・
二
以
下
の
諸

レ
l
ノ

条
項
に
お
い
て
、

E
m
O
5
=
o
H
封
相
続
人
が
満
一
二
歳
未
満
の
間
の
所
領
収
益
取
得
権
が
原
則
と
し
て
主
君
に
帰
属
す
る
一
方
、
主
君
が

l
l
そ
れ
と
は
別

に
|
|
子
の
家
臣
た
ち
か
ら
(
軍
事
的
)
勤
務
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
レ
l
ン
法
二
六
・
六
)
か
ら
も
、
確
実
に
推
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
)
。
@
ま
た
、
こ
の
意
味
で
の
ゲ
ヴ
ェ

i
レ
を
も
ち
う
る
者
は
、
主
君
か
ら
レ

l
ン
を
与
え
ら
れ
た
者
に
は
限
ら
な
い
。
ア
イ
ゲ
ン
の

持
主
も
、
そ
れ
を
自
分
の
家
臣
に
授
封
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
(
な
い
し
、
そ
の
一
部
)
を

zenzm宮
者
向
お
の
中
に
も
つ
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
(
上
記
ラ
ン
ト
法
二
・
五
七
の
ほ
か
、
一
-
一
二
四
・
三
を
も
参
照
さ
れ
た
い
)
。
①
こ
れ
に
対
し
て
、
「
同
じ
所
領
」
に
つ
い
て

北法52(5・81)1485 



説雪ι
ロ岡

「
幾
人
か
の
持
主
」
が
同
時
に
も
ち
う
る
も
の
(
な
い
し
、
「
権
利
」
)
も
耳
目
お
な
い
し
な
垣

maと
呼
ば
れ
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
l
ゲ
ル
で
は
こ
う
し

た
用
例
が
最
も
多
い
が
、
こ
れ
は
家
臣
の
主
君
に
対
す
る
関
係
に
つ
い
て
問
題
に
な
り
う
る
も
の
(
な
い
し
、
「
権
利
」
)
で
あ
り
、
|
|
後
出
四
・

(
三
)
で
述
べ
る
よ
う
に
l
|
時
に

-
2
2
唱
者
四
お
(
レ
l
ン
の
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
、
あ
る
所
領
を
レ
l
ン
と
し
て
占
有
・
支
配
す
る
権
利
)
と
も
呼
ば
れ
る
。

③
レ

1
ン
法
一
四
・
一
は
、
右
の
引
用
の
後
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
つ
づ
く
。
「
そ
し
て
(
な
い
し
、
し
た
が
っ
て
て
誰
か
が
そ
れ

(
H
そ
の
所

領
)
に
対
し
て
不
法
行
為
を
働
い
(
て
、
損
害
を
与
え
)
た

(
2
2
8
E口
)
場
合
は
、
人
は
そ
の

(
H
右
の
意
味
で
の
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
を
も
っ
)
者
に
対
し

て
責
を
負
う

(
H
応
訴
し
、
ま
た
は
、
損
害
を
賠
償
す
)
べ
き
で
あ
る
」
。
因
み
に
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
で
は
、
呂
田
日
a

g
お
よ
び
(
そ
の
名

詞
形
)
豆
虫
色
包
の
語
は
、

5
m
g
n
F
S
(
H
犯
罪
)
の
語
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
、
い
わ
ば
(
民
事
上
の
)
「
不
法
行
為
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
右
に
①
で
述
べ
た
こ
と
が
さ
ら
に
確
認
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
誰
か
(
た
と
え
ば
B
)
が
他
の
者
(
た
と
え
ば
A
)

の
所
領
を
不
法
に
「
奪
っ
た
」

(
H
そ
こ
か
ら
の
小
作
料
を
横
領
し
た
)
場
合
に
、
そ
の
所
領
の
「
帰
属
」
(
な
い
し
、
「
小
作
料
徴
収
権
」
)
を
め
ぐ
っ
て

争
わ
れ
る
訴
訟
の
当
事
者
に
な
り
う
る
の
は
、
②
で
述
べ
た
意
味
で
こ
の
所
領
に
つ
い
て
「
ゲ
ヴ
ェ

1
レ
」
を
も
っ
(
な
い
し
、
「
占
有
」
し
て
い
る
)

者
、
な
い
し
、
(
法
的
に
)
そ
れ
を
も
つ
べ
き
(
な
い
し
、
「
占
有
」
す
べ
き
)
者
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
も
は
っ
き
り
す
る
は
ず
で
あ
る
。

(
日
)
こ
の
点
は
、
後
出
二
で
扱
う
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
に
見
ら
れ
る
敗
訴
者
に
対
す
る
制
裁

H
(裁
判
官
に
対
す
る
)
罰
金
と
(
相
手
方
に
対
す

る
)
蹟
罪
金
か
ら
も
推
定
で
き
る
が
、
(
石
川
「
レ
1

ン
法
邦
訳
」
(

7

)

(

本
誌
・
次
号
)
に
掲
載
す
る
予
定
の
)
レ

i
ン
法
一
二
三
・
一
に
よ
っ
て
確
実
に

推
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
条
項
は
、
「
い
か
な
る
も
の

(
H
所
領
)
で
あ
れ
あ
る
主
君
(
た
と
え
ば
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の

D
)
が
自
分
の

意
思
(
な
い
し
、
裁
量
)
に
も
と
づ
い
て
彼
の
家
臣

(B)
に
封
与
し
、
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
に
つ
い
て
彼

(
D
)
が
彼

(
B
)
を
保
障
す
る
(
宅
2
2
)

こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
彼

(D)
は
彼

(B)
に
対
し
て
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
補
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
原
則
を
述
べ
て
い

る
が
、
次
の
二
つ
の
場
合
に
は
(
例
外
と
し
て
)
主
君
に
補
償
の
義
務
が
な
い
、
と
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
第
二
の
例
外
は
、
「
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)

を
誰
か
(
他
の
者
)
が
奪
う
(
な
い
し
、
奪
っ
た
)
場
合
に
、
彼

(B)
が
そ
の
あ
と
彼
の
法
定
の
期
限
内
に
(
具
体
的
に
は
、
一
年
と
一
日
以
内
に
)
(
法

廷
に
お
け
る
)
正
規
の
訴
え
(
お
n
F
S
E
a刊
)
を
も
っ
て
(
そ
の
所
領
を
)
追
求
す
る
こ
と
を
:
:
:
な
さ
な
い
」
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

!
l
ラ
ン

ト
法
二
・
四
二
・
一
で
は
む
し
ろ
A
に
つ
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
ケ
l
ス
で
あ
る
が
|
|
、
後
出
四
・
(
二
)
と
(
三
)
で
後
述
す
る
よ
う
に
、
所

領
を
奪
わ
れ
た
家
臣
が
一
年
と
一
日
以
内
に
「
正
規
の
訴
え
」
を
起
こ
さ
な
い
と
、
相
手
方
に
事
実
上
お
n
F
S

。2n
B
の
権
利
が
成
立
し
て
し
ま

い
、
た
と
え
主
君
が
家
臣
に
適
法
に
所
領
を
授
封
し
て
い
て
も
、
主
君
の
責
(
な
い
し
、
洛
度
)
(
印

EZ)
な
し
に
家
臣
が
敗
訴
す
る
こ
と
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
前
提
に
し
た
上
で
、
第
一
の
例
外
H

「彼

(B)
が
彼

(B)
に
封
与
さ
れ
た
所
領
を
(
現
実
に
わ
が
も
の
と
し
て
)
占
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

取
す
る
」
場
合
は
、
逆
に
、

B
が
|
|
主
君
に
よ
る
保
障
が
行
わ
れ
ず
、
ま
た
は
、
不
成
功
に
終
っ
て
も
|
|
|
相
手
方

(
H
正
当
な
権
利
者
、
ラ

ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
A
)
の
機
怠
に
よ
っ
て
事
実
上

B
S
g
。
伺
者
四
お
の
権
利
を
取
得
し
、
(
今
や
「
適
法
に
」
)
所
領
を
占
有
で
き
た
場
合
で
あ
る
、

と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
例
外
か
ら
逆
推
す
る
と
、
主
君

(D)
が
家
臣

(
B
)
に
所
領
を
封
与
し
て
「
保
障
」
で

き
な
い
場
合
と
い
う
の
は
、

-
1
Bが
D
か
ら
の
授
封
さ
え
受
け
ず
に
所
領
を
占
取
し
た
場
合
を
除
く
と
|
|
(
少
な
く
と
も
主
に

)
Bが
D
か

ら
の
(
違
法
な
、
な
い
し
、
取
庇
の
あ
る
)
授
封
に
も
と
づ
き
所
領
を
す
で
に
「
占
取
」
日
「
占
有
」
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
、
と
推
定
す
る
こ
と
が

で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
条
項
の
二
つ
の
例
外
は
、
対
応
す
る

A
V
一
・
八
六
に
は
見
ら
れ
ず
、
し
た
が
っ
て
(
「
ラ
ン
ト
法
」
、
少
な

く
と
も
そ
の
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
の
成
立
後
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
)
補
足
さ
れ
た
、
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
註

-m

を
も
参
照
さ
れ
た
い
)
。

(
凶
)
た
だ
し
、
前
註
・
日
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
行
の
刊
本
で
は
、
ア
イ
ケ
以
後
補
足
さ
れ
た
件
に
「
占
有
」
を
意
味
す
る
明
白
耳
目
お
の
語
が
姿
を
見

せ
る
。

(
げ
)
以
上
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
一
二
七
頁
お
よ
び
註
・

8
を
参
照
。
な
お
、
そ
こ
で
は
(
「
ド
イ
ツ
語
第
三
版
」
に
属
す
る
)
ラ
ン

ト
法
三
・
八
三
・
三
の
加
。
垣
m
g
の
語
を
「
追
奪
担
保
」

(
H
本
稿
で
は
「
保
障
」
に
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
)
を
意
味
す
る
用
例
に
数
え
て
い
な
い
が
、

註
・
乃
(
一
九
O
頁
以
下
)
に
お
い
て
は
、
実
質
的
に
そ
れ
を
「
追
奪
担
保
」

(
H
「
保
障
」
)
を
意
味
す
る
と
解
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

因
み
に
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
H
ヴ
ィ

l
ガ
ン
ト
夫
人
は
、
残
念
な
が
ら
こ
の
ラ
ン
ト
法
三
・
八
三
・
三
の
方
は
、
(
通
説
に
従
い
)
令
官
ヨ
)
(
H
前
主
)
5

5
5
B
∞

g円
N
(
2
3
2
8
5
と
訳
し
て
い
る
が

(PF・
-
∞
出
。
)
、
こ
の
箇
所
の
原
丈
一
四
百
四
念
押

E
S
E
-
=
間
百
四
加
2
8
5
8
σ
白E
E
g
o
g
a
n
g

〈

R
F
8
5
を
、
レ
ー
ン
法
二
六
・
一
の
含
言
問

(
H
後
見
人
)
出
g
-
g
お
(
H
満
一
一
一
歳
未
満
の
子
た
ち
)
母
宅
開
B
Z
5ロ
ヨ
広
三
呂
町
『
S
E
E
m
g
F円

吉
占
g
・
8σ
相官釦
E
2
0
5
S
2
0
5号
明
刊
号
と
比
較
す
れ
ば
、
こ
の
加
2
0
8
の
語
が
「
保
障
」
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
な
は
ず
で
あ
る
。
な
お
、

シ
ョ
ッ
ト
氏
は
問
書
・
「
レ

l
ン
法
」
の
現
代
語
訳
に
当
た
り
、
垣
開
『
?
な
垣
白
『
刊
の
語
は
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
機
械
的
に
∞
呂
同
N

と
訳
し
て
い
る
が
、

さ
す
が
に
こ
の
レ

l
ン
法
一
一
六
・
一
の
宅
町
尽
(
だ
け
)
は
。
ヨ
忌
F
g
n
z
s
と
訳
し
て
い
る

(ω-m
・
o-
∞
-
S凶
)
。
な
お
、
後
註
・
日
を
も
参
照
さ
れ
た

、。
-
V
 

(
凶
)
こ
の
こ
と
は
す
で
に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
が
(
た
と
え
ば
、
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
一
一
六
1
二
七
頁
お
よ
び
註
・
凶
、
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(2)
、

レ
ー
ン
法
一
三
・
一
、
註

-
H
(
一
二
五
一
頁
1
五
O
頁
)
な
ど
を
参
照
)
、
そ
も
そ
も
あ
る
主
君
の
レ

l
ン
法
廷
へ
の
参
廷
義
務
を
負
っ
て
い
る
の
は

当
該
主
君
の
家
臣
(
だ
け
)
で
あ
る
(
レ
!
ン
法
四
・
四
)
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
で
判
決
を
発
見
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
そ
こ
で
代
言
人
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説

や
証
人
に
な
り
、
ま
た
、
(
他
の
家
臣
の
発
見
し
た
)
判
決
を
非
難
す
る
こ
と
の
で
き
る
の
も
、
当
該
主
君
の
家
臣
に
限
ら
れ
る
(
石
川
「
レ
1
ン
法

邦
訳
」

(2)
、
レ
1
ン
法
九
・
一
、
註
・

3
と
4
(
一
二
七
九
1
七
八
頁
)
を
参
照
)
。
な
お
、
本
文
中
に
「
一
般
に
は
」
(
存
在
し
な
い
)
と
い
う
限
定
を

加
え
た
の
は
、

A
と
B
が
保
障
人
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
た

C
と
D
が
、
た
ま
た
ま
同
じ
上
級
主
君

(E)
の
家
臣
で
あ
る
場
合
、

A
と
B
の

間
の
所
領
を
め
ぐ
る
係
争
が
C
と
D
の
間
の
そ
れ
へ
と
発
展
す
る
こ
と
が
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
事
案
は

(
C

と
D
が
双
方
と
も
E
か
ら
の
授
封
を
主
張
す
る
と
)
後
続
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
の
ケ
l
ス
に
還
元
さ
れ
る
が
、
後
出
二
・
(
二
)
で
述
べ
る
よ

う
に
、
そ
れ
は

E
の
レ
!
ン
法
廷
に
お
い
て

C
と
D
の
問
で
争
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
所
領
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
う
A
と
B
の
主

君

(
H
C
と
D
)
が
常
に
同
じ
上
級
主
君

(E)
の
家
臣
で
あ
る
、
と
前
提
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
こ
と
は
言
、
つ
ま
で
も
な
い
。

(
悶
)
こ
の
条
項
は
、

O
&
E
a
耳
打
の
テ
キ
ス
ト
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
彼
等

(
A
と
B
)
の
う
ち
一
人
が
そ
の

所
領
に
つ
い
て
、
一
年
と
一
目
、
(
法
廷
に
お
け
る
)
正
式
の
異
議
(
申
立
を
受
け
る
こ
と
)
な
し
に
、
適
法
な
ゲ
ヴ
ェ

l
レ

(gmanzお
垣
刊
号
)
を

も
っ
て
い
る
(
い
さ
さ
か
紛
ら
わ
し
い
が
、
後
続
の
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
属
(
し
、
後
出
四
・
(
二
)
で
引
用
)
す
る
二
・
四
四
・
一
や
レ
l
ン
法
一
一
一
一
-

一
(
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(
2
)
を
参
照
)
に
拠
っ
て
考
え
る
と
、
「
彼
等
の
所
領
を
、
一
年
と
一
日
、
正
式
の
異
議
な
し
に
占
有
し
、
そ
れ
に
つ
い
て

お
n
Z
0
5
5
を
も
っ
て
い
る
」
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
)
な
ら
ば
、
彼

(
H
そ
の

z
n
F
5
5
5
を
も
っ
者
)
は
、
彼
を
彼
の
保
障
人
(
宮
加
何
者
向
『
刊
)
が
法

廷
に
お
け
る
保
障
に
お
い
て

(
8
5
n
z
q
君
。

a
n与
)
見
捨
て
て
も
、
彼
自
身
が
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
彼
の
法
(
な
い
し
、
権
利
)
に
従
い

(
E

吉岡
M
0
5
n
F
8
)
(
H
法
に
よ
っ
て
彼
に
認
め
ら
れ
た
手
続
に
従
い
)
(
自
分
に
帰
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
し
て
)
代
表
・
擁
護
(
き
お
己
と
す
る
限
り
、
そ

れ

(
H
保
障
人
の
不
出
廷
や
彼
に
と
っ
て
不
利
な
証
言
)
に
よ
っ
て
敗
け
る

(
H
敗
訴
す
る
)
こ
と
は
な
い
」
。
こ
こ
に
も
、
(
「
保
障
人
」
や
「
保
障
」
を
意

味
す
る
)
垣
刊
お
や
垣
刊
3
2匂
の
語
が
姿
を
見
せ
る
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ゆ
る
「
適
法
な
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

(
8
n
Z
0
0
2、
一
旬
開
)
が
(
証
明
手
続
の
上
で
)
(
保

障
人
に
よ
る
保
障
に
代
り
そ
れ
を
凌
ぐ
効
果
さ
え
も
つ
)
「
法
定
保
障
」
と
し
て
の
意
味
、
な
い
し
、
機
能
を
も
つ
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
後
に
四
・
(
二
)
と
つ
二
)
で
改
め
て
述
べ
る
。

(
却
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る

S
B
n
Z刊
の
語
に
は
い
ろ
い
ろ
な
用
法
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
条
項
の
場
合
は
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一

二
に
お
け
る
そ
れ
(
『
邦
訳
』
で
は
、
「
法
に
従
い
(
彼
の
法
的
義
務
の
履
行
を
)
申
し
出
る
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
、
正
し
く
は
「
自
ら
を
法
へ
と

(
H
自
分
を

裁
判
に
か
け
る
よ
う
)
請
う
」

|
l
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
一
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
)
と
同
じ
用
法
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

(
幻
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
い
て
は
、
ュ
n
F
5
8
の
語
は
、
「
ラ
ン
ト
法
上
の
裁
判
官
」
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、
(
ア
ウ
ク
ト
ル
・
ヴ
ェ

l
ト
ゥ
ス

に
お
け
る
古
色
虫
の
語
と
は
異
な
り
)
、
レ

l
ン
法
廷
を
主
宰
す
る
「
(
上
級
)
主
君
」
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
(
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
二

~^ 
5両
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

八
1
二
九
頁
、
お
よ
び
、
石
川
「
へ

l
ル
シ
ル
ト
制
」
(
一
二
)
、
四
四
九
頁
を
参
照
。
な
お
、
厳
密
に
言
え
ば
、
レ
ー
ン
法
六
九
・
八
で
は
号
Z
O百
の
語
が
「
ラ

ン
ト
法
上
の
裁
判
官
」
と
同
時
に
「
レ
l
ン
法
上
の
裁
判
官
」
を
も
指
す
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
向
上
、
お
よ
び
、

註
・
則
、
石
川
「
レ
l
ン
法
と
国
制
」
(
三
)
、
一
一
八
四
1
八
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
)

0

(
泣
)
「
ラ
ン
ト
法
」
に
は
次
の
よ
う
な
条
項
が
(
二
つ
)
あ
る
。
ラ
ン
ト
法
=
了
四
三
・
一
日
「
そ
の
者
三
m
g
g
)
が
誰
か
(
他
の
者
)
の
も
の
(
開
口
円
)

を
不
法
に
(
呈
円

5
5
n
Fお
)
(
H
法
の
定
め
に
反
し
て
、
具
体
的
に
は
、
「
占
有
権
」
な
い
し
占
有
の
た
め
の
「
権
原
」
が
な
い
の
に
)
占
取
す
る
(
な
い
し
、

し
た
)
場
合
、
そ
れ

(
H
そ
の
「
も
の
」
、
な
い
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
「
占
有
権
」
)
が
彼
に
対
し
判
決
を
も
っ
て
(
邑
ご
R
Z
O
)
否
認
さ
れ
る
(
民
間
開
自

主
旨
ロ

g
君
主
)
(
急
明
白
)
5
5
8
の
語
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
補
論
」
・
註
・
叩
を
参
照
)
な
ら
ば
、
彼
は
そ
れ

(
H
そ
の
「
も
の
」
)
を
照
罪
金
と
と
も
に

(
相
手
方
に
)
引
き
渡
さ

(
E
2
)
(な
い
し
、
返
還
し
)
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
さ
ら
に
こ
の
場
合
、
ラ
ン
ト
法
三
・
三
一
一
・
一

O

H
「
誰
か

(
H
被
告
)

を
相
手
ど
っ
て
原
告
が
法
廷
で
(
〈
。
ょ

gnzo)
人
命
金
(
日
相
手
を
殺
害
し
た
場
合
の
「
蹟
罪
金
」
)
ま
た
は
腹
罪
金
を
獲
得
す
る
場
合
、
そ
の
者

(
H
被
告
)

を
相
手
ど
り
裁
判
官
も
ま
た
彼
の
罰
金
を
取
得
す
る
、
も
し
彼
が
そ
れ

(
H
罰
金
)
を
要
求
し
よ
う
と
望
む
な
ら
ば
」
に
従
っ
て
、
「
不
法
占
取
者
」
は
裁
判
官

に
も
「
罰
金
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
)
。
た
だ
し
、
こ
の
条
項
で
「
誰
か
の
も
の
(
加
己
)
」
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
は
、

後
続
の
ラ
ン
ト
法
三
・
四
三
・
二
と
の
つ
な
が
り
か
ら
は
、
直
接
に
は
「
動
産
」

(
H
財
物
)
(
だ
け
)
に
か
か
わ
る
可
能
性
も
大
き
い
が
、
(
な
お
、

三
・
四
三
・
二
の
『
邦
訳
』
に
「
質
入
れ
し
た
」
と
あ
る
箇
所
1
1
1
原
文
は
吉
宮
話
。

ι
E
1
1
は
、
こ
の
機
会
に
「
担
保
と
し
て
交
付
し
た
」
と
改
め
て
お
き

た
い
)
、
も
う
一
つ
次
の
よ
う
な
条
項
が
あ
る
。
ラ
ン
ト
法
一
・
五
三
・
二

H
(
わ
れ
わ
れ
の
『
邦
訳
」
は
次
の
よ
う
に
改
め
た
い
)
「
そ
の
者
(
号
ヨ

g)

が
(
あ
る
)
所
領
府
三
)
を
自
分
の
も
の
(
な
い
し
、
自
分
に
帰
属
す
べ
き
も
の
)
と
主
張
し
て
そ
れ
を
訴
求
し
、
そ
し
て
彼
が
そ
れ

(
H
そ
の
訴
え
)

か
ら
判
決
を
も
っ
て
(
ヨ
=
B
S
8
)
却
け
ら
れ
る
(
な
い
し
、
却
け
ら
れ
た
)
場
合
、
彼
が
そ
れ

(
H
所
領
)
を
占
取
し
て
い
な
い
限
り
、
彼
は
そ
れ

(
日
そ
の
訴
え
)
に
つ
い
て
蹟
罪
金
な
し
に
ま
た
罰
金
な
し
に
す
む
」
o

つ
ま
り
、
「
不
動
産
訴
訟
」

(
H
所
領
の
帰
属
を
め
ぐ
る
訴
え
)
に
つ
い
て
は
、

所
領
を
「
占
取
」
し
て
敗
訴
し
た
者
は
、
た
と
え
(
訴
え
を
起
こ
し
た
)
「
原
告
」
で
あ
る
場
合
で
さ
え
も
、
相
手
方
に
は
「
腹
罪
金
」
、
裁
判
官
に
は

「
罰
金
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

な
お
、
以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
前
出
・
一
で
扱
っ
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
敗
訴
し
た
者
(
た
と
え
ば
、

B
)

が
、
前
註
・
日
で
述
べ
た
よ
う
に
、
所
領
を
「
占
取
」
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
二
・
四
二
・
四
の
事
案
と
同
じ
よ
う
に
、
「
蹟
罪
金
」
と
「
罰

金
」
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
二
・
四
二
・
一
で
は
そ
の
こ
と
が
(
明
示
的
に
は
)
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
、
そ
こ
で
、

二
・
四
二
・
一
は
、
や
は
り
両
当
事
者

(
A
と
B
)
が
い
ず
れ
も
「
占
有
」
な
し
に
そ
の
所
領
を
自
分
の
レ

l
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
ケ
l
ス
で
は

~I: i去52(5 ・ 85)1489



説論

な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
抱
か
れ
る
向
き
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
次
の
二
つ
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
。
①
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

i
ゲ
ル
の
現
行
刊
本
に
見
ら
れ
る
条
項
の
区
分
は
後
代

(
H
ア
イ
ケ
以
後
)
の
も
の
で
あ
り
、
ア
イ
ケ
自

身
の
テ
キ
ス
ト
(
な
い
し
、
頭
)
で
も
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
限
る
と
)
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
、
二
・
四
二
・
三
、
二
・
四
二
・
四
が
三
つ

の
条
項
に
分
か
れ
て
い
た
と
は
断
定
で
き
ず
、
「
(
敗
け
た
者
は
)
裁
判
官
に
罰
金
を
支
払
い
、
ま
た
も
う
一
人
の
者
に
は
蹟
罪
金
を
支
払
う
」
と

い
う
命
題
は
二
・
四
二
・
一
の
事
案
を
も
含
め
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
②
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
「
不
動
産
訴
訟
」
に
関
す
る
条
項
群

の
中
に
そ
れ
に
類
す
る
事
例
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
後
出
の
(
後
に
四
・
(
二
)
に
訳
出
す
る
)
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
一
は
、
「
ラ
ン
ト
法
」
に
お

け
る
「
適
法
な
(
な
い
し
、
法
定
の
)
ゲ
ヴ
ェ

l
レ」

(
5
n
z
m

。2d『
刊
)
の
「
定
義
」
的
条
項
で
あ
る
が
、
(
レ

l
ン
に
関
す
る
B
n
F
R
O
O
Z
B
の
証
明
手

続
は
「
レ
l
ン
法
」
に
お
け
る
そ
の
「
定
義
」
的
条
項
で
あ
る
レ
l
ン
法
二
ニ
・
一
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
に
て
そ
こ
で
は
ア
イ
ゲ
ン
に
関
す
る
お
号
席

。95
5
の
証
明
手
続
は
述
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
限
る
と
)
そ
の
直
後
に
位
置
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
の
中
で
(
そ

の
条
項
に
お
け
る
証
明
手
続
と
併
せ
て
)
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
と
解
さ
れ
る
)
事
例
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
出
凹
・
さ
乙
を
参
照
さ

れ
た
い
。

(
お
)
な
お
、
前
註
・
日
で
解
説
し
た
レ

l
ン
法
三
三
・
一
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
の
事
案
に
お
い
て
、
所
領
を
不
法
に
占
取

し
た
被
告

(B)
が
勝
訴
し
う
る
の
は
、
相
手
方

(
A
)
が
一
年
と
一
日
以
内
に
「
正
規
の
訴
え
」
を
起
こ
し
て
所
領
を
追
求
し
な
か
っ
た
場
合
に

限
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

(μ)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
註

-
U、
日
、
辺
、
犯
で
述
べ
た
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
こ
の
条
項
で
は
、
所
領
を
不
法
に
「
占
取
」
し
た

B
が
(
ほ
ん
ら
い
所
領
の
「
占
有
権
」
を
も
っ
)
相
手
方
・

A
に
「
蹟
罪
金
」
を
支
払
う
べ
き
こ
と

は
(
明
示
的
に
は
)
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
「
レ

l
ン
法
」
に
は

|
l
「
い
ず
れ
の
責
(
な
い
し
、
罪
過
)
(
∞
E
Z
)
の
か
ど
で
あ
れ
、
主
君
は

彼
の
家
臣
を
レ
l
ン
法
廷
に
召
喚
(
し
て
問
責
)
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
の
責
(
な
い
し
、
罪
過
)
が
(
主
君
に
支
払
わ
れ
る
)
罰
金
に
値
す
る
場
合

に
は
」
(
レ
l
ン
法
六
五
・
こ
と
い
う
条
項
が
あ
る
だ
け
で

1
1
(前
註

-nに
引
用
し
た
)
ラ
ン
ト
法
三
・
一
一
一
一
一
・
一

O
の
よ
う
な
条
項
は
見
当

た
ら
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
ら
く
そ
れ
は
、
レ
ー
ン
法
上
の
裁
判
で
は
、
家
臣
の
訴
え
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
も
、
多
く
の
場
合
「
主
君
に

よ
る
問
責
」
の
形
を
と
る
こ
と
か
ら
、
主
君
の
役
割
が
叙
述
の
前
面
に
出
て
く
る
た
め
、
と
思
わ
れ
る
。
現
に
レ

l
ン
法
六
八
・
九
は
、
ま
ず
(
対

応
す
る
A
V
二
・
五
四
と
同
じ
く
)
「
い
ず
れ
か
の
主
君
の
家
臣
(
で
あ
る
者
)
は
彼

(
H
家
臣
)
(
自
身
)
の
出
生
(
身
分
)
に
従
っ
て
瞭
罪
金
を
も
っ

(
あ
る
い
は
、
受
け
取
る
こ
と
述
べ
た
後
に
、

(
A
V
二
・
五
四
に
は
な
い
)
「
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
臣
の
腹
罪
金
が
い
か
ほ
ど
で
あ
る
か
は
、
人

北法52(5・86)1490



「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

は
ラ
ン
ト
法
に
つ
い
て
述
べ
(
て
い
)
る
巻

(
H
「
ラ
ン
ト
法
」
)
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
と
い
う
一
文
を
加
え
て
「
ラ
ン
ト
法
」
の
参
照
を
求
め

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
レ
ー
ン
法
上
も
、
ラ
ン
ト
法
三
・
三
二
・
一

O
に
見
ら
れ
る
の
と
同
じ
原
則
が
あ
っ
た
、
と
考
え
て
も
大
過
あ
る
ま

、‘。
-
U
V
 

(
お
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
註

-nの
後
段
で
述
べ
た
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
幻
)
因
み
に
こ
の
こ
と
は
、
次
の
よ
う
な
|
|
主
君
と
の
関
係
に
お
い
て
家
臣
の
権
利
を
守
る
た
め
に
は
き
わ
め
て
重
要
な

l
l
原
則
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
る
。
「
家
臣
は
(
主
君
に
よ
る
)
あ
ら
ゆ
る
問
責
か
ら
彼
(
単
独
)
の
潔
白

(
H
無
実
)
の
宣
誓
(
巴
ま
g
z
)
(
H
雪
菟
な
い
し
否
認
宣
誓
)
を

も
っ
て
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
れ

(
H
問
責
の
事
由
)
が
(
ラ
ン
ト
)
法
廷
で
(
〈
2
加
刊
号
宮
町
)
生
じ
た
(
な
い
し
、
行
わ
れ
た
)
こ
と
を
、
な
ん

び
と
も
証
人
に
よ
り
立
証
し
え
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
」
(
レ
l
ン
法
一
允
・
二
)
。
こ
の
条
項
の
言
。
『
)
加

E
S
S
の
語
に
つ
い
て
、
私
は
、
か
つ

て
は
(
一
般
的
見
解
に
従
い
)
「
ラ
ン
ト
法
廷
」
だ
け
で
な
く
「
レ

l
ン
法
廷
」
を
も
含
む
と
解
し
て
い
た
が
、
石
川
「
裁
判
(
権
ご
の
も
と
に
な
っ

た、

o
a
c
g
n
Z
E
M
R
Z
g目
立
団
関
白
て
口

H45『
E
E
m
2
2
3吉
岡
田
町

FqmmnZ門
田
宮
】
吉
「
・
明
白
出
向
田
町

E
P
E円
穴

FognFm】
】
担
当
叶
。
・
。

mVE35加
@
E『田町・

〈
・
。
・
閃
S
E問
、
甲
山

Z
E
E開
Z
・
3
ヨ
を
執
筆
す
る
に
当
た
り
再
考
し
た
結
果
、

1

1
同
書
の
他
の
箇
所
に
お
け
る
な
コ

nZ刊
の
語
が
(
世
俗
法
に

つ
い
て
は
)
ラ
ン
ト
法
上
の
そ
れ
だ
け
を
指
す
の
と
同
じ
く

i
l，
「
ラ
ン
ト
法
廷
」
だ
け
を
指
す
、
と
い
う
見
解
に
改
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

論
拠
に
つ
い
て
は
、
石
川
・
向
上
、
二
五
1
二
七
頁
で
詳
論
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
こ
の
レ
l
ン
法
一
九
・
二
は
、

A

V
に
対
応
条
項
が
な
く
、
「
レ

1
ン
法
」
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
)
で
補
足
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川

「へ

l
ル
シ
ル
ト
制
」
合
一
一
)
、
四
四
六
1
四
四
九
頁
、
お
よ
び
、
次
註
・
却
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
レ

l
ン
法
一
一
・
一
、
一
三
・
一
、
一
四
・
一
、
三
三
・
一
、
六
八
・
二
。
な
お
、
「
法
定
期
限
内
に
」
と
い
う
条
件
に
つ
い
て
は
前
註

-m

を
、
ま
た
、
そ
れ
が
お
n
F
8
。
9
5
8
H
「
適
法
な
(
な
い
し
、
法
定
の
)
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
の
問
題
と
関
連
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
(
後
出
四
・
(
二
)

と
さ
一
)
で
改
め
て
論
ず
る
が
て
と
り
あ
え
ず
前
註

-mに
引
用
し
た
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
四
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
右
に
挙
げ
た

(
E
Z

骨

Z
m
o
の
語
が
姿
を
見
せ
る
)
レ
l
ン
法
の
諸
条
項
を
、
試
み
に
ア
ウ
ク
ト
ル
・
ヴ
ェ

l
ト
ゥ
ス
の
テ
キ
ス
ト
と
比
較
し
て
み
る
と
、
容
易
に
次
の

こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
レ
ー
ン
法
二
ニ
・
一
、
一
四
・
一
、
三
三
・
一
の
諸
条
項
に
お
い
て
は
、

B
n
F
8
5
お
m
の
語
は

A

V
に
対
応
条
項
の
な
い
(
つ
ま
り
、
「
レ
i
ン
法
」
で
補
足
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
)
箇
所
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
レ

l
ン
法
一
一
・
一
に
つ
い
て
は
、
そ

の
「
い
ず
れ
の
所
領
で
あ
れ
そ
の
家
臣
か
ら
(
そ
れ
を
)
実
力
を
も
っ
て
奪
わ
れ
、
彼

(
H
家
臣
)
が
そ
れ
を

B
n
F
S
E
印
加
。
を
も
っ
て
追
求
し
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
」
と
い
う
件
に
A

V
一
・
一
一
一
一
二
で
対
応
し
て
い
る
の
は
、
「
(
家
臣
が
)
』

Eggs-陸
宮
己
申

(
H
B
S
5
E
a
g
に
よ
っ
て
追
求

北法52(5・87)1491



説雪ム
ロ岡

し
て
い
る
レ

l
ン
は
」
と
い
う
は
る
か
に
簡
単
な
文
章
に
す
ぎ
ず
、
ま
た
、
「
彼

(
H
家
臣
)
が
そ
の
お
n
F
S
E
a
o
に
つ
い
て
証
人
を
有
す
る
限
り
」

と
い
う
件
に
は
、
そ
も
そ
も

A

V
一
・
三
三
に
対
応
す
る
文
が
な
い
。
ま
た
、
レ
ー
ン
法
六
八
・
二
は
、
所
領
を
奪
わ
れ
た
家
臣
が
主
君
に
罰

金
を
支
払
う
べ
き
場
合
に
つ
い
て
、
対
応
す
る

A

V
二
・
四
九
で
は
「
そ
の
者

(
H
所
領
を
奪
っ
た
者
)
を

-
5
E
告
白
白
ロ
B
S
S
に
よ
っ
て
追
求
し

な
い
か
、
あ
る
い
は
(
〈
己
)
、
(
所
領
を
奪
わ
れ
た
こ
と
を
)
彼
の
主
君
に
知
ら
せ
な
い
」
場
合
と
し
て
い
た
も
の
を
、
「
彼

(
H
家
臣
)
が
そ
の
(
所
領

を
奪
わ
れ
た
)
こ
と
を
彼
の
主
君
に
知
ら
せ
ず
、
ま
た
(
E
豆
町
)
(
な
い
し
、
し
か
も
)
、
彼
が
そ
れ

(
H
所
領
)
を

B
n
F
B
E
a
f乞
も
っ
て
追
求
し
な

い
」
場
合
と
い
う
よ
う
に
補
正
し
て
い
る
。
序
に
(
「
レ

1
ン
法
」
に
つ
い
て
は
ア
ウ
ク
ト
ル
・
ヴ
ェ

l
ト
ゥ
ス
を
独
自
に
独
訳
し
た
と
さ
れ
て
い
る
)

「ゲ
l
ル
リ
ッ
ツ
法
書
」

(
2号
S
F
E田
宮
♀
)
を
参
照
し
て
み
る
と
、
ー
l

A

V
に
対
応
箇
所
の
な
い
も
の
は
も
ち
ろ
ん
同
法
警
に
も
姿
を

見
せ
な
い
が
|
|
、

A
V
に
対
応
箇
所
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
も
、

A
V
二
・
四
九
に
対
応
す
る
同
法
書
の
条
項
が

A
V
二
・
四
九
の
〈
巳
の
語

を

g
s
に
改
め
た
上
で

gssn}お
刊
に
触
れ
て
い
る
だ
け
で
、

A
V
一
・
一
一
一
一
二
に
対
応
す
る
同
法
書
の
条
項
は
こ
の
語
が
現
れ
る
べ
き
箇
所
を

割
愛
し
て
い
る
。
ま
た
、
(
円
四
F
S
E
a
o
と
裏
表
の
関
係
に
あ
る
と
も
言
え
る
)
『
m
n
F
B
G
S君
。
お
の
語
が
「
レ

l
ン
法
」
に
姿
を
見
せ
る
箇
所
(
「
ド
イ

ツ
語
第
一
版
」
に
限
る
と
1
1
1
以
下
同
様

|
l、
一
一
一
一
・
一
、
二
ニ
・
図
、
一
四
・
一
、
三
七
・
二
一
)
も
、
そ
も
そ
も

A
V
に
対
応
す
る
条
項
が
な
い
か

(レ
l
ン
法
二
二
・
四
て
あ
る
い
は
、
対
応
箇
所
が
あ
っ
て
も
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
の
は
単
な
る
勺

2
8
5
0
あ
る
い
は
ち
百
号
お
の
語
に
す
ぎ

ず
(
レ

l
ン
法
一
三
・
一

H
A
V
一
・
一
O
三
、
一
四
・
一

H
A
V
一
・
四
O
、
=
一
七
・
三
日

A
V
一
・
九
三
の
う
ち
の
一
箇
所
)
、
レ

l
ン
法
三
七
・
一
二

(
の
う
ち
の
も
う
一
筒
所
)
の
お
♀
お
宅
刊
お
の
語
に

A
V
一
・
九
三
一
の
宅
E
B
E
E
F
5
g
の
語
が
対
応
し
て
い
る
の
が
唯
一
の
例
外
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら

A
V
の
諸
条
項
に
対
応
す
る
ゲ

1
ル
リ
ツ
ツ
法
警
の
諸
条
項
の
中
で
、

&
m
B
n
E口
当

q
m
の
語
が
姿
を
見
せ
る
の
は

A
V
-
-
九
三
に
対

応
す
る
条
項
の
一
箇
所
だ
け
で
あ
り
、
こ
れ
も
そ
の
点
で
唯
一
の
例
外
を
な
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
念
の
た
め
、
と
り
あ
え
ず
エ
ツ
ク
ハ
ル
ト

編
「
ゲ
l
ル
リ
ッ
ツ
法
書
」
(
∞

-coB
の
脚
註
に
付
さ
れ
た
彼
の
考
証
を
手
が
か
り
に
し
て
調
べ
て
み
る
と
、
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
，
「
ラ

ン
ト
法
」
の
中
で
お
n
z
s
E白
岡
町
お
よ
び

B
n
F
8
G
S宅
四
日
の
語
が
現
れ
る
諸
条
項
(
ラ
ン
ト
法
一
・
七
0
・
一
、
二
・
二
四
・
一
、
二
・
四
四
・
一
、

お
よ
び
、
ラ
ン
ト
法
二
・
三
・
一
、
二
・
二
四
・
一
、
二
・
四
四
・
一
、
ご
了
=
一
八
・
一
)
が
ゲ

l
ル
リ
ツ
ツ
法
書
に
影
響
を
与
え
た
痕
跡
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
は
、
ま
ず
ア
ウ
ク
ト
ル
・
ヴ
ェ

l
ト
ウ
ス
、
次
い
で
そ
の
「
ラ
テ
ン
語
版
・
ラ
ン
ト
法
」
が
成
立
し
た
も
の
の
、

そ
こ
に
は
ま
だ
お
各
お

E
世
間
伺
お
よ
び

B
n
E
R
G
S耳
目
お
の
明
確
な
概
念
が
見
ら
れ
ず
、
そ
れ
ら
の
明
確
な
概
念
、
特
に
お
n
F
8
E由
加
。
は
(
原
則
と

し
て
)
ラ
ン
ト
法
廷
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
は
、
「
ラ
ン
ト
法
・
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
執
筆
の
際
に
は
じ
め
て
成
立
し
、
そ
れ

に
も
と
手
つ
い
て
「
レ

l
ン
法
・
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
補
足
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
詳
細
に
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

つ
い
て
は
、
い
ず
れ
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
(
テ
キ
ス
ト
)
成
立
史
に
即
し
て
お
n
z
g

。2、
刊
号
概
念
の
成
立
を
論
ず
る
時
に
譲
る
ほ
か
は
な
い
。

(
却
)
こ
れ
ま
で
に
扱
っ
た
二
つ
の
条
項
は
も
と
よ
り
、
こ
の
「
不
動
産
訴
訟
」
に
関
す
る
条
項
群
の
中
に
は
、
お
よ
そ
(
単
独
の
)
「
雪
菟
(
な
い
し
、

否
認
)
宣
誓
」
は
姿
を
見
せ
ず
、
所
領
を
奪
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
被
告
に
求
め
ら
れ
る
証
明
手
続
は
、
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
、
あ

る
い
は
、
は
っ
き
り
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節
以
下
で
後
出
の
諸
条
項
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
初
)
因
み
に
、
主
君

(C)
が
(
所
領
を
奪
わ
れ
た
)
A
が
ラ
ン
ト
法
廷
で
勝
訴
し
た
後
に
(
所
領
を
奪
っ
た

)
B
を
レ

l
ン
法
廷
に
召
喚
し
て
問
責
す

れ
ば
、

l

l
前
註
・
幻
に
引
用
し
た

l
l
レ
l
ン
法
一
九
・
二
の
原
則
に
従
い
、

B
が
「
聖
遺
物
に
か
け
て
」
の
宣
誓
に
よ
っ
て
そ
の
問
責
を

免
れ
る
わ
け
に
い
か
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
以
上
に
述
べ
た
私
見
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
も
(
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ
l
ゲ
ル

に
お
け
る
)
レ
l
ン
法
に
対
す
る
ラ
ン
ト
法
の
優
位
が
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
こ
こ
で
は
併
せ
て
そ
の
優
位
の
技
術
的
根
拠
の
一
端
が
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
さ
れ
た
い
。

(
訂
)
以
下
、
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
の
ほ
か
に
、
石
川
「
ア
イ
ゲ
ン
」
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
詑
)
ラ
ン
ト
法
一
・
二
了
三
、
お
よ
び
、
一
・
一
七
・
一
を
参
照
。

(
お
)
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一

H

「
相
続
人
の
承
諾
な
し
に
、
ま
た
、
正
規
の
(
な
い
し
、
定
例
の
)
裁
判
集
会

(
o
n
z
ι
5
5
な
し
に
は

(
H
正
規
の

裁
判
集
会
に
お
い
て
で
な
け
れ
ば
)
、
な
ん
び
と
も
彼
の
ア
イ
ゲ
ン
、
ま
た
は
、
彼
の
従
属
民

(-E刊
)
(
H
a
g
-
E
o、
つ
ま
り
「
体
僕
」
)
を
譲
渡
す

る
(
伺
0
5ロ
)
こ
と
を
え
な
い
」
。

(
お
)
(
前
註
・
2
に
挙
げ
た
)
ホ
l
マ
イ
ヤ
l
、
二
七
三
頁
を
参
照
。
ホ
l
マ
イ
ヤ
ー
に
よ
れ
ば
、
「

(
A
の
)
優
位
の
理
由
と
し
て
、
註
解
は
次
の
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
、
(
す
な
わ
ち
)
、
「
あ
る
主
君

(C)
は
彼

(B)
に
彼
の
レ

l
ン
を
(
国
王
罰
令
権
の
下
に
開
催
さ
れ
た
H
グ
ラ
1

フ
の
)
裁
判
集
会

(伺

saae話
相
)
な
し
に
封
与
し
、
そ
し
て
(
な
い
し
、
そ
れ
に
対
し
て
て
あ
る
ア
イ
ゲ
ン
を
彼

(A)
に
(
国
王
罰
令
権
の
下
に
開
催
さ
れ
た
H
グ
ラ
l

フ
の
)
裁
判
集
会
で
、
ま
た
、
正
規
の
裁
判
集
会
の
場
所
で
(
宮
内
n
z
q
eロ
(
加
)
町
民
主
)
譲
渡
す
る
」
(
と
い
う
理
由
が
そ
れ
で
あ
る
)

0

(

な
お
、
開
O
Z開2

の
語
に
つ
い
て
は
、
『
邦
訳
』
(
一
九
一
頁
)
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
・
二
、
註
・
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
)

0

(
お
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
い
て
、
汚
名
伺
(
口
)
日
「
参
審
員
」
の
諾
は
お
82σ
即時(〈ユ

g
g
)
H
「
参
審
(
員
に
な
り
う
る
)
自
由
人
」
の
語
と
明

確
に
区
別
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
後
者
は
、
(
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
に
参
画
す
る
義
務
を
負
ぃ
、
そ
れ
に
参
画
す
る
資
格
の
あ
る
)
「
身
分
」
を

指
す
(
し
た
が
っ
て
‘
法
廷
に
お
け
る
活
動
と
必
ず
し
も
関
係
の
な
い
場
合
に
(
も
)
用
い
ら
れ
る
)
の
に
対
し
て
、
前
者
は
言
わ
ば
グ
ラ
i
フ
裁
判
所

の
構
成
員
と
し
て
一
定
の
役
割
り
を
果
た
す
者
、
特
に
(
法
廷
で
)
判
決
を
発
見
す
る
者
を
指
す
。
判
決
の
発
見
は
「
参
審
員
の
椅
子
」
に
坐
っ
て

北r去52(5・89)1493



説

行
わ
れ
る
の
で
、
そ
れ
に
「
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
者
」
は
、
判
決
を
発
見
す
る
た
め
に
ま
ず
こ
の
「
椅
子
」
を
請
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
ラ
ン

ト
法
二
・
二
一
・
二
二
、
一
二
・
二
六
・
二
、
三
・
六
九
・
三
を
参
照
)
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
に
参
画
す
る
「
参
審
自
白
人
」
の
中
に
は
、

「
参
審
員
の
椅
子
」
に
「
生
ま
れ
つ
い
て
い
る
者
」
と
「
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
者
」
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・

四
三
・
一
の
場
合
は
、
ア
イ
ゲ
ン
の
譲
渡
が
法
廷
で
行
わ
れ
る
だ
け
で
、
「
参
審
員
の
椅
子
に
生
ま
れ
つ
い
て
い
な
い
者
」
が
参
審
員
の
椅
子
を

請
う
て
判
決
を
発
見
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
、
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
「
参
審
員
」
と
言
え
ば
そ
の
「
椅
子
に
生
ま
れ
つ
い
た
者
」
だ
け
を
指
し
、

し
か
も
彼
等
は
職
務
上

A
に
対
す
る
ア
イ
ゲ
ン
の
法
廷
譲
渡
に
立
ち
会
っ
て
そ
れ
を
じ
か
に
見
聞
し
た
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
ら
れ
る
。
(
な
お
、
石

川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
註
・
引

l
l
前
註
・

7
を
参
照
ー
ー
で
は
、
す
で
に
右
の
点
を
(
基
本
的
に
は
、
正
し
く
)
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
こ
の
点
に
関

し
て
述
べ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
点
で
「
補
足
」
な
い
し
「
補
正
」
が
必
要
で
あ
る
。
一
つ
は
、
ラ
ン
ト
法
一
・
二
・
二
の
お
8
8
の
訪
を
(
こ
の
箇

所
の
そ
れ
は
「
参
廷
義
務
を
負
う
者
」
を
指
す
か
ら
)
右
の
よ
う
な
用
語
法
の
唯
一
の
例
外
と
す
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
異
本
で
は
こ
れ
を

2
8
8
F
R
O

と
す
る
も
の
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
「
補
足
」
し
て
お
き
た
い
(
〈
包

--EP
∞・

5u-
〉ロヨ・

5
0
も
う
一
つ
は
、
ぉ
8
8
の
語
の
所
出
個
所
の
う
ち
(
少
な
く

と
も
)
(
ラ
ン
ト
法
)
「
二
・
四
一
・
こ
の
前
に
「
一
了
二
二
・
二
」
が
、
ま
た
、
「
二
四
二
・
こ
の
後
に
「
三
・
一
八
・
二
、
三
・
二
五
・
一
、
三
・
二

六
・
一
こ
が
脱
落
し
て
い
る
の
で
「
補
足
」
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
こ
の
う
ち
前
者
H
ラ
ン
ト
法
二
・
二
一
了
二
の
お
8
8
の
語
が
、
『
邦
訳
』
(
一
六
六
頁
)

で
は
「
参
審
自
由
人
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
(
い
さ
さ
か
恥
ず
か
し
い
)
誤
訳
で
あ
り
、
当
然
「
参
審
員
」
と
改
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
)
。

(
お
)
仮
に

B
が
A
に
「
相
続
」
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い
て
そ
れ
を
自
分
の
「
レ

l
ン
」
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
A
が
彼
の
ア
イ

ゲ
ン
を

B
に
授
封
し
た
の
に
そ
れ
を
否
認
し
た
場
合
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
、

B
は
そ
の
所
領
が

A
の
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
こ

と
を
前
提
し
、
そ
れ
を
レ

l
ン
と
し
て
自
分
が
「
占
有
」
す
る
こ
と
を
認
め
る
よ
う
、

A
の
レ

l
ン
法
廷
で
訴
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、

レ
l
J

B
が
す
で
に
A
の
亡
父
の
家
臣
で
あ
っ
て
、
亡
父
の
封
相
続
人
で
も
あ
る
A
に
対
し
て
(
そ
れ
ま
で
B
に
レ
l
ン
と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
た
)
ア
イ
ゲ

ン
の
「
授
封
更
新
」
を
求
め
る
こ
と
も
、
(
も
し
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
同
じ
よ
う
に
そ
の
所
領
が
ア
イ
ゲ
ン
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
た
上
で
、

A
の
レ
ー

ン
法
廷
で
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
が
て
や
が
て

(3)
で
引
用
す
る
レ
!
ン
法
七
一
・
六
に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ
ー

ン
」
に
つ
い
て
は

B
に
「
授
封
更
新
請
求
権
」
が
な
い
か
ら
、
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

(
幻
)
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
遺
産
相
続
の
具
体
的
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
ア
イ
ゲ
ン
」
、
九
i
一
一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
お
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
出
回
・
(
一
)
で
述
べ
る
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(ぬ
)σ
白
骨

(Hσ
目
出
田
町
『
)
の
語
は
、
文
字
通
り
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
よ
り
良
く
」
、
「
よ
り
有
利
に
」
、
「
よ
り
有
効
に
」
な
ど
の
意
味
で
あ
る
が
、
ザ
ク
セ

吾ふ

白岡
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ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
、
特
に
ラ
ン
ト
法
二
・
一
二
六
・
三
と
レ
l
ン
法
三
七
・
三
で
は
ー
ー
な
お
、
ラ
ン
ト
法
一
・
一
七
と
(
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
に

属
す
る
も
の
だ
が
)
一
・
二

0
・
四
を
も
参
照
|
l
、
そ
れ
と
ま
っ
た
く
同
じ
意
味
で

EH
自

n
B
E
m
a
n
F
お
と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の

で
、
本
稿
で
は
、
著
者
の
言
い
た
い
こ
と
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
敢
え
て
(
ほ
ん
ら
い
後
者
の
訳
に
ふ
さ
わ
し
い
)
「
(
よ
り
)
優
る
権
利
を

も
っ
て
」
と
い
う
訳
を
宛
て
る
こ
と
に
し
た
。

(
判
)
念
の
た
め
に
、
B
の
|
i
l
問
題
の
所
領
は
自
分
の

(
H
自
分
に
授
封
さ
れ
た
)
レ
l
ン
で
あ
る
と
い
う
|
|
主
張
が
事
実
に
反
す
る

(
H
「嘘」

で
あ
る
)
場
合
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
O
B
が
問
題
の
所
領
を
自
分
の
レ
l
ン
で
あ
る
と
主
張
す
れ
ば
、
前
出
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
(
お

よ
び
、
二
・
四
二
・
四
)
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
B
は
ほ
ん
ら
い
主
君
・

C
の
「
保
障
」
に
よ
っ
て
そ
の
主
張
を
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
場
合
、
仮
に

C
が
証
人
と
し
て
法
廷
に
召
喚
さ
れ
れ
ば
、
(
B
に
授
封
し
た
覚
え
の
な
い

)
C
は
(
一
了
四
二
・
一
の
D
の
よ
う
に
)
そ
も
そ
も
出
廷

し
な
い
か
、
出
廷
し
て
も
B
に
保
障
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
B
は
当
然
敗
訴
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
二
・
四
三
・
一
は
、

後
述
す
る
よ
う
に
、

C
の
出
頭
を
求
め
る
ま
で
も
な
く
|
|
つ
ま
り
、
B
に
対
し
て

C
が
保
障
を
与
え
よ
う
と
与
え
ま
い
と
そ
れ
に
は
関
係
な

く
l
l
A
を
勝
訴
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
場
合
、
B
の
主
張
が
事
実
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
実
は
裁
判
の
成
り
行
き
や
結
末
に
は
影
響
し

な
い
の
で
あ
る
。

(
社
)
厳
密
に
言
え
ば
、

C
か
ら
こ
の
所
領
を
授
封
さ
れ
て
い
た

C
の
家
臣

(X)
が
B
に
そ
れ
を
又
授
封
し
、
B
が
そ
れ
を
「
占
有
」
し
て
い
る
、
と

い
う
こ
と
も
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
す
ぐ
に

(
3
)
で
引
用
す
る
レ
l
ン
法
七
一
・
六
に
よ
れ
ば
、
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ
l
ン
」
が

又
授
封
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
は
、
B
は

X
を
保
障
人
と
し
て
引
き
合
い
に
出
し
、

X
が
証
人
と
し
て
出
廷

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
な
の
に
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
-
で
は
、
|
|
後
述
す
る
よ
う
に
|
|
B
が

C
を
保
障
人
と
し
て
引

き
合
い
に
出
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
う
し
た
ケ
l
ス
は
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
考
え
ら
れ
る
。

(
但
)
も
し

C
が
A
に
対
す
る
法
廷
譲
渡
後
に
こ
の
所
領
を
B
に
封
与
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
|
ー
す
で
に
自
分
の
も
の
で
な
く
な
っ
た
も
の
を

譲
渡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
i
l
l
当
然
「
無
効
」
で
あ
り
、
B
は
l
ー
そ
の
所
領
を
占
有
し
て
い
よ
う
と
い
ま
い
と
|
|
当
然
敗
訴
す
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
場
合
、

C
は
B
に
保
障
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
領
を
封
与
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
註
・
日
で
述
べ
た
レ

1
ン
法
一
二
三
・
一
に
従

ぃ
、
B
に
対
し
て
そ
れ
を
補
償
す
る
義
務
を
も
つ
が
、
そ
う
し
た
ケ
l
ス
は
l
|
あ
ま
り
に
も
「
自
明
」
な
た
め
|
|
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四

三
・
一
に
含
ま
れ
て
い
な
い
、
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
日
)
レ
l
ン
法
五
・
一
日
「
二
人
の
家
臣
に
主
君
は
(
同
じ
)
一
つ
の
所
領
を
封
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
、

「同じゲヴェーレをもってJ、占有か保障か

一
人
は
そ
れ
に
つ
い
て
ゲ

北法52(5・91)1495 



説

ヴ
ェ

l
レ
宙
開
語
、
0
5
)
(
H
占
有
・
占
有
権
)
を
も
ち
、
そ
し
て
も
う
一
人
は
、
そ
の
所
領
を
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
の
中
に
も
っ
て
い
る

(
H
現
に
占
有
・
支

レ
ー
ン

配
し
て
い
る
)
者
が
封
相
続
人
な
し
に
死
亡
し
た
場
合
に
(
そ
の
所
領
を
占
有
・
支
配
す
る
て
と
い
う
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
(
加
旦
百
加
何
)
(
H
予
約
)
を
(
も

っ
て
と
い
う
よ
う
に
」
。

(
叫
)
前
註
・

4
に
引
用
し
た
レ

l
ン
法
五
・
一
は
、
そ
の
後
次
の
よ
う
に
つ
づ
く
。
「
こ
の
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
(
加
a
g
m
n
)
に
は
(
レ

l
ン
の
)
承
継

(
〈
。
』
加
刊
)
は
な
い
。
ま
た
、
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
の
中
に
も
っ
て
い
る

(
H
現
に
占
有
・
支
配
し
て
い
る
)
者
が
そ
れ
を
手
放
す
(
つ

ま
り
、
主
君
に
返
還
す
る
)
な
ら
ば
、
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
は
破
ら
れ
る
」
。
石
川
「
レ

l
ン
法
邦
訳
」

(
l
て

レ

l
ン
法
五
・
一
、
註
・

4
で
述
べ
た
よ
う

に
、
こ
の
条
項
の
〈
C
百
四
の
語
に
は
「
相
続
権
」
も
含
ま
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
の
語
が
(
主
君
交
替
の
際
の
)

「
授
封
更
新
請
求
権
」
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

(
時
)
(
前
註
・

7
で
触
れ
た
)
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
註
・
引
で
は
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
、
「
唯
一
あ
り
う
る
ケ
l
ス
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
場
合
を

想
定
し
て
い
る
(
一
九
八
頁
)
。
(
た
だ
し
、
符
号
は
本
稿
に
お
け
る
そ
れ
に
合
わ
せ
て
引
用
す
る
)
0

「
主
君

C
は
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
(
の
一
部
)
を
家
臣
X

に
授
封
し
、
家
臣
X
が
そ
れ
を
占
有
し
て
い
た
。
次
に
、
こ
の
同
じ
土
地
を

C
は
家
臣
B
に
対
し
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
の
形
で
(
つ
ま
り
、

X
が
封
相
続
人

な
し
に
死
亡
し
た
と
き
に
占
有
さ
せ
る
と
い
う
条
件
で
)
授
封
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
後
で
、

C
が
同
じ
土
地
を
こ
ん
ど
は

A
に
対
し
(
ゲ
デ
イ
ン
ゲ

の
場
合
と
同
じ
条
件
で
)
法
廷
で
:
:
:
譲
渡
(
の
約
定
を
)
す
る
。
そ
の
結
果
、

X
が
死
亡
し
た
と
き
、

B
は
そ
れ
を
自
分
の
レ

l
ン
と
し
て
、

A

は
そ
れ
を
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
」
。

し
か
し
、
こ
の
想
定
は
、
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、

B
の
も
つ
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
の
権
利
に
は
さ
-mo
が
な
い
か
ら
、
そ
れ
は

A
へ
の
法
廷
譲
渡
の

時
点
で
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
、
ま
た
、
|
|
す
ぐ
に
後
述
す
る
よ
う
に
|
|
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ

l
ン
」
に
も

5-唱
が
な
い
か
ら
、

X
の
占
有

権
も
そ
の
時
点
で
消
滅
す
る
こ
と
を
見
落
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

X
が
死
亡
し
た
と
き
仮
に

B
が
、
(
も
と
も
と
C
か
ら
与
え
ら
れ
、

A
に
よ
っ
て
承

け
継
が
れ
た
と
い
う
)
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
の
権
利
に
も
と
づ
き
、

A
に
対
し
て
問
題
の
所
領
は
自
分
の
レ

l
ン
で
あ
る
と
主
張
す
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ

は
|
|
前
註
・
犯
で
述
べ
た
よ
う
に

l
l
A
が
所
領
の
新
し
い
持
主
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
事
案
は
|
|
ラ
ン
ト
法

廷
で
は
な
く

i
1
A
の
レ

l
ン
法
廷
で
争
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
誤
謬
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
や
ア
イ
ゲ

ン
・
レ

1
ン
の
特
性
に
つ
い
て
の
理
解
の
不
足
に
も
よ
る
が
、
特
に

A
に
対
す
る
法
廷
譲
渡
に
関
し
て
「
(
ゲ
デ
イ
ン
ゲ
の
場
合
と
同
じ
条
件

で
)
」
と
い
う
史
料
的
典
拠
の
な
い
想
定
を
恋
意
的
に
付
け
加
え
た
の
は
、
す
で
に
百
円
加
巳
岡
宮
司
君
巳
刊
H

「
双
方
と
も
占
有
を
も
た
ず
に
」
と
い
う

通
説
的
理
解
に
疑
問
を
抱
き
、
耳
目
見
の
語
が
「
追
奪
担
保
」

(
H
保
障
)
を
意
味
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
な
が
ら
、
通
説
的
理
解
と
最
終
的
に
訣
別

ヨ'b、
日冊
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「同じゲヴェーレをもってj、占有か保障か

し
て
、
証
明
手
続
そ
の
も
の
が
も
っ
意
味
を
深
く
省
察
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
本
稿
の
執
筆
を
契
機
に
永
年
気
に
懸
っ
て

い
た
こ
と
を
補
正
す
る
機
会
を
得
て
、
内
心
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

(
必
)
た
だ
し
そ
の
こ
と
は
、
所
領
が
家
臣
に
授
封
さ
れ
家
臣
が
そ
れ
を
占
有
し
て
い
る
こ
と
と
は
関
係
が
な
く
、
そ
の
所
領
が

l
i
ア
イ
ゲ
ン
と

は
異
な
り

l
|
ほ
ん
ら
い
主
君
の
も
の
で
は
な
く
、
上
級
主
君
か
ら
封
与

(
H
貸
与
)
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

あ
る
家
臣
が
レ

l
ン
を
手
放
す
場
合
も
、
(
法
的
に
は
)
そ
れ
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
主
君
に
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(3)
、
レ
l
ン
法
二
ハ
、
註
・

3
で、

8
E
B
の
語
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
も
っ
と
も
、

家
臣
は
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
た
所
領
を
、
主
君
が
家
臣
の
望
む
第
三
者
に
授
封
す
る
と
い
う
条
件
を
付
し
て
、
主
君
に
返
還
す
る
(
つ
ま
り
、
実

質
的
に
「
譲
渡
」
す
る
)
こ
と
は
で
き
る
が
(
レ
l
ン
法
二
六
・
一

O
、
三
六
、
三
九
・
三
を
参
照
)
、
家
臣
に
よ
る
主
君
へ
の
所
領
の
返
還
も
、
一
般

に
は
、
ー
ー
そ
の
際
又
家
臣
が
主
君

(
H
又
家
臣
の
上
級
主
君
)
に
対
し
て
授
封
更
新
請
求
権
を
も
つ
こ
と
を
前
提
し
て
そ
の
手
続
に
つ
い
て
述
べ

た
(
た
と
え
ば
レ
1
ン
法
二
五
・
一
な
ど
の
)
諸
条
項
に
明
ら
か
な
よ
う
に
ー
ー
そ
の
所
領
が
家
臣
か
ら
さ
ら
に
又
授
封
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に

は
関
係
な
く
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
灯
)
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
へ

l
ル
シ
ル
ト
制
」
(
二
)
、
六
五
1
六
六
頁
、
お
よ
び
、
註

-m、
向
上
(
三
)
、
四
四
0
1
四
四
四
頁
で
訳

出
の
上
検
討
し
て
お
い
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
必
)
こ
の
場
合
の
〈
♀
唱
の
語
は
、
「
授
封
更
新
請
求
権
」
だ
け
を
指
す
、
と
解
さ
れ
る
ο

石
川
「
ヘ

l
ル
シ
ル
ト
制
」
合
己
、
註

-m、
お
よ
び
、

前
註
・
H
H
を
参
照
。

(
特
)
前
註
・
お
に
引
用
し
た
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一
を
参
照
。

(
印
)
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る

-aFSの
語
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
一
四
二
頁
、
一
五
一
一
一

1
一
五
九
頁
、
お
よ
び
、
石

川
「
レ

1
ン
法
邦
訳
」

(
2
)
、
レ

l
ン
法
七
・
一
、
註
・

1
を
参
照
さ
れ
た
い
。
因
み
に
、
前
註

-
H
で
触
れ
た

-
m
e
n
E
m宮
宅
開
『
刊
の
語
も
こ
う

し
た

-a-nyの
用
語
法
の
一
環
で
あ
る
。

(
日
)
念
の
た
め
に
一
言
す
る
と
、
レ
ー
ン
法
七
一
・
六
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
ア
イ
ゲ
ン
・
レ

l
ン
に
関
す
る
規
定
は
、
(
わ
れ
わ
れ
の
言
う
)
「
強
行
法

規
」
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
、
「
ア
イ
ゲ
ン
・
レ

l
ン
に
は
〈
♀
常
が
な
い
」
と
い
う
命
題
は
、
家
臣
が
授
封
更
新
を
求
め
た
と
き
(
新
し
い
)
主
君

は
そ
れ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
主
君
が
望
め
ば
も
ち
ろ
ん
授
封
を
更
新
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
同
じ
よ
う
に
、

c

が
B
に
封
与
し
て
い
た
ア
イ
ゲ
ン
を

A
に
譲
渡
す
る
場
合
、
関
係
者
が
そ
う
し
よ
う
と
思
え
ば
、

B
が
A
の
家
臣
に
な
っ
て

A
か
ら
改
め
て
同
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説

じ
所
領
の
授
封
を
受
け
る
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
)
の
ケ

l
ス
で
は
、

A
が
B
に
所
領

の
引
き
渡
し
を
求
め
て
い
る
以
上
、

A
が
そ
う
し
た
道
を
選
ば
ず
、

C
が

l
l
レ
l
ン
法
七
一
・
六
の
規
定
に
も
と
づ
き
1
|
所
領
を
青
島
♀

な
状
態
で
引
き
渡
す
こ
と
を
前
提
に
し
て
そ
の
譲
渡
を
受
け
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
(
ラ
ン
ト
法
上
の
)
裁
判
所
も
そ
う
し
た
前
提
に

立
っ
て

A
の
請
求
を
法
的
に
評
価
し
判
断
す
る
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

(
臼
)
ネ

l
ル
ゼ
ン
夫
人
は
、
前
註
・

5
に
掲
げ
た
論
文
の
中
で
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
を
引
用
し
、
宮
町

m
m
E
R
唱

m
B
の
語
を

E
E再

色
町
民
宮
内
。
2
お
お
ョ
と
現
代
語
訳
し
た
上
で
(
凹
ま
)
、
そ
の
箇
所
に
付
さ
れ
た
註
(
〉
ロ
ヨ
・

3
)
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
|
1
傍
点
お
よ
び

〔
〕
内
は
私
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
|
|
。
「
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
で
は
、
双
方
が
一
つ
の
所
領
を
〔
自
分
の
〕
レ

l
ン
で
あ
る
と
主
張

し
て
お
り

3
8
5胃
2
z
g
)
〔
な
い
し
、
講
和
し
て
い
る
(
と
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
)
が
〕
、
二
・
四
三
・
一
で
は
、
〔
双
方
と
も
〕

Lr有
の
メ
リ
ッ
ト
ト

も
っ
て
い
な
い
と
い
う
前
提
(
島
町
〈
。
5
5
8
R
E
m巳
g

E号
E
S
。
2
5
5〈
。
耳
目
己
目
)
が
「
同
じ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
も
た
ず
に
」
〔
H
(
双
方
と
も
)
同
じ

く
占
有
を
も
た
ず
に
〕
と
い
う
表
現
で
、
明
示
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
」
。
(
因
み
に
、
彼
女
が
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
シ
ュ
ミ
ッ
ト
H
ヴ
ィ
l
ガ
ン
ト
夫

人
の

EE巳
加

E
S
R
O
n支出
5nFmps
と
い
う
訳
を
「
私
見
に
よ
れ
ば

g
E
5胃
E
」
と
批
判
し
た
の
は
、
こ
の
直
後
に
お
い
て
で
あ
る
)
。
以
上
に
よ
っ
て
、

ネ
l
ル
ゼ
ン
夫
人
が
。
2
5
5
の
語
を
「
占
有
」
の
意
味
で
用
い
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
二
・
四
三
・
一
の

A
と

B
は
双
方
と
も
所
領
を
占
有
し

て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
、
確
実
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
(
な
お
、
二
・
四
二
・
一
に
つ
い
て
も
、
g
s
-
u
B
n
z
o
ロ
の
語
に
ど
の
よ
う
な

意
味
を
こ
め
て
い
る
か
に
も
よ
る
が
、
ア
イ
ケ
以
後
の
「
補
筆
」
|
|
前
註

-mを
参
照
|
|
に
引
か
れ
て
、
同
じ
よ
う
に
考
え
て
い
た
可
能
性
は
決
し
て

小
さ
く
な
い
)
。

同
夫
人
は
、
本
文
の
方
で
は
、
ひ
き
つ
づ
き
(
後
に
四
・
(
こ
で
引
用
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
二
に
言
及
し
、
そ
れ
を
現
代
語
訳
し
た
上
で
)
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
(
∞
凶
吋
)
。
「
〔
以
上
の
諸
条
項
で
〕
常
に
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
明
ら
か
に
、
二
万
の
〔
少
な
く
と
も
一
了
四
三
・
一
に

つ
い
て
は
「
双
方
の
」
は
ず
で
は
な
か
っ
た
の
か
?
〕
当
事
者
が
占
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
っ
て
い
な
い
こ
と

E
g
E
Z
E
母
問
。
2
ゐ
お
き
コ
2
2
2ロ
R

司

E
B
)
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
不
動
産
訴
訟
の
特
別
な
状
況

(
Z
g
E
q
n
穴
富
田

E
E
F
g
g
)
〔
な
い
し
、
特
別
な
状
況
下
の
不
動
産
訴
訟
〕
で

あ
り
、
不
動
産
訴
訟
の
通
常
の

l
l
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
で
た
い
て
い
は
沈
黙
を
も
っ
て
や
り
す
ご
さ
れ
て
い
る
〔
な
い
し
、
明
示
的
に
語

ら
れ
る
こ
と
の
な
い
〕
証
明
〔
手
続
に
関
す
る
〕
規
定
で
は
カ
ヴ
ァ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
事
実
、
〔
こ
れ
ら
諸
条
項
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
〕
一
連
の
特

別
な
規
定
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
」
。
さ
ら
に
同
夫
人
は
、
「
上
述
の
諸
条
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
証
明
手
段
は
〔
同
夫
人
の
こ
の
論
文
に
お
け
る

主
張
か
ら
は
、
む
し
ろ
「
も
」
〕
、
明
ら
か
に
、
真
実
の
事
態
〔
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
ラ
ン
ト
法
二
・
一
九
・
二
を
参
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
根
本

主活h

a岡
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

的
な
疑
問
な
し
と
し
な
い
ー
ー
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
レ
|
ン
法
邦
訳
」

(
4
)
、
レ
l
ン
法
二
四
・
六
、
註

-
3
を
参
照
さ
れ
た
い
〕
、
し
た
が
っ

て
ま
た
〔
同
上
参
照
〕

J
真
実
の
。
権
利
者
を
確
定
す
る
狙
い
を
も
っ
て
い
る
」
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
一
の
「
保
障
人

の
調
達
」
と
と
も
に
、
再
び
二
・
四
二
了
一
の
「
二
人
の
参
審
員
の
証
一
一
言
」
を
挙
げ
、
そ
れ
を
「
裁
判
所
の
-
証
言
の
軽
減
さ
れ
た
形
態
」
(
町
ユ
2
n
E

8
5
2
5
ι
2
0
2
n
Z
N
O晶
君
∞
田
町
田
)
と
特
徴
づ
け
た
上
で
、
そ
こ
に
付
さ
れ
た
註
(
〉

3
・
ま
)
の
中
で
、
「
註
解

(20go)
も
や
は
り
〔
あ
る
い

は
、
「
果
た
せ
る
か
な
」
〕
、
授
封
よ
り
も
、
ラ
ン
ト
法
に
よ
る
土
地
取
得
の
方
が
よ
り
容
易
に
(
庁
戸
n
F
S
司
)
な
い
し
よ
り
信
湿
性
の
高
い
証
明
力
を

も
っ
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
規
定
を
説
明
し
て
い
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
〔
そ
の
際
、
同
夫
人
の
念
頭
に
あ
っ

た
「
註
解
」
は
、
お
そ
ら
く
本
稿
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
、
前
註

-
M
に
引
用
し
た
の
と
同
じ
も
の
、
と
思
わ
れ
る
〕
0

し
か
し
、
こ
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
二
・
四
三
・
一
に
関
し
て
双
方
と
も
「
占
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
も
た
な
い
」
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い

る
の
に
、
な
ぜ
そ
の
う
ち
の
一
方
(
だ
け
)
が
「
土
地
取
得
」
を
「
よ
り
容
易
に
」
証
明
で
き
る
手
段
を
用
い
う
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
を
禁
ず
る

わ
け
に
は
い
か
な
い
で
あ
ろ
う
。
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
了
一
の
証
明
手
続
は
、
果
た
し
て
「
軽
減
さ
れ
た
」
も
の
な
の
か
、
そ
う
だ
と
し
て
も
、

何
に
く
ら
べ
て
「
軽
減
」
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
こ
で
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

l
ゲ
ル
に
お
け
る
証
明
手
続
に
つ
い
て
詳

論
す
る
ゆ
と
り
も
用
意
も
な
い
が
、
と
り
あ
え
ず
次
の
こ
と
だ
け
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
「
ラ
ン
ト
法
」
に
は
、
確
か
に
、
裁
判
官
自
身
が
他
の
二
人
の
者
あ
る
い
は
二
人
の
参
審
員
と
と
も
に
証
人
に
な

る
事
例
が
い
く
つ
か
出
て
く
る
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
に
限
れ
ば
、
ラ
ン
ト
法
一
・
七
、
二
・
四
一
・
二
、
三
・
一
人
・
一
、
三
一
八
・
二
)
。
こ
の

う
ち
、
三
-
一
八
・
一
と
こ
は
、
い
ず
れ
も
裁
判
所
が
自
ら
判
決
を
も
っ
て
決
定
し
た
地
方
的
追
放
か
ら
の
「
引
き
戻
し
」
|
l
三
・
一
八
・
二

の
方
は
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
に
お
け
る
そ
れ
ー
ー
に
か
か
わ
る
(
し
た
が
っ
て
、
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
だ
け
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
と
と
も
に

証
人
に
な
る
の
は
「
二
人
の
参
審
員
」
で
あ
る
、
と
推
定
さ
れ
る
)
。
ま
た
、
一
・
七
は
、
裁
判
所
が
判
決
を
も
っ
て
決
定
し
た
の
で
は
な
く
、
ー
ー

ア
イ
ゲ
ン
の
法
廷
譲
渡
と
同
じ
く
|
|
単
に
(
後
日
に
お
け
る
そ
の
立
証
を
確
実
に
す
る
た
め
に
)
法
廷
で
結
ぼ
れ
た
「
約
定
」
を
一
方
の
(
契
約
)

当
事
者
が
否
認
し
、
他
方
の
(
契
約
)
当
事
者
が
相
手
方
本
人
に
対
し
て
そ
の
履
行
を
求
め
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
(
ラ
ン
ト
法
ご
・
四
一
・
二
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
)
。

こ
れ
に
対
し
て
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
場
合
は
、
一
・
七
の
法
廷
に
お
け
る
「
約
定
」
の
場
合
と
同
じ
く
、
単
に
(
後
日
に
お
け
る
立
証
の

た
め
)
法
廷
で
行
わ
れ
た
譲
渡
(
の
契
約
)
に
か
か
わ
り
、
し
か
も
、
直
接
に
契
約
の
相
手
方

(C)
に
そ
の
履
行
を
求
め
て
い
る
の
で
は
な
く
、

契
約
に
つ
い
て
は
第
三
者
で
あ
る

B
に
所
領
の
引
き
渡
し
を
求
め
る
根
拠
と
し
て
、

C
に
よ
る
法
廷
譲
渡
を
証
明
す
る
ケ
l
ス
で
あ
る
。
(
留
保
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説弓&
口岡

し
て
お
い
た
)
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
・
二
は
、
裁
判
官
自
身
が
当
事
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
些
か
紛
ら
わ
し
い
が
、
裁
判
所
が
直
接
に
は
被
告
に

対
し
て
下
し
た
「
賎
罪
金
の
支
払
」
の
判
決
を
根
拠
に
し
て
、
裁
判
官
が
ー
ー
そ
の
判
決
(
の
内
容
)
に
は
か
か
わ
り
の
な
い

l
1
第
三
者
と
し

て
被
告
に
「
罰
金
の
支
払
い
」
を
求
め
る
場
合
で
あ
っ
て
(
前
註

-nに
引
用
し
た
ラ
ン
ト
法
三
・
一
二
一
一
・
一

O
を
参
照
)
、
そ
の
意
味
で
は
む
し
ろ
こ

の
二
・
四
一
二
・
一
に
お
け
る
証
明
手
続
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
法
三
・
八
二
・
一
に
は
、
あ
る
法
廷
で
一
方
の
当
事
者
が
、
相

手
方
が
「
(
生
得
の
)
法
を
喪
失
し
て
い
る
」
、
と
主
張
す
る
場
合
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
場
合
裁
判
所
は
、
そ
の
者
が
「
法
を
喪
失
し
た
」
と
さ
れ

て
い
る
裁
判
所
へ
「
二
人
の
使
者
」
を
送
り
、
(
も
し
そ
の
主
張
が
確
認
さ
れ
れ
ば
)
相
手
方
の
「
法
の
喪
失
」
は
、
(
そ
の
主
張
を
し
た
本
人
と
)
こ
の
二

人
の
使
者
(
つ
ま
り
、
本
人
と
も
三
人
の
証
人
)
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
(
す
ぐ
に
後
述
す
る
「
法
の
喪
失
」
な
い
し
「
法
の
剥
奪
」
に
つ
い

て
の
証
明
手
続
と
の
比
較
か
ら
、
こ
れ
は
|
|
お
そ
ら
く
|
|
一
方
の
当
事
者
が
相
手
方
に
訴
訟
能
力
が
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
l
|
本
件
と
は

関
係
の
な
い
|
|
「
法
の
喪
失
」
を
持
ち
出
し
た
も
の
、
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
法
二
・
二
二
・
二
に
は
、
「
あ
る
者
が
彼
の
証
人
に
よ
る
立
証
を
、

(
参
審
員
に
代
る
べ
き
)
シ
ユ
ル
ト
ハ
イ
ス
ま
た
は
フ
ロ
l
ン
ボ
l
テ
、
お
よ
び
、
参
審
員
と
と
も
に
な
し
遂
げ
る
な
ら
ば
、
裁
判
官
は
、
(
た
と
え
彼
が
そ
れ

を
以
前
に
は
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
)
彼
の
聞
い
た
彼
等
の
証
言
の
真
実
性
に
つ
い
て
証
人
に
な
る
べ
き
で
あ
る
」
、
と
い
う
規
定
が
あ
り
、
こ
の
条
項
か

ら
は
、
ー
l
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
一
の
場
合
、
二
人
の
参
審
員
が
A
の
た
め
に
証
言
す
れ
ば
、
裁
判
官
も
そ
れ
を
認
め
、
ざ
る
を
え
な
い
は
ず
だ
か
ら

l
i、

「
参
審
員
二
人
の
証
人
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
三
人
で
)
と
い
う
証
明
方
法
と
「
裁
判
官
が
他
の
者
(
あ
る
い
は
、
参
審
員
)
二
人
と
と
も
に
」
と
い
う
そ
れ
と

の
聞
に
本
質
的
な
差
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
さ
え
う
か
が
え
る
)

0

な
お
、
相
手
方
の
出
生
ま
た
は
職
業
を
理
由
に
そ
の

E
2
Z
(
H
R
n
z
z、
つ
ま
り
訴
訟
能
力
の
欠
如
)
を
主
張
す
る
者
は
、
「
(
生
得
の
)
法
に
つ

い
て
完
全
な
人
々
と
自
分
と
も
七
人
で
そ
れ
を
証
明
す
べ
き
で
あ
る
」
、
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
ー
ー
な
お
、
前
出
ラ
ン
ト
法
三
・
八
二
・

一
の
ケ
l
ス
と
の
関
連
で
、
こ
こ
に
は
(
ラ
ン
ト
法
三
・
四
五
・
九
と
は
異
な
り
)
「
体
僕
へ
と
身
売
り
を
し
た
者
」
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注

意
さ
れ
た
い
|
|
、
相
手
方
が
犯
罪
を
犯
し
裁
判
所
の
判
決
を
も
っ
て
「
(
生
得
の
)
法
」
を
剥
奪
さ
れ
た
場
合
、
お
よ
び
、
相
手
方
(
本
人
)
が
法

廷
で
行
っ
た
ア
イ
ゲ
ン
の
譲
渡
や
質
入
れ
を
否
認
し
そ
れ
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
「
裁
判
官
が
彼
の
た
め
に
判
決
を
発
見
す
る
人
々
(
つ
ま

り
、
グ
ラ
l
フ
裁
判
所
に
つ
い
て
は
「
参
審
員
」
)
六
人
と
と
も
に
(
自
分
と
も
七
人
で
)
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
(
ラ
ン

ト
法
三
・
二
八
・
一
、
一
・
八
・
こ
を
も
参
照
さ
れ
た
い
0

(

な
お
、
前
出
ラ
ン
ト
法
三
・
八
二
・
一
で
は
、
相
手
方
が
「
(
生
得
の
)
法
を
(
判
決
を
も
っ
て
)

剥
奪
さ
れ
た
」
と
一
言
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
)

O

要
す
る
に
、
ラ
ン
ト
法
二
・
凹
三
・
一
の
「
参
審
員
二
人
の
証
人
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
三
人
の
証
人
で
)
と
い
う
証
明
手
続
は
、
果
た
し
て

北i去52(5・96)1500



「同じゲヴェーレをもってj、占有か保障か

「
軽
減
さ
れ
た
」
と
言
え
る
の
か
疑
問
で
あ
り
、
仮
に
そ
う
言
え
る
と
し
て
も
、
「
軽
減
」
の
理
由
は
‘
ネ
l
ル
ゼ
ン
夫
人
が
述
べ
て
い
る
の
と
は

ま
っ
た
く
別
な
と
こ
ろ
に
あ
る
、
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
、
後
註
・
舗
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
日
)
前
出
一
・
③
、
お
よ
び
、
二
・
(
二
)
で
述
べ
た
こ
と
を
想
起
さ
れ
た
い
。

(M)
レ
i
ン
法
七
一
・
六
の
規
定
に
よ
っ
て
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
な
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
さ
ら
に
、
(
前
註
・
日
で
解
説
し
た
)
レ

l
ン
法
三
三
・
一
の

「
主
君
が
家
臣
に
封
与
し
た
所
領
に
つ
い
て
者
2
g
(
H
保
障
す
る
こ
と
が
)
で
き
な
い
場
合
」
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
、
と
付
け
加
え
る
こ
と
が

で
き
る
。

(
日
)
町
民
諸
問
ロ
と
は
、
ア
イ
ゲ
ン
の
前
の
持
主
が
死
亡
し
そ
の
相
続
人
に
「
相
続
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
」
の
こ
と
で
あ
る
。
因
み
に
、
「
レ

l
ン
法
」
(
五

五
・
九
、
三
七
・
こ
に
は
(
こ
れ
に
対
応
す
る
形
で

)
m
s
g
な
い
し
町
当
丘
町
口

(
H
レ
l
ン
を
受
領
し
て
い
た
家
庄
が
死
亡
し
、
そ
の
封
相
続
人
で
あ
る
息

に
|
|
実
質
的
に
は
|
|
「
相
続
さ
れ
た
レ
l
ン
」
)
の
諾
が
姿
を
見
せ
る
。
(
た
だ
し
、
レ
ー
ン
の
「
相
続
」
の
際
は
、
|
|
ア
イ
ゲ
ン
の
相
続
と
は
異
な

レ
ー
ン

り
|
|
封
相
続
人
が
一
年
と
一
日
以
内
に
主
君
に
対
し
て
改
め
て
そ
の
授
封
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
レ
l
ン
法
二
二
・
了
、
，

三
な
ど
の
諸
条
項
、
お
よ
び
、
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ
!
レ
」
、
一
四
五
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。

(
日
)
こ
の
「
あ
る
者
」

(A)
は
、
問
題
の
所
領
は
「
(
自
分
に
)
相
続
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
」
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
当
然
、
亡
き
前

主

(C)
の
「
相
続
人
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

(
日
)
前
註
・
げ
で
触
れ
た
ラ
ン
ト
法
三
・
八
三
・
三
は
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
て
「
誰
か
ア
イ
ゲ
ン
ま
た
は
動
産
を
売
却
す

る
な
2
r
o
p
)
者
が
あ
れ
ば
、
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
、
彼
が
生
き
て
い
る
問
、
保
障
人
(
加
。
毛
20)
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
人

(
H
買
主
)
は

し
か
し
、
そ
の
財
物
貧
乏
)
(
日
ア
イ
ゲ
ン
ま
た
は
動
産
)
を
、
勝
つ
も
敗
け
る
も
彼

(
H
売
主
)
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
(
胸
骨
耳
目
『
刊
)
(
H
保
障
)
に
委
ね
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
(
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
ま
た
は
動
産
を
訴
求
す
る
者
が
あ
っ
て
)
彼

(
H
売
主
)
が
(
買
主
に
代
っ
て
、
法
廷
で
)
そ
れ
を
代
表
e

擁
護
す
べ
き

問
は
。
か
の
、
そ
れ
を
譲
渡
さ
れ
た
者

(
H
質
主
)
は
、
(
そ
れ
が
自
分
の
も
の
で
あ
る
こ
と
の
法
的
根
拠
と
し
て
)
譲
渡

(
H
そ
れ
は
売
主
か
ら
自
分
に

売
却
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
)
以
外
の
こ
と
を
主
張
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
、
と
言
う
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
法
廷
外
で
売
却
な
い
し
譲

渡
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い
て
、
動
産
が
売
却
な
い
し
譲
渡
さ
れ
た
場
合
と
同
様
、
買
主
H
新
し
い
持
主
は
そ
れ
に
つ
い
て
の
権
利
を
証
明
す

る
に
は
、
前
主
に
よ
る
保
障
に
頼
る
ほ
か
な
か
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
で
あ
ろ
う
。

(
問
)
宮
門
(
H
F
O
由
回
目
『
)
の
語
に
つ
い
て
は
、
前
註
・
却
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
二
の

B
が
C
か
ら
ア
イ
ゲ
ン
を
法

廷
外
で
譲
渡

(
H
売
却
な
い
し
贈
与
)
さ
れ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
前
註
・
貯
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

B
が
そ
の
ア
イ
ゲ
ン
が
自
分
の
も
の
だ
と
主
張
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説

す
る
た
め
の
「
言
い
分
」
は

C
か
ら
の
譲
渡
以
外
に
は
な
く
、
ま
た
、
そ
れ
を
証
明
す
る
手
段
は

C
に
よ
る
保
障
以
外
に
は
な
い
、
と
い
う
こ
と

に
注
意
さ
れ
た
い
。

(
日
)
こ
の
箇
所
、
ヒ
ル
シ
ユ
だ
け
は

Z
E【
2
と
(
中
世
話
の
『
与
を
E
と
は
異
な
り
、

3
5
5ロ
な
い
し

F
2
2
5と
い
う
意
味
が

i
l少
な
く
と
も
通

常
は
|
ー
な
く
、
そ
の
意
味
で
「
実
体
法
」
的
合
意
の
強
い
語
で
)
訳
し
て
お
り
(
z
f
回

M
C
凶
)
、
こ
の
条
項
の

A
が
問
題
の
ア
イ
ゲ
ン
を
「
占
有
」
し

て
い
た
|
|
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
や
が
て
後
註
e

臼
で
述
べ
る

l
i
と
考
え
た
可
能
性
が
大
き
い
が
、
前
条
H

二
・
四
三
・
一
と
の
つ
な
が

り
か
ら
言
っ
て
も
、
当
然
「
立
証
・
取
得
す
る
」
と
い
う
手
続
法
的
意
味
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(ω)
前
註
・
辺
、
お
よ
び
、
そ
れ
に
対
応
す
る
本
文
を
参
照
。

(
臼
)
も
ち
ろ
ん
、
ア
イ
ゲ
ン
を
「
正
規
の
手
続
を
履
ま
ず
に
譲
渡
す
る
L

ケ
l
ス
は
、
必
ず
し
も
「
法
廷
外
譲
渡
」
に
限
ら
ず
、
(
た
と
え
法
廷
で
譲
渡

し
で
も
)
そ
れ
が
相
続
人
の
承
諾
な
し
に
行
わ
れ
た
場
合
も
含
ま
れ
る
(
前
註
・
お
に
引
用
し
た
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一
を
参
照
)
0

し
か
し
、
そ
の

場
合
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
次
註
・
位
、
お
よ
び
、
後
註
・
日
で
述
べ
る
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
臼
)
こ
の
条
項
に
つ
い
て
、
ア
イ
ゲ
ン
を
占
有
し
て
い
る
(
し
た
が
っ
て
、
被
告
に
な
る
)
の
は
、

B
で
は
な
く
て

A
で
あ
る
、
と
想
定
す
る
こ
と
も

必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
(
前
註
・

ωを
参
照
)
、
と
思
わ
れ
る
の
で
、
念
の
た
め
に
、
本
稿
で
そ
う
し
た
想
定
を
採
ら
な
い
理
由
を
述
べ
て
お

き
た
い
。
も
し
そ
う
し
た
想
定
に
立
つ
と
、
こ
の
条
項
だ
け
は
、
先
行
す
る
三
条
項
と
は
異
な
り
、
両
当
事
者
の
う
ち
所
領
を
占
有
し
て
い
な

い
者

(B)
が
勝
訴
す
る
こ
と
に
な
り
、
先
行
す
る
三
条
項
お
よ
び
|
|
す
ぐ
に
(
二
)
で
引
用
す
る
l
l
l
後
続
の
二
・
四
四
・
一
と
の
つ
な
が

り
が
悪
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
も
う
少
し
前
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
次
の
よ
う
な
条
項
を
単
に
繰
り
返
し
た
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
す
な
わ

ち
、
レ

l
ン
法
二
・
三

O
は
、
「
誰
で
あ
れ
遺
産
(
当
然
ア
イ
ゲ
ン
を
含
み
う
る
)
を
、
血
縁
(
関
係
)
(
包
喜
四
)
に
も
と
づ
い
て
で
は
な
く
、
約
定

(
加
色
。
〈
白
色
町
)
に
も
と
づ
い
て
自
分
の
も
の
と
(
し
て
)
主
張
(
な
い
し
、
請
求
)
す
る
者

(B)
が
あ
れ
ば
、
人

(
H
相
続
人
・

A
な
い
し
裁
判
所
)
は
そ

れ
を
不
法

(
E
R
R
E
)
と
見
な
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
し
人

(B)
が
、
そ
の
約
定
が
法
廷
で
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
証
人
に
よ
り
立
証
で
き
る

場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
条
項
は
、
前
後
の
諸
条
項
(
ラ
ン
ト
法
二
・
二
八
・
一

1
四
、
お
よ
び
、
二
-
一
三
・
ご
と

の
つ
な
が
り
か
ら
、
遺
産
の
配
分
な
い
し
取
得
に
か
か
わ
る
も
の
と
解
さ
れ
、
そ
こ
で
は
確
か
に

B
は
ま
だ
(
ア
イ
ゲ
ン
を
も
含
み
う
る
)
遺
産
を

取
得

(
H
占
有
)
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
も
し
ラ
ン
ト
法
二
・
四
=
了
二
が
こ
れ
と
同
じ
ケ

l
ス
を
扱
っ
て
い
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
す

で
に
二
・
三

O
で
(
原
則
と
し
て
)
「
不
法
」
と
決
め
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
繰
り
返
し
述
べ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
二
・
三

O
の
最
後
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
例
外
に
お
い
て
は
、
当
然

(
A
で
は
な
く
て

)
B
が
勝
訴
す
る
こ
と
に
な
る
は
ず
だ
、
と
い
う
点
も
、

(
A
の
勝
訴
を

論
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「同じゲ、ヴェーレをもって」、占有か保障か

前
提
す
る
ご
了
四
三
・
二
の
ケ
l
ス
と
は
符
合
し
な
い
。
こ
の
二
・
三
O
の
末
尾
に
お
い
て
は
、
「
約
定
」
が
「
法
廷
で
確
認
さ
れ
て
い
る
」
場
合

に
は
(
逆
に
)
B
が
勝
訴
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
つ
ま
り
、
前
主
・

C
の
生
前
に
ア
イ
ゲ
ン
が

B
に

対
し
て
法
廷
(
で
)
譲
渡
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は
当
然
(
少
な
く
と
も
、
通
例
)
相
続
人

(
A
)
の
承
諾
を
得
て
行
わ
れ
た
も
の
、
と
想
定
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
こ
の
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
ひ
き
つ
づ
き
次
註
・
日
、
お
よ
び
、
後
註
・
槌
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
臼
)
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一
は
、
(
「
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
で
は
)
、
前
註
・
お
に
お
け
る
引
用
に
ひ
き
つ
づ
き
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
彼

(
H
ラ
ン
ト
法
二
・
四
三
・
二
の
C
)
が
そ
れ

(
H
ア
イ
ゲ
ン
)
を
法
(
の
定
め
る
手
続
)
に
反
し
て
相
続
人

(
A
)
の
承
諾
な
し
に
譲
渡
す
る
(
な
い
し
、

し
た
)
場
合
は
、
相
続
人

(A)
は
判
決
を
も
っ
て
そ
れ

(
H
ア
イ
ゲ
ン
)
を
占
取
す
べ
き
で
あ
る
、
恰
も
彼

(C)
、
す
な
わ
ち
自
分
が
そ
れ

(
H
ア

イ
ゲ
ン
)
を
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
に
そ
の
時
そ
れ

(
H
ア
イ
ゲ
ン
)
を
譲
渡
し
た
者

(C)
、
が
死
亡
し
た
か
の
ご
と
く
に
」
。
し
た

が
っ
て
、

A
の
承
諾
な
し
に
ア
イ
ゲ
ン
を
譲
渡
し
た

C
が

!
i警
え
で
は
な
く
て

|
l
事
実
死
亡
し
た
場
合
に
も
、

A
は
当
然
「
判
決
を
も
っ

て
ア
イ
ゲ
ン
を
占
取
す
る
」
こ
と
に
な
る
。

(
臼
)
前
註

-
U
と
国
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
臼
)
こ
の
こ
と
は
次
の
こ
と
か
ら
確
実
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
ラ
ン
ト
法
一
-
一
九
・
一
は
、
「
シ
ユ
ヴ
ァ

l
ベ
ン
人
は
(
ザ

ク
セ
ン
人
と
は
異
な
り
)
第
七
親
等

(
2
5
0
)
を
越
え
て
も
遺
産
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
、
と
し
て
上
で
、
(
そ
の
場
合
に
限
っ
て
)
、
被
相
続

人
と
の
血
縁
関
係
を
証
明
す
る
三
つ
巴
方
法
と
し
て
、
被
相
続
人
が
自
分
の
父
系
親
で
あ
る
こ
と
を
「
数
え
上
げ
る
」
こ
と
が
で
き
る
、
と
い

う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
相
続
人
は
自
分
が
相
続
人
の
地
位
に
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
に
は
、
第
七
親
等
を
越
て
い
る
場
合
で
も
、

自
分
で
被
相
続
人
と
の
血
縁
関
係
を
辿
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ
で
足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
第
七
親
等
よ
り
も
近
い
関
係
に
あ
る
場
合
に
は
そ

の
こ
と
さ
え
必
要
で
な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
伺
)
前
註
・
臼
で
触
れ
た
ラ
ン
ト
法
一
・
一
九
・
一
に
つ
い
て
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
と
し
て
、
前
註
・
回
に
引
用
し
た
ラ
ン
ト
法
二
・
三
O

が
、
(
相
続
人
で
な
い
者
が
)
遺
産
を
「
約
定
」
に
も
と
づ
い
て
自
分
の
も
の
と
主
張
す
る
(
な
い
し
、
請
求
す
る
)
こ
と
を
(
原
則
上
)
端
か
ら
「
不
法
」

と
決
め
つ
け
、
遺
産
を
占
有
し
て
い
る
相
続
人
に
対
し
て
、
そ
う
し
た
主
張
(
な
い
し
、
請
求
)
を
却
け
る
た
め
に
特
段
の
(
証
明
)
手
続
を
求
め

て
い
な
い
こ
と
も
、
(
決
し
て
単
な
る
偶
然
で
は
な
く
)
こ
の
こ
と
を
一
不
す
も
の
と
言
え
よ
う
。
特
に
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
註
・
日
に
引
用
し

た
ラ
ン
ト
法
一
・
五
二
・
一
の
一
節
に
、
そ
れ
が
ほ
ん
ら
い
先
祖
か
ら
代
々
承
け
継
が
れ
て
き
て
、
こ
れ
か
ら
も
代
々
子
孫
へ
承
け
継
が
れ
て

い
く
べ
き
「
相
続
財
産
」
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
が
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
扱
っ
て
い
る
「
不
動
産
訴
訟
」
に
関
す
る
条
項
群
は
も
と

北j去52(5・99)1503



説

よ
り
、
お
よ
そ
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ

l
ゲ
ル
の
中
に
、
先
祖
伝
来
の
(
つ
ま
り
、
譲
渡
や
質
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
第
三
者
の
手
に
渡
る
こ
と
の
な
い
限
り
)

ア
イ
ゲ
ン
の
持
主
を
相
手
ど
っ
て
そ
れ
を
自
分
の
も
の
と
し
て
訴
求
す
る
(
換
言
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
ア
イ
ゲ
ン
の
持
主
が
被
告
に
な
る
)
ケ
l
ス
が

姿
を
見
せ
な
い
の
も
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
(
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
補
論
」
、
五
O
三
頁
以
下
の
参
照
さ
れ
た
い
)
。
な
お
、

念
の
た
め
に
一
告
白
す
る
と
、
「
相
続
権
」
は
「
嫡
出
」
で
か
つ
(
被
相
続
人
と
)
「
同
等
出
生
身
分
」
の
者
に
だ
け
認
め
ら
れ
る
か
ら
(
ラ
ン
ト
法
一
・

三
・
三
、
一
-
一
七
・
一
、
三
・
二
八
・
一
、
三
・
四
五
・
九
な
ど
の
諸
条
項
、
お
よ
び
、
石
川
「
母
に
優
っ
て
生
ま
れ
た
子

l
i
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ

ル
に
お
け
る
(
各
人
生
得
の
)
法
の
承
継
に
つ
い
て

l
l」
、
本
誌
・
四
二
巻
二
号
(
一
九
九
一
年
)
を
参
照
)
、
仮
に
相
続
人
同
志
が
(
実
質
的
に
は
)
ア
イ

ゲ
ン
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
出
生
」
や
「
(
生
得
の
)
法
」
を
め
ぐ
る
係
争
の
形
を
と
る
は
ず
で
あ
り
、
こ
こ
で
扱
っ
て
い

る
「
不
動
産
訴
訟
」
に
関
す
る
条
項
群
の
中
に
、
「
相
続
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
」
対
「
相
続
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
」
と
い
う
形
の
係
争
が
姿
を
見
せ
な
い

の
は
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。

(
町
)
こ
の
表
現
は
、
こ
の
条
項
の
ほ
か
に
、
|
|
た
だ
し
(
)
で
く
る
ん
だ
も
の
は
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
以
降
の
テ
キ
ス
ト

l
l、
ラ
ン
ト
法

(
一
了
四
二
・
二
)
、
レ

l
ン
法
一

0
・
五
、
二
二
・
一
、
(
二
二
・
二
)
、
一
七
、
二
四
・
六
、
(
三
三
・
三
)
、
三
八
・
一
、
三
九
・
一
、
四
五
・

四
、
七
一
・
九
な
ど
に
姿
を
見
せ
る
が
、
ー
ー
す
ぐ
に
問
題
に
な
る
お
各
お

Ean--と
は
異
な
り
、
法
廷
に
居
合
わ
せ
た
利
害
関
係
者
が
そ

の
場
で
直
ち
に
(
正
式
に
)
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
を
一
言
、
つ
(
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(
2
)
、
レ
!
ン
法
一

0

・
五
、
註

-
6
を
参
照
)
。
そ
の
う
ち

レ
l
ン
法
一
七
は
次
の
よ
う
に
言
、
っ
。
「
い
ず
れ
か
の
家
臣
の

(
H
い
ず
れ
か
の
家
臣
に
授
封
さ
れ
て
い
た
)
所
領
を
主
君
が
、
そ
の
所
領
の
持
主
で

あ
る

(
H
そ
の
所
領
を
授
封
さ
れ
占
有
し
て
い
た
)
彼

(
1一
永
臣
)
が
居
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
家
臣
の
お
n
z
s
毛
色
町
『
名
s
r
n
な
し
に
、
よ
そ
へ

(
H
別
な
家
臣
に
)
封
与
す
る
(
な
い
し
、
し
た
)
場
合
、
彼

(
H
異
議
を
申
し
立
て
な
か
っ
た
家
臣
)
は
、
そ
れ
以
前
に
は
そ
の
者

(
H
自
分
)
の
レ

l
ン

で
あ
っ
た
そ
の
所
領
に
つ
い
て
、
も
は
や
い
か
な
る
権
利

(
B
n
F
門
)
を
も
(
特
に
そ
の
所
領
の
「
引
き
戻
し
」

H
再
授
封
を
)
主
張
(
な
い
し
、
要
求
)
す

る
こ
と
を
え
な
い
」
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
法
二
・
六
・
四
は
、
(
こ
の
言
葉
こ
そ
用
い
て
は
い
な
い
も
の
の
)
、
「
そ
の
者
が
(
ラ
ン
ト
法
廷
で
)
い
か
な
る

譲
渡

G
S
S
を
見
る
(
な
い
し
、
見
た
)
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
、
い
か
な
る
判
決
を
発
見
す
る
(
な
い
し
、
判
決
が
発
見
さ
れ
る
)
の
を
彼
が
聞
く
(
な

い
し
、
聞
い
た
)
に
せ
よ
、
彼
が
そ
れ
に
つ
い
て
直
ち
に
異
議
を
申
し
立
て
な
い
場
合
は
、
そ
れ
以
後
彼
は
そ
れ
に
つ
い
て
異
議
を
申
し
立
て
る

こ
と
を
え
な
い
」
、
と
言
う
。
し
た
が
っ
て
、
ー

l
前
註
・
臼
に
関
連
し
て
言
え
ば
|
|
前
条
の
相
続
人

(A)
が
、
ア
イ
ゲ
ン
の
譲
渡
が
行
わ

れ
た
法
廷
に
居
合
わ
せ
た
場
合
、
た
と
え
彼
が
明
示
的
に
承
諾
を
与
え
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
彼
は
「
黙
示
の
承
諾
」
を
与
え
た
と
見
な
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

~ι 
ロ岡
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

(
伺
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
註

-
M
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
次
の
こ
と
を
補
足
し
て
お
き
た
い
。
レ
ー
ン
法
三
九
・
二
は
、
「
主
君

が
彼
の
家
臣
を
誠
実
(
義
務
)
に
反
し
て

(
z
a
2
2
5
-
o
r
m
)
強
制
(
な
い
し
、
強
要
)
し

2
5呂
豆
、
(
そ
の
結
果
)
彼

(
H
家
臣
)
が
彼

(
H
主
君
)
に

彼

(
H
家
臣
)
の
所
領
を
引
き
渡
す
(
な
い
し
、
返
還
し
た
)
場
合
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
そ
の
家
臣
は
損
害
な
し
に
す
む
(
べ
き
で
あ
る
)
、
彼

(
H

家
臣
)
が
主
君
を
そ
の
な
垣
島
の
か
ど
で
彼
の
法
定
年
期
内

(
H
一
年
と
一
日
以
内
)
に
訴
え
、
そ
し
て
彼

(
H
主
君
)
を
そ
こ
で
(
な
い
し
、
そ
の
時
)

判
決
を
も
っ
て
打
ち
負
か
す
な
ら
ば
(
な
い
し
、
打
ち
負
か
し
さ
え
す
れ
ば
)

0

(

単
な
る
)
意
思
だ
け
で
は
、
ま
た
、
言
葉
だ
け
で
も
、
行
為
が
そ
の

後
に
つ
づ
く
の
で
な
け
れ
ば
、
強
制
(
な
い
し
、
強
要
)
(
加
注
者

gw)
は
な
い
」
、
と
言
、
っ
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
常
者
住
の
語
が
加
開
門

zsrと

同
義
に
用
い
ら
れ
た
上
、
(
直
接
に
は
)
後
者
が
「
行
為
を
伴
う
も
の
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
定
義
を
前
提
に
す
れ
ば
、
あ
る
所
領
か

ら
「
不
法
に
」
小
作
料

(
H
「
年
貢
」
)
を
取
り
立
て
(
つ
づ
け
)
る
と
、
ぞ
れ
は
そ
の
所
領
を
「
実
力
を
も
っ
て
」
(
ヨ
止
な
毛
色
円
)
占
取
(
な
い
し
、
保

持
)
す
る
、
と
言
え
る
こ
と
に
な
る
。

(ω)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
(
三
)
で
取
り
上
げ
る
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
に
お
い
て
、
特
に
二
つ
の
事
例
を
挙
げ
て
さ
ら
に
敷
街
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

(
叩
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
レ
l
ン
法
」
に
お
け
る
お
n
Z向
者
向
お
概
念
の
「
定
義
」
を
与
え
た
条
項
と
も
言
う
べ
き
レ

l
ン
法
一
一
一
一
・
一
に
お
い
て
、

「
主
君
が
家
臣
に
対
し
て
所
領
を

(
H
そ
れ
が
家
臣
に
授
封
し
た
レ
l
ン
で
あ
る
こ
と
を
)
否
認
す
る
」
の
は
、
「
家
臣
が
そ
れ
を
受
領
し
た
の
ち
、
六

週
と
一
年
、
主
君
の
お
n
z
m
毛色町門田司
g
r
o
(
を
受
け
る
こ
と
)
な
し
に
彼
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
の
中
に
も
っ
て
い
る

(
H
占
有
・
支
配
し
て
い
る
)
」
、
つ
ま

り、

B
n
z
o
宅
問
『
刊
の
権
利
を
行
使
す
る
家
臣
が
事
実
主
君
か
ら
所
領
を
授
封
さ
れ
適
法
に
そ
れ
を
占
有
し
て
い
る
場
合
、
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

も
注
意
さ
れ
た
い
。
(
こ
の
条
項
に
つ
い
て
詳
し
く
は
バ
石
川
「
レ
l
ン
法
邦
訳
」

(2)
、
同
条
へ
の
註
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。

(
礼
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
前
出
二
・
会
乙
、
お
よ
び
、
前
註
・
却
で
述
べ
た
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(η)
た
だ
し
、
前
註
・
叩
で
触
れ
た
レ

l
ン
法
二
二
・
一
を
も
と
に
し
て
、
レ

l
ン
に
つ
い
て
こ
の
お
わ
F
g
君
。
お
を
立
証
す
る
手
続
を
推
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
註
・
剖
で
述
べ
る
。

(
口
)
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
石
川
「
回
開

g寝
耳
目
『
白
」
に
お
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
論
文
は
、
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
に
関
す
る
通
説
の
出

発
点
と
な
っ
た
ア
ル
プ
レ
ヒ
ト
の
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
論
」
に
お
け
る
発
言
H
「
封
建
主
君
の
も
つ
肘
官
三
寝
耳
刊
お
は
家
臣
の
も
つ
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
に
よ
っ

て
制
限
さ
れ
、
家
臣
の
も
つ
『
吉
田
明
伺
垣
内
お
は
家
臣
の
も
つ
そ
れ
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
」
(
ミ
開
・
〉

E同
REa--)ぽ
の
2
2
0
号
。
E
E
E山吉

己目印注目
n
Bロ
号
三
回
n
F
E
r
n
z
g同町
nEz--
∞
ω∞(】甲小
J3
・
∞
・
申
)
、
お
よ
び
、
(
そ
れ
を
思
弁
的
に
発
展
さ
せ
た
に
す
ぎ
な
い

)
H
・
ミ
ツ
タ
イ
ス
の
「
重
畳
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説否£ゐ
白岡

的
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
」
に
関
す
る
見
解
H
「
そ
れ
(
H
土
地
)
を
用
益
す
る
者
も
、
地
代
徴
収
者
と
同
じ
よ
う
に
、
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
を
も
っ
て
い
る
。
封
建

主
君
は
巴
m
m
a
9
5
5
(
H
自
主
ゲ
ヴ
ェ

i
レ
)
を
も
ち
、
家
臣
は
『
吉
田
加
2
5
5
を
も
っ
。
賃
借
入
や
小
作
人
も
明
『
mgnHmn喧
叩
お

(
H
他
主
ゲ
ヴ
ェ

l

レ
)
を
も
っ
」
(
世
良
晃
志
郎
・
康
中
俊
雄
共
訳
『
ド
イ
ツ
私
法
概
説
」
(
一
九
六
一
年
、
創
文
社
)
、
一
六
八
l

一
六
九
頁
を
参
照
)
を
批
判
す
る
た
め
に
4

脅

か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ザ
ク
セ
ン
シ
ユ
ピ
l
ゲ
ル
に
関
す
る
限
り
、
巴

mg(由
)
加
。
垣
内
お
と
解
し
う
る
言
葉
が
姿
を
見
せ
る
の
は
、
こ
の
ラ
ン
ト
法

二
・
四
四
・
三
だ
け
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
お

gzrn
耳
目
お
が
(
主
一
君
か
ら
家
臣
に
対
し
て
で
は
な
く
)
家
臣
か
ら
主
君
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
ど
こ
ろ
か
息
(
ま
た
は
兄
弟
)
か
ら
母
(
ま
た
は
、
姉
妹
)
に
対
し
て
主
張
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
見
解
の
典
拠
に
な
り
う
る
記
述
は
ま
っ
た
く

な
い
、
と
い
う
限
り
で
は
旧
稿
の
論
旨
は
正
し
い
が
、
今
か
ら
見
る
と
補
正
を
要
す
る
点
も
あ
る
の
で
、
以
下
の
叙
述
は
そ
の
補
正
を
兼
ね
た

も
の
と
理
解
さ
れ
た
い
。
(
そ
の
う
ち
、
最
も
重
要
な
点
に
つ
い
て
は
、
後
註
・
幻
と
幻
で
述
べ
る
。
ま
た
、

l
i
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
の
名
誉
の
た
め
に
一
一
吉

し
て
お
く
と
l
|
、
彼
が
こ
の
条
項
そ
の
も
の
に
つ
い
て
官

P

O
国
}
凶
少
〉
ロ
5

M

M

凶
で
)
具
体
的
に
述
べ
て
い
る
こ
と
l
|
石
川
・
向
上
、
註

-
M
を
参

照
1
1
は
、
今
日
で
も
十
分
参
照
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
)
。

(
孔
)
も
ち
ろ
ん
、
主
君
の
側
に
異
動
が
あ
っ
て
、

B
が
新
し
い
主
君
ま
た
は
上
級
主
君
に
対
し
て
(
前
の
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
て
い
た
)
所
領
の
授
封

更
新
を
求
め
る
べ
き
年
期
を
慨
怠
し
た
場
合
を
想
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
そ
の
場
合
も
本
文
で
想
定
し
た
の
と
(
基
本
的
に
は
)
同
じ
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
こ
の
条
項
の
第
二
の
事
例
は
、

B
が
、
父
が
死
亡
し
た
後
に
、
(
ほ
ん
ら
い
彼
が
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
は
ず
の
|
1
ラ
ン
ト
法
一

一
ご
・
二
を
参
照
)
母
や
姉
妹
の
一
期
分
を
不
法
に
「
占
取
」
し
、
母
や
姉
妹
か
ら
そ
の
か
ど
で
訴
え
ら
れ
た
と
き
、
|
|
お
そ
ら
く
彼
の
相
続
権

を
楯
に
と
っ
て

!
l
そ
れ
を
「
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
」
で
あ
る
と
強
弁
す
る
ケ

i
ス
、
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
文
で
は
そ
れ
と
よ
り
良
く
適
合
す
る

事
例
を
想
定
し
て
お
い
た
。

(
百
)
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
(
主
君
の
居
合
わ
せ
る
と
こ
ろ
で
、
家
臣
が
所
領
を
主
君
か
ら
受
領
し
た
こ
と
を
否
認
し
た
場
合
に
か
か
わ
る
)
レ
l
ン
法
一
四

-
四
、
(
家
臣
が
主
君
に
所
領
の
授
封
(
更
新
)
を
求
め
る
際
に
、
授
封
さ
れ
る
べ
き
所
領
を
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
に
か
か
わ
る
)
二
四
・
二
、
お
よ
び
、
(
家

臣
が
主
君
か
ら
受
領
し
た
所
領
を
他
の
主
一
君
か
ら
受
領
し
た
と
主
張
す
る
場
合
に
か
か
わ
る
)
一
四
・
二
と
(
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
に
属
す
る
も
の
で
あ
る

が
、
同
じ
場
合
に
か
か
わ
る
)
一
一
二
・
こ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
苅
)
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
前
出
二
・
(
一
)
、
お
よ
び
、
前
註
・
却
を
参
照
。

(
打
)
レ
l
ン
法
四
六
・
一
、
さ
ら
に
、
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
裁
判
(
権
)
」
、
二
五
頁
を
も
参
照
(
な
お
、
こ
の
場
合
の
「
家
臣
二
人
」
は
自

撃
証
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
)
。
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

(
沌
)
(
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
の
テ
キ
ス
ト
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
て
レ

l
ン
法
一
三
・
こ
に
は
、
「
あ
る
主
君
が
家
臣
を
、
彼

(
H
家
臣
)
が
彼
の
所
領

(
の
授
封
)
を
希
求
す
べ
き
:
:
:
期
間
中
、
法
(
の
定
め
)
に
よ
っ
て
彼

(
H
主
君
)
が
そ
う
す
べ
き
よ
う
に
、
一
年
と
一
日
、
(
法
廷
に
お
け
る
)
正
式

な
異
議
な
し
に

(
H
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
な
く
て
彼

(
H
家
臣
)
の
所
領
に
居
坐
ら
せ
て
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
(
H
占
有
)
を
も

っ
て

(
H
を
根
拠
に
し
て
て
彼

(
H
家
臣
)
は
彼
の
主
君
を
そ
の
所
領
に
つ
い
て
(
の
権
利
か
ら
)
遠
ざ
け
る
こ
と
を
え
な
い
」
、
と
明
記
さ
れ
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

(内

)
-
g四日明白垣
m
B
に
つ
い
て
は
、
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
、
一
五
O
頁
以
下
、
お
よ
び
、
「
回
開

g
明
白
宅
旬
刊
」
、
六
一
一
一
一

1
六
一
一
三
頁
、
お
よ
び
、
「
レ

l

ン
法
邦
訳
」

(
7
)
(
本
誌
・
次
号
掲
載
予
{
疋
)
、
レ

1
ン
法
三
人
・
一
二
(
へ
の
訳
註
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の

-
g
g
m凹
君

m
B
の
語
が
姿
を

見
せ
る
「
レ

l
ン
法
」
の
八
箇
所
(
一
三
・
一
、
三
八
・
一
、
三
八
・
二
、
三
八
・
三
、
五
三
一
、
七
一
・
九
、
七
四
・
て
こ
の
七
四
・
二
)
を
「
ア
ウ
ク

ト
ル
・
ヴ
ェ

l
ト
ゥ
ス
」
と
対
照
し
て
み
る
と
、
前
註

-mで
お
n
Z
8
E
a
m
と

g
n
F
O
G
n
)耳
包
仰
の
語
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
(
基
本
的
に
は
)
同

じ
こ
と
が
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ー
ン
法
三
八
・
一
、
三
八
・
二
、
三
八
・
=
一
、
七
一
・
九
、
七
四
・
一
、
こ
の
七
四
・
こ
で
は
、
こ
の
語

は
A
V
に
対
応
条
項
な
い
し
対
応
箇
所
の
な
い
と
こ
ろ
に
姿
を
見
せ
る
。

A
V
一
・
一

O
三
で
は
、
対
応
す
る
レ

l
ン
法
二
二
・
一
で
「
こ
の
レ

ー
ン
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
を
彼

(
H
家
臣
)
は
単
独
で
聖
遺
物
に
か
け
て
(
の
宣
誓
を
も
っ
て
)
裏
づ
け
る
」
と
言
わ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
単
に
「
家
臣
は

単
独
で
宣
誓
を
も
っ
て
主
君
が
(
家
臣
に
授
封
し
た
こ
と
を
)
否
認
す
る
レ

l
ン
を
取
得
す
べ
き
で
あ
る
」
と
な
っ
て
い
る
。
唯
一
の
例
外
と
し
て
、

レ
l
ン
法
五
三
の
号
『
宏
司
自
)
-
g
g
寝
耳
目
円
。
の
語
に
、

A
V
一
・
一
一
一
一
一
の

σ
g目
白
色
垣
宍
担
E
5
の
語
が
対
応
し
て
い
る
が
、
以
上
の
傾
向
が

何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
前
註
・
却
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
と
し
て
、
こ
こ
で
の
行
論
に
と
っ
て
当
面
重
要
な
の
は
、
こ
の
レ

l
ン
法

七
回
・
二
と
同
じ
趣
旨
の
こ
と
を
(
よ
り
簡
略
に
)
述
べ
て
い
る
レ

l
ン
法
三
八
・
三
ー

l
次
註
・
却
に
引
用
す
る
|
|
の
も
と
に
な
っ
た
(
と

目
さ
れ
る
)
A
V
一
・
九
八

-
a
が
、
「
い
か
な
る
吉
明
日
0
5
5
も
七
人
の
証
人
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
(
こ
と
に
な
る
こ
と
だ
け
述
べ
、

-
g刊印

刷

9
5
8
と

Z
0
5
(邑
・
沼
ヨ
g
m
)
な
垣
mお
の
証
明
手
続
を
特
に
区
別
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
ひ
き
つ
づ
き
次
註
・
却
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
剖
)
な
お
、
(
前
註
・
乃
で
触
れ
た
)
レ

l
ン
法
三
八
・
三
は
、
同
じ
こ
と
を
(
よ
り
簡
略
に
)
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
レ

l
ン
(
と
し
て
)
の
ゲ

ヴ
ェ

i
レ

(}gg
加
白
老
町
『
叩
)
(
少
な
く
と
も
、
所
領
の
レ
l
ン
と
し
て
の
(
適
法
な
)
占
有
、
む
し
ろ
、
所
領
を
レ
l
ン
と
し
て
占
有
(
・
支
配
)
す
る
た
め

の
権
利
な
い
し
権
原
)
に
つ
い
て
は
な
ん
び
と
も
証
人
に
な
る
こ
と
を
え
な
い
、
(
当
該
)
主
君
か
ら
(
レ
!
ン
を
)
授
封
さ
れ
て
い
る
者
を
除
い
て
。

(
し
か
し
)
通
常
の
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
(
柏
町
5
2
m
m
o
s
g叩)
(
H
単
な
る
所
領
の
占
有
の
事
実
-
具
体
的
に
は
、
所
領
を
小
作
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
小
作
料
を

徴
収
し
て
い
る
こ
と
、
前
註

-
U
で
述
べ
た
垣
2
0
5円
品

q
E
H
に
当
た
る
)
の
証
人
に
は
彼
の
(
生
得
の
)
法
に
つ
い
て
非
議
さ
れ
る
余
地
の
な
い

(
H
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説論

完
全
な
)
者
は
誰
で
も
(
つ
ま
り
、
農
民
や
小
作
人
で
も
)
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
。
こ
の
条
項
に
つ
い
て
は
、
前
註

-
H
の
ほ
か
、
前
註
・
叩
に
引

用
し
た
石
川
「
レ

l
ン
法
邦
訳
」

(
7
)
、
レ

l
ン
法
三
八
・
三
の
項
、
お
よ
び
、
後
註
・
加
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
創
)
旧
稿
「
巴
加

g
m
9
5
5」
(
前
註
・
ね
を
参
照
)
は
、
こ
の
点
自
体
は
正
し
く
見
て
い
た
(
向
上
、
六
一
一
一
一
1
六
二
三
頁
)
。
し
か
し
、
レ
ー
ン
法
一

三
・
一
(
前
註

-mと
η
を
参
照
)
の
家
臣
に
よ
る
お
n
z
s
垣
O
お
の
証
明
手
続
に
つ
い
て
、
「
ド
イ
ツ
語
第
二
版
」
の
テ
キ
ス
ト
で
「
七
人
の
家
臣
を

も
っ
て
」
と
い
う
補
足
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
引
か
れ
て
、
レ
ー
ン
に
つ
い
て
の
お

S
R
君
。
お
を
証
明
す
る
手
続
は
、
上
記
・
レ
!
ン
法
七

回
・
二
に
見
ら
れ
る
「
(
同
じ
)
主
君
の
六
人
の
家
臣
(
仲
間
)
と
と
も
に
」
(
自
分
と
も
七
人
の
証
明
に
よ
っ
て
)
と
い
う

-
2
2
官
宅
内
お
の
証
明
手
続

と
は
別
な
も
の
、
と
考
え
て
し
ま
い
(
同
上
、
六
二
四
頁
て
そ
の
結
果
、
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い
て
の
お
口
宮
町
宅
刊
号
を
証
明
す
る
手
続
も
、
こ
の
ラ
ン

ト
法
二
・
四
四
・
三
の

aggrm
垣
冊
目
を
証
明
す
る
手
続
と
は
別
に
あ
る
、
と
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
(
同
上
、
六
二
五
1
六
二
六
頁
)
。
し

か
し
、
す
で
に
に
石
川
「
レ

l
ン
法
邦
訳
」

(2)
、
レ
l
ン
法
二
ニ
・
一
、
註
・

8
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
|
|
特
に
も
っ
と
後
に
成
立

し
た
H

O
三口

E
m
-
-白
に
属
す
る
ラ
ン
ト
法
二
・
ニ
二
・
四
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
|
|
、
レ
ー
ン
法
一
三
・
一
の
「
七
人
の
家
臣
と
と
も
に
」

は
「
六
人
の
家
臣
仲
間
と
自
分
と
も
七
人
で
」
と
解
釈
す
る
の
が
正
し
く
、
レ
ー
ン
に
つ
い
て
の
『
R
Z
m
耳目
B
の
証
明
は
、

-
8
2
m
m宅
開
お
の
証

明
と
同
じ
手
続
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
一
二
の

asz宮
耳
目
お
の
証
明
手
続
は
ア
イ
ゲ
ン
に
つ
い

て
の
お
n
z
m
耳
目
お
を
証
明
す
る
た
め
に
も
用
い
ら
れ
た
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
旧
稿
に
お
け
る
こ
う
し
た
誤
謬
の
結
果
、
本
文
で

こ
の
す
ぐ
後
に
述
べ
る
先
行
す
る
諸
条
項
と
の
つ
な
が
り
が
旧
稿
で
は
看
過
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
後
の
本
文
の
記
述

は
、
右
の
旧
稿
を
補
正
の
意
味
を
も
こ
め
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ひ
き
つ
づ
き
次
註
・
泣
を
も
参
照
さ
れ
た
い
。

(
位
)
旧
稿
「
回

m
g加
2
3」
に
お
い
て
|
|
前
註

-
u
m
で
指
摘
し
た
誤
謬
の
結
果
|
|
見
落
と
し
て
い
た
の
は
こ
の
点
で
あ
る
。
な
お
そ
こ
で
、

ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
三
の
ケ

i
ス
で
は
、

B
の
主
張
は
も
と
も
と
事
実
に
反
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

A
が
一
年
と
一
日
以
内
に
お
n
F
S
Eお刊

を
起
こ
し
た
場
合
に
、

B
は
こ
の
手
続
を
用
い
て
問
題
の
所
領
が
自
分
の
ア
イ
ゲ
ン
が
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
は
ず
が
な
い
、
と
し
て
い
る

の
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、

A
が
一
年
と
一
日
以
内
に
お
n
z
n
E由
加
。
を
起
こ
す
こ
と
を
怠
っ
た
場
合
に
は
、
前
出
ラ
ン
ト
法
二
・
四
一
二
・
二
の

(
ア
イ
ゲ
ン
の
法
廷
外
譲
渡
を
受
け
た

)
B
は
も
と
よ
り
、
こ
の
条
項
の

B
で
さ
え
、
問
題
の
所
領
の
一
年
と
一
日
以
上
に
及
ぶ
平
穏
な
占
有

H
A

の
悌
怠
を
「
六
人
の
参
審
自
由
人
と
と
も
に
」
と
い
う
証
明
方
法
を
用
い
て
立
証
す
れ
ば
、
そ
れ
以
後
問
題
の
所
領
を
法
的
に
も
是
認
さ
れ
た
形

で
ア
イ
ゲ
ン
と
し
て
占
有
し
つ
づ
け
る
可
能
性
は
あ
っ
た
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
「

Rms-兵
叩
項
目
お
の
概
念
は
ー
ー
そ
の
立
証
手
続
と
同

じ
く

l
l当
時
の
法
廷
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
」
(
六
二
八
頁
)
と
し
て
い
る
点
も
補
正
を
必
要
と
す
る
。
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「同じゲヴェーレをもって」、占有か保障か

(
幻
)
前
註
・
刊
で
、
(
。
己
E
ロ
明
言
。
に
属
す
る
)
ラ
ン
ト
法
二
・
四
二
・
二
に
関
連
し
て
、

B
n
F門
司
君
。
『
白
が
(
保
障
人
に
よ
る
保
障
に
代
り
そ
れ
を
凌
ぐ
効

果
さ
え
も
つ
)
「
法
定
保
障
」
と
し
て
の
意
味
な
い
し
機
能
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
お
い
た
が
、
試
み
に
、
ラ
ン
ト
法
二
・
四
四
・
一
(
二
箇
所
)

の
お
n
F
8
5
5
の
語
を
、
ー
l
「
適
法
な
占
有
」
で
は
な
く
1

1
「
法
定
保
障
」
と
訳
し
替
え
て
も
、
著
者
の
言
い
た
い
こ
と
は
十
分
に
|
|
あ

る
い
は
む
し
ろ
、
よ
り
具
体
的
に
|
l
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
O
B
S
R
宅

ma
は
l
|
す
で
に
石
川
「
ゲ
ヴ
ェ
l
レ
」
(
一
五
九
頁

以
下
)
に
お
い
て
別
な
論
点
か
ら
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
l
l
単
な
る
一
年
と
一
日
に
及
ぶ
所
領
の
占
有
の
事
実
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。

(
制
)
以
下
に
つ
い
て
は
、
特
に
前
註
・
は
で
述
べ
た
こ
と
を
参
照
さ
れ
た
い
。

(
回
)
た
だ
し
、
レ
l
ン
対
レ
l
ン
と
い
う
形
の
係
争
の
う
ち
、
主
君
と
そ
の
家
臣
、
あ
る
い
は
、
同
じ
主
君
の
家
臣
(
仲
間
)
同
志
の
聞
で
争
わ
れ

る
も
の
は
、
原
則
と
し
て
主
君
の
レ
l
ン
法
廷
の
管
轄
に
属
す
る
の
で
、
そ
こ
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
(
前
註
)
・
@
、
二
・
(
二
)
を
参
照
)

0

ま
た
、
代
々
相
続
さ
れ
て
き
て
譲
渡
や
一
期
分
の
設
定
・
質
入
れ
な
ど
に
よ
っ
て
第
三
者
の
手
に
渡
っ
た
こ
と
な
い
ア
イ
ゲ
ン
を
相
続
し
た
そ

の
持
主

(
H
相
続
人
)
が
被
告
に
な
る
こ
と
も
な
い
(
前
註
e

付
∞
を
参
照
)
0

(
剖
)
以
上
(
こ
で
述
べ
た
こ
と
は
、
言
、
つ
ま
で
も
な
く
、
前
註
・
臼
で
紹
介
し
批
判
し
た
ネ
l
ル
ゼ
ン
夫
人
の
見
解
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
と
の
関
連
で
も
う
一
つ
補
足
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。
ラ
ン
ト
法
三
・
二
一
・
一
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
二
人
の
者
が
争
っ
て

(
同
じ
)
一
つ
所
領
を
同
じ
(
な
い
し
、
同
等
の
)
言
い
分
を
も
っ
て

(E再開問
-
F
R
m呂
田
雪
国
宮
)
自
分
の
も
の
と
主
張
し
、
そ
し
て
そ
れ

(
H
そ
の
言
い

分
)
を
同
等
の
証
拠
(
な
い
し
、
同
じ
く
証
人
)
を
も
っ
て
(
邑
ご
川
町
ロ
宮
S

Z
問
問
)
立
証
す
る
な
ら
ば
、
人

(
H
ラ
ン
ト
法
上
の
裁
判
所
)
は
そ
れ

(
H
そ

の
所
領
)
を
彼
等
の
問
で
分
け
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
証
拠
(
な
い
し
、
証
言
)
は
、
そ
の
村
ま
た
は
最
も
近
い
隣
村
に
に
居
住
し
て
い
る
真
の
隣

人
た
ち
(
号

8
n
Z
S
E
5
5
2
2
2
)
が
陳
述
す
べ
き
で
あ
る
。
誰
で
あ
れ
こ
の
証
拠
(
な
い
し
、
証
人
)
に
つ
い
て
比
較
的
多
数
を
も
っ
(
な
い
し
、

得
た
)
者
が
、
そ
の
所
領
を
立
証
・
取
得
す
る
」
。
次
の
コ
了
一
二
・
こ
で
は
(
「
誰
が
そ
れ
を
な

5
5
の
中
に
も
っ
て
い
る
か
、
隣
人
た
ち
に
知
ら
れ

て
い
な
い
場
合
は
」
と
)
明
白
宅
2
0
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
同
夫
人
は
、
あ
る
い
は
、
こ
の
条
項
こ
そ
「
占
有
の
メ
リ
ッ
ト
を
伴
、
つ
通
常
の

証
明
規
定
」
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
理
解
は
「
当
た
ら
な
い
」
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
条
項
で
「
(
向
じ
)
一

つ
の
所
領
を
同
じ
言
い
分
を
も
っ
て
自
分
の
も
の
と
主
張
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
の
が
具
体
的
に
い
か
な
る
ケ
i
ス
か
は
、
こ
の
条
項
だ
け
か
ら

は
判
ら
な
い
が
、
次
の
レ

i
ン
法
四
0
・
一
と
比
較
す
れ
ば
、
そ
れ
と
同
じ
ケ
ー
ス
で
あ
る
こ
と
は
、
一
見
し
た
だ
け
で
明
ら
か
で
あ
る
o

「彼

等
(
直
前
の
レ
1
ン
法
三
九
・
四
か
ら
、
「
同
じ
主
君
の
家
臣
H
家
臣
仲
間
」
と
判
る
)
二
人
が
(
同
じ
)
一
つ
の
所
領
を
同
じ
よ
う
に
(
加
早
宮
司
)
(
H
同
じ

北法52(5・105)1509 



説論

言
い
分
を
も
っ
て
)
白
分
の
も
の
と
主
張
し
、
そ
し
て
そ
の
な
君
。
お

(
H
そ
の
所
領
の
占
有
)
を
立
証
す
る
た
め
同
じ
証
拠
宙
開
z
r
g
E
n
F
)
(
U
同
じ

よ
う
に
証
人
に
よ
る
立
証
)
を
議
い
、
し
か
も
そ
れ

(
H
そ
の
所
領
)
を
彼
等
(
二
人
)
の
う
ち
い
ず
れ
か
が
も
う
一
人
の
者
か
ら
受
領
し
て
い
な
い

場
合
(
な
お
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
他
方
か
ら
そ
の
所
領
を
授
封
さ
れ
て
い
る
場
合
、
す
な
わ
ち
、
主
君
と
家
臣
が
同
じ
所
領
の
「
占
有
」
に
つ
い
て
争
う
場
合

は
、
一
般
に
は
家
臣
が
勝
訴
す
る
が
、
そ
れ
は
家
庄
の
「
占
有
」
が
決
め
手
に
な
る
の
で
は
な
く
、
家
臣
に
「
占
有
(
権
)
」
を
認
め
て
も
問
題
の
所
領
が
レ
ー

ン
と
し
て
主
君
に
属
し
て
い
る
こ
と
に
変
り
が
な
い
か
ら
で
あ
る
|
|
レ
l
ン
法
四
一
を
参
照
)
、
人

(
H
主
君
、
な
い
し
、
そ
の
レ
l
ン
法
廷
)
は
彼
等

双
方
に
対
し
て
、
そ
の

mm耳切『四
(
H
占
有
)
を
立
証
す
べ
き
所
領
が
そ
の
中
に
あ
る
村
へ
赴
く
よ
う
、
命
ず
べ
き
で
あ
り
、
そ
し
て
、
農
民
お
よ

び
真
の
隣
人
た
ち
(
仏
m
B
S円
S
E
B
B
g巳
g
)
に
そ
の
な
者
四
日

(
H
ど
ち
ら
が
そ
の
所
領
を
現
に
占
有
・
支
配
し
て
い
る
か
)
を
問
、
つ
べ
き
で
あ
る
。

彼
等
の
う
ち
こ
の
証
拠
(
な
い
し
、
証
人
)
に
つ
い
て
比
較
的
多
数
を
も
っ
(
な
い
し
、
得
た
)
者
(
が
あ
れ
ば
、
そ
の
者
)
が
判
決
を
も
っ
て
(
そ
の
所

領
に
つ
い
て
の
)
営
者
。
円
相
(
占
有
権
)
を
立
証
・
取
得
す
る
」
o

し
か
し
、
「
レ
l
ン
法
・
ド
イ
ツ
語
第
一
版
」
の
も
と
に
な
っ
た
と
目
さ
れ
る
ア
ウ
ク

ト
ル
・
ヴ
ェ
l
ト
ゥ
ス
に
お
い
て
は
、
こ
の
レ
l
ン
法
四
0
・
一
に
対
応
す
る

A
V
一
・
九
八
・

b
は
、
(
す
で
に
前
註
・
乃
に
引
用
し
た
)
一
・
九

八
・

a
の
直
後
に
位
置
し
て
い
た
。
「
レ
l
ン
法
」
で
は
、
一
・
九
人
・

a
に
対
応
す
る
レ
l
ン
法
三
八
・
三
が
|
|
レ
l
ン
法
三
八
・
一
と
こ

が
補
足
さ
れ
た
関
係
で
l
l
前
に
移
さ
れ
、
そ
の
後
に

A

V
一
・
九
四
、
一
-
九
五
、
一
・
九
六
に
対
応
す
る
条
項
(
日
レ
l
ン
法
三
人
・
四
、

三
九
・
一
、
三
九
・
四
)
や

A
V
に
対
応
条
項
の
な
い
条
項

(
H
レ
l
ン
法
二
一
九
・
二
、
三
九
・
一
二
)
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、
レ
ー
ン
法
三
八
・

一
一
一
と
こ
の
四

0
・
一
と
の
つ
な
が
り
を
読
み
取
る
の
は
些
か
難
し
く
な
っ
て
は
い
る
が
、
著
者
・
ア
イ
ケ
の
頭
で
は
、
こ
の
二
つ
の
条
項
は
依

然
と
し
て
深
く
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
レ
ー
ン
法
三
八
・
一
二
は
、
(
前
註
・
刊
で
述
べ
た
よ
う
に
)
、
対
応
す
る

A
V
一
・
九
八
-

a
の
記
述
を
改
め
、
】
g
o
M
m
o垣
四
お
と

m
m
B
O口
四
回
向
耳
目
円
相
を
証
明
す
る
手
続
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
(
「
農
民
と
真
の
隣
人

た
ち
」
に
証
言
を
求
め
る
)
こ
の
レ

1
ン
法
四
0
・
一
(
や
ラ
ン
ト
法
三
・
一
二
・
二
)
は
、
決
し
て
所
領
を
占
有
し
て
い
る
者
一
般
が
占
有
に
も
と

手
つ
い
て
そ
の
所
領
の
占
有
権
を
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
事
例
で
は
な
く
、
次
の
よ
う
に
|
l
そ
れ
こ
そ
特
殊
な
|
|
状
況
を
前
提
す
る
も
の
、

と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
あ
る
主
君
が
死
亡
す
る
。
そ
こ
で
そ
の
主
君
の
家
臣
で
あ
っ
た
者
は
新
し
い
(
な
い
し
、
上
級
)
主
君

に
(
一
年
と
一
日
以
内
に
)
所
領
の
授
封
更
新
を
求
め
て
、
そ
れ
ま
で
前
の
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
て
占
有
・
支
配
し
て
い
た
所
領
を
具
体
的
に
申
告

す
る
(
レ
1

ン
法
二
四
・
二
を
参
照
。
な
お
、
主
君
異
動
の
際
に
新
し
い
(
な
い
し
、
上
級
)
主
君
に
授
封
更
新
を
請
求
で
き
る
の
は
、
家
臣
が
l
l
ゲ
デ
イ

ン
ゲ
を
封
与
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
|
|
所
領
を
現
実
に
占
有
・
支
配
し
て
い
る
場
合
に
限
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
(
前
註

-
U
に
引
用
し

た
)
レ
l
ン
法
五
・
つ
お
よ
び
、
レ
l
ン
法
一
一
・
一
を
参
照
さ
れ
た
い
)
。
そ
の
際
、
二
人
の
家
臣
(
仲
間
)
が
(
た
ま
た
ま
)
同
じ
村
に
あ
る
(
同
じ
)
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所
領
を
、
自
分
が
前
の
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
て
占
有
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
新
し
い
(
な
い
し
、
上
級
)
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
る
べ
き
も

の
と
し
て
申
告
し
、
両
者
の
言
い
分
が
対
立
す
る
。
そ
こ
で
主
君
(
ラ
ン
ト
法
三
・
二
一
-
一
と
二
の
場
合
は
、
裁
判
官
)
が
(
本
人
と
と
も
に
)
使
者

を
現
地
に
出
し
て
、
(
現
に
小
作
料
を
彼
等
に
支
払
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
を
見
聞
す
る
こ
と
の
で
き
る
)
「
農
民
や
真
の
隣
人
た
ち
」
に
、
誰

が
現
に
そ
の
所
領
を
占
有
・
支
配
し
て
い
る
か
を
確
か
め
る
。

i
l
占
有
の
有
無
が
占
有
権
を
左
右
す
る
の
は
(
た
と
え
ば
)
こ
う
し
た
場
合
に

限
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
レ
ー
ン
法
四
0
・
一
の
凹
色
野
2
お
よ
び
明
。
-
安

g
に
対
応
す
る
語
は

A
V
一
・
九
八
・

b
に
は
見
ら
れ
ず
、
そ
れ

ら
の
語
は
ラ
ン
ト
法
三
・
二
一
・
一
の

B
昆
伺
色
野
R
8
8
g宮
お
よ
び

EH加
O
Z
Z
B
E常
に
合
わ
せ
て
補
足
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

ほ
ん
ら
い
レ

i
ン
法
(
廷
)
に
属
す
る
事
案
を
「
ラ
ン
ト
法
」
に
も
書
き
加
え
た
の
は
、
著
者
・
ア
イ
ケ
が
、
あ
る
土
地
の
耕
作
権
を
め
ぐ
る
(
小

作
人
同
志
の
)
係
争
(
ラ
ン
ト
法
三
・
二
0

・
一
よ
ニ
)
に
際
し
て
誰
が
そ
の
土
地
(
の
耕
作
)
を
彼
等
に
委
ね
た
か
が
問
題
に
な
り
(
ラ
ン
ト
法
二
・

四
六
・
一
を
参
照
)
、
そ
れ
を
委
ね
た
二
人
の
家
臣
仲
間
が
ラ
ン
ト
法
廷
で
レ

l
ン
法
四
0
・
一
と
同
じ
形
で
争
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
は

な
い
、
と
考
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
入
ら
な
い
。

(
釘
)
石
川
「
法
史
学
と
開
凶
恒
常
田
町
」
(
前
註
・

8
を
参
照
)
、
二

1
二一百円。

最
後
に
、
念
の
た
め
、
|
|
同
じ
く
「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
|
|
本
稿
が
旧
稿
「
ゲ
ヴ
ェ

l
レ
」
の
補
足
に
も
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
点
に

つ
い
て
私
見
を
ま
と
め
て
お
く
と
、
そ
れ
は
、
旧
稿
、
一
六
回
頁
に
お
け
る
私
見
の
要
約
を
大
要
次
の
よ
う
に
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
ザ
ク
セ
ン
シ
ュ
ピ

i
ゲ
ル
に
お
け
る
お
伺
)
垣
内
お
の
語
は
、
(
主
に
)
(
前
主
ま
た
は
主
君
の
「
保
障
」

を
必
要
と
す
る
)
法
廷
で
譲
渡
さ
れ
た
ア
イ
ゲ
ン
と
主
君
か
ら
授
封
さ
れ
た
レ

i
ン
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
、
第
一
義
的
に
は
「
占
有
権
」

H
占
有
の

た
め
の
「
権
原
」
、
ま
た
、
時
に
は
そ
れ
を
証
明
す
る
た
め
の
「
保
障
」
を
意
味
す
る
、
と
い
う
よ
う
に

|
l。
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Besitz oder Gew訓lrschaft?

- Zur richtigen Auslegung der Wendung mit geliker were 

im Artikel Ldr. 11 43 ~ 1 des Sachsenspiegelsー

Takeshi ISHlKA WA  * 

Der Artikel Ldr. II 43 ~ 1 des Ssp. lautet wie folgt: 

Swe en gut eme seget to lene， unde en ander seget， it si sin egen， 

spreket se it !!!:it Reliker werl! an， jene mut it bat to egene behalden mit 

twier scepen tuge， denne de andere to lene. 

Nach der herrschenden Lehre bed巴utetdas Wort were oder gewere (als Femininum) 

auch im Ssp. in erster Linie“Besitz". Dieser Ansicht zufolge sollte also auch die 

Wendung mit geliker were in dies巴mArtiekel“mit gleichem Besitz" b巴deuten，und in 

der Tat ist si巴bishermeistens so ausgelegt worden. 

Ausgeschlossen w証reaber auch im Mittelalter， das zwei Person巴ndasselbe Gut 

gleichzeitig (in unserem Sinne) in Besitz haben. Eb巴ndeshalb wurde b巴reitsdie Ssp-

Glosse zur Annahme g巴zwungen，die Worte mit geliker were sol¥ten besagen hier 

“beide neine were (Iies: keinen Besitz) hebben'¥ 

Angesichts solch einer Auslegung ware aber eine naive Frage nicht ganz zu 

unterbinden: Durfen wir， namIich， aus dem Text， der ausdruckIich das lnnehab巴neiner 

*Profesor (emeritus) an der Hokkaido Universit託t
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were bezeugt， auf den gerade umgekehrten Sachverhalt， schIiesen， das beide keine 

were haben? 

In diesem Aufsatz soll also， um den Bann der herrschenden Ansicht endgultig zu 

br官chen，die Frage untersucht werden， welchen konkreten Fall unser Spiegler in diesem 

Artikel behandelt， besonders aber die， was er unter den Worten mit geliker were 

versteht， und zawr indem wir damit zusammenhangende Artikel unseres Rechtsbuchs 

mit in Betracht ziehen. 

Die deutsche Fasung di巴sesAufsatzes soll aber bald in Festschrift fur Knut SCHULZ 

zu seinem 65. Geburtstag veroffentlicht werden. Ich bitte also interessierende Leser 

herzIich darum， sie nachzusehen. 
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